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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　森沢晴行




　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ







Case-00 　　在紗のためなら異世界も魔人も神も無視する


Case-01 　　在紗のためなら騎士の名誉など塵同然


Case-02 　　在紗のためなら女子高生になることも厭わない


Case-03 　　在紗のためなら魔王となり異世界を恐怖に陥れる


Case-04 　　在紗のためなら魔法少女にも変身する


Case-05 　　在紗のためなら何度死んでも構わない


Final-Case　在紗のためなら赤ちゃんにだってなってみせる





　あとがき　そんな駆真の物語









[image: ]





　在あり紗さは視線を少し上げ、黒板の上に設しつらえられている時計を見やった。


「十二時……五十五分」


　そして、桜色の唇くちびるを小さく震ふるわせて、自分にしか聞こえないくらいの声で時刻を呟つぶやく。


　あと五分で昼休みが終わり、五時間目の授業が始まってしまう。


　在紗は無言で首を動かし、教室の中を見回した。


　いつもならばまだ遊び足りない男子は教室に戻もどってすらいない時間帯であるし、お喋しやべり好きな女子たちだって、友だちの席の周りに集まったりしている。


　だけれど今日は、もうほとんどのクラスメートが自分の席に着き、机の上に授業の用意を調ととのえていたのだった。


　理由は単純なものだ。


　今日、九月二十七日は、皓こう成せい大付属小学校、二学期最初の授業参観日だったのである。


「…………」


　在紗はちらと教室の後方に目をやった。


　既すでにそこには何人もの保護者が揃そろっており、時折自分の子供に手を振ふったりしている。


　在紗は居並んだ保護者たちに順じゆん繰ぐりに視線を這はわせていき──小さなため息とともに顔を前方に戻した。


「アーリサ」


「わっ！」


　と、面前に、つい先ほどまではなかった顔が現れて、在紗は不意に大きな声を出してしまった。教室はいつもより静かになっていたものだから、いやが上にも注目を集めてしまう。在紗は皆みなに向かって気まずげに小さく頭を下げると、在紗の机の上に身を乗り出してきていた親友の橙とう堂どう美み須す々ずに目を向け直した。


「……もう、美須々ったら」


「あっはは、ごめんごめん。まさかそこまでクリティカルヒットするとは思ってなかったわ。なんていうの？　あれよ、ラッキーパンツ。ああ違ちがうわパンチ」


　美須々は快活に笑うと、お下さげ髪がみを揺ゆらしながら椅い子すに腰こし掛かけ直した。窓側に背を預けるようにしながら言葉を続けてくる。


「んーで？　どったのよ。またカルマさん探し？　今日はちゃんと来るんでしょ？」


「うん。そのはず……なんだけど」


「なーによその煮にえ切らない感じ。……あ、もしかしてまた緊きん急きゆう任務が入ったとか言うんじゃないでしょうねえ」


　在紗が頰ほおをかきながら言うと、美須々が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめてきた。


　そう。実は一学期──五月にも、今日と同じように授業参観があったのだが……蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団に所属する在紗の叔お母ば・鷹たか崎さき駆かる真まは、よりによってその日の朝に緊急任務が入ってしまったのだ。


「いや、今回はそういうわけじゃないんだけど……」


「なんだ、それなら安心じゃない。授業始まるまでには来るでしょ？」


　しかし在紗は、美須々の言葉にうなずくことができずに、腕うで組ぐみして首を捻ひねった。


「なに、まだなんかあるの？」


「うん……ちょっとね」


　在紗は頰に汗あせを垂らしながら首しゆ肯こうした。


「はー。まーた大変なことになってるっぽいわね。──ま、カルマさんなら何とかしちゃうんじゃない？　だいじょーぶだいじょーぶ」


「うん……そうだね」


　苦く笑しようしてから、在紗は「そういえば」と眉を上げた。


「……美須々のお母さんは？　まだ来てないの？」


　先ほど見た限りだと、美須々の母君もまだ教室には来ていないようだった。そこまでしっかり確かく認にんしたわけではないが、母君には橙堂家に行ったときに何度も会っているし……それになにより、授業参観モードの彼女を見み逃のがすはずはなかった。


　すると、美須々は口元をニヤリと歪ゆがめ、くつくつとのどを鳴らし始めた。


「ふ、ふ、ふ、ふ……アーリサー、この橙堂美須々が二度同じ轍てつを踏ふむとお思いかなぁー？」


「ど、どういうこと……？」


「……およそ四ヶ月前。一学期の授業参観のときは私も甘かったわ。巧こう妙みように隠かくしたとはいえ、お知らせのプリントを、復元すれば読める状態のまま家の中に残してしまうだなんて……ね。だから今度は徹てつ底ていしたの。プリントの両面に墨すみを塗ぬりたくり、一センチ台に細切れにしたのち、トイレに流してやったのよ！」


「そ……そう」


「それだけじゃないわ！　パソコンでプリントを偽ぎ造ぞうし、別の日取りを教えてあるのよ！　フゥーハハハ！　完かん璧ぺきよッ！　いくらママでも、この布ふ陣じんを打ち破るコトなんて──」


　と。そこで美須々は急に言葉を止めた。


　否いな、言葉だけではない。まるで時間が停止したかのように身体からだを硬こう直ちよくさせている。そして次し第だいに顔面が青くなっていき、指先や奥歯がカタカタと震え始めた。


「み、美須々……？」


　在紗は親友のただならぬ様子に、慌あわてて肩かたを揺すった。


　と──そこで、鼻び腔こうが不思議な香かおりを捉とらえた。


　何というのだろうか、奇き妙みような芳ほう香こうである。直接嗅かいだことがあるわけでもないのに、何な故ぜか、南国の巨きよ大だいな食虫植物が虫をおびき寄せる際に発するような臭においをイメージさせた。


「マ、マ……」


「え？」


　壊こわれた機械のように首を動かす美須々の視線を追って、教室の入り口に目を向ける。


　そこには、全身を金色のアクセサリーで埋うめ尽つくした女性がいた。


　何の冗じよう談だんでもない。頭頂から爪つま先さきまでが金一色なのである。肌はだが見えるのは顔と手首の先だけで、その他は、全すべて黄金の鎧よろいで覆おおわれていた。もうファッションとかそういう問題ではなく、衣装とか仮装とか言った方が的確だった。大おお晦日みそかの夜に国営放送で行われる歌番組に出てきそうな格好である。


　しかもそれだけではない。アクセサリーが重すぎて動けないためだろうか、橙堂夫人は絢けん爛らん豪ごう華かな車輪付きの椅子に腰掛けており──その椅子を、戦車チヤリオツトのように二人の男たちが引いていた。


「ぱ……ッ、パパ！　お兄ちゃん！　何してるのよ一体……!?」


　美須々が、血相を変えて叫さけびを上げる。


　しかし二人は答えず、代わりに母君が、真っ赤に塗られた唇を動かす。


「美・須・々ぅー？　詰つめが甘いわねえ。前回の授業参観のとき安あ倉くら先生に、次また授業参観があるときは、私に直接連れん絡らくをくださいと言い含ふくめておいたのよ」


「な……っ、ななななな……」


　美須々は頭を抱かかえると、机に突つっ伏ぷした。


「もうだめ……アリサ、あとは頼たのんだわ……」


「た、頼んだって言われても……」


「は……早くカルマさんを連れてきて……ウチのママ以上にみんなの注目を集められるのは、蒼穹園の英えい雄ゆうだけよ……。お願い、少しでもあの珍ちん獣じゆうの印象を薄うすくしてぇぇ……」


　涙なみだながらに美須々が訴うつたえてくる。


　だが……在紗は困ったように苦笑することしかできなかった。


　窓の方に目をやり、小さく唇を開く。


「きっと……来てくれるよね、ねえさま」
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「……授業参観の、お知らせ……」


　ベッドの上で上体を起こし、目の前に広げられたプリントの文面に視線を這はわせながら、鷹たか崎さき駆かる真まはふうむとうなった。


　長い黒くろ髪かみに白磁の肌。街を歩けば誰だれもが振ふり返るほどの美少女である。しかし今その全身は包帯や湿しつ布ぷで覆われ、いやに痛々しい様相になっていた。


　だが当の駆真はそんな自分の有様など微み塵じんも気に留めていない様子で、血色の目を難しげに歪める。


「日時は来週……二十七日の五、六時間目か。──うん、楽しみだね。絶対に行くよ！」


「本当？」


　駆真が言うと、プリントを広げていた姪めいの在あり紗さが、ぱぁっと目を輝かがやかせた。


　目が覚めるような真っ白い髪かみに、肌。そして駆真と揃そろいの血色の瞳ひとみを持つ少女である。


　その嬉うれしそうな顔に、駆真の心臓はどきーん！　と跳はねた。それこそ漫まん画がのように、ハート型の器官が肋ろつ骨こつや乳ち房ぶさを貫かん通つうして飛び出てきたのではないかと思えるほどの衝しよう撃げきである。幾いく度ども目にしている笑え顔がおだというのに、相変わらず在紗は駆真の心を騒さわがせるスウィートエンジェルだった。ラブ・ミー・ドゥー。


「ねえさま？　どうかしたの？」


「……っ、な、なんでもないよ」


　慌てて手を振り、誤ご魔ま化かす。その際包帯が巻かれた腕うでがズキンと痛んだが、在紗に心配をかけるわけにはいかないので根性で我が慢まんした。


　──嗚あ呼あ、それにしても。


　授業参観。なんと甘かん美びな響ひびきであろうか。


　前回から数えて、およそ四ヶ月。二学期に入って最初の授業参観である。


　前の参観日にはいろいろと常識外れな邪じや魔まが入ったが、今回はさすがに何もあるまい。じっくりまったりねっとりと、在紗の晴れ姿を堪たん能のうさせてもらうとしよう。


　だが──駆真はプリントを睨にらめながら微かすかに眉まゆをひそめた。


　ひとつ、懸けん案あん事じ項こうがあるのである。


「──問題は、昨日かかってきた電話……だよね」


　駆真の意図を察したように、右手から凜りんとした声が響いてくる。


　そこには、右目を革製の眼帯で覆い隠した少女が立っていた。髪、肌、目、顔立ち──それら全ての身体的特とく徴ちようが、在紗と一いつ致ちしている。異なるところと言えば、右目の眼帯と髪を一つに括くくっているところ──そして、年ねん齢れいくらいしか見受けられない。


　リサ。並行世界からやってきた、駆真と同い年にまで成長した未来の在紗である。


「うん……そうなんだよね。一体何者なんだろう……」


　駆真は小さくうなり、思案を巡めぐらせた。


　昨日、鷹崎家に一本の電話がかかってきたのである。


　相手は在紗の通う皓こう成せい大付属小学校の安あ倉くら先生だったのだが──





（その……在紗さんのお父様であるという方から、自分が出席するとの連絡があったんですけども……）





　そんなことを、言ったのである。


　──あまりに質たちの悪い、冗談。


　何な故ぜなら在紗の父・鷹崎宗しゆう吾ごは、今から五年も前に帰らぬ人となっているのだから。


　この世の様々な異常を垣かい間ま見みてきた駆真も、死後の世界の住人が話しかけてくるだなんて事例は聞いたことがない。最初聞いたときは何かの冗談だろうと思った。だが、あの真ま面じ目めで実直な安倉教きよう諭ゆが、わざわざこんな冗談を言うとも考えにくい。となると……


　と、駆真が唇くちびるを引き結んで黙だまりこくっていると、壁かべに背を預けていたラフな装よそおいの女が、苛いら立だたしげに口を開いた。


「……けっ、シュウの名を騙かたるたぁ、いい度胸してやがるじゃねーか。見つけたらボコボコにのしてやる」


「か、かあさま、暴力は駄だ目めだよ」


　在紗が困ったように苦く笑しようすると、在紗の母・鷹崎冬ふゆ香かは、娘むすめの言葉にほんの少しだけ威い勢せいを収め、しかし苛立ちは収まらないといった様子で腕うで組ぐみした。


「まあ……恐おそらく悪戯いたずらの類たぐいとは思いますが、不ふ愉ゆ快かいですね」


「……ああ、ったくだ。こんなことして何がおもしれーんだか」


　駆真が言うと、冬香は忌いま々いましげに顔を歪ゆがめた。よほど宗吾──自分の夫の名を騙られたのが腹立たしいらしい。


　だが、それも仕方のないことだろう。十余年前にやむを得ない事情から蒼そう穹きゆう園えんを離はなれた冬香は、それから宗吾に一度も会うことなく、今生の別れを迎むかえてしまっていたのである。今は亡なき最愛の人の名を弄もてあそばれて、気分が良かろうはずもない。


「でも──」


　と、そこで、リサがあごに手を当ててうなった。


「ただの面おも白しろ半分の悪戯って決めつけるのも……危険じゃないかな」


「……？　どういうこと？」


「だって、安倉先生にその連絡をした犯人は少なくとも、在紗ちゃんの名前と授業参観の予定を知っていたわけでしょ？　しかもわざわざとうさまの名を騙るってことは──鷹崎家うちの家庭環かん境きようを知っている可能性だってある」


「……っ、確かに……」


　言われてみればその通りである。


　ただの悪戯電話と軽く考えていたが、悪質なストーカーによる犯行という可能性も捨てきれないのだった。


　駆真は在紗の方に視線を戻もどした。完全で完かん璧ぺきで一部の隙すきもないスーパーパーフェクトガール。その場に現れただけで海が割れ雲が晴れ七色の燐りん光こうが差し草木が芽め吹ぶくであろう超ちよう絶ぜつ美少女である。ストーカーなどダース単位でついていてもおかしくはなかった。


　と、その瞬しゆん間かん、在紗が何かを思い出したかのようにハッと目を見開いた。


「あ──」


「？　どうしたの、在紗？」


「えと……うん、それに関係あるのかどうかわからないけど……」


　在紗は躊躇ためらいがちに部屋の中にいる三人に視線を巡らせてから言葉を続けた。


「実は……かあさまがうちに来たくらいのときに、リビングに隠かくしカメラが仕し掛かけられてるのを見つけて……」


「えぇっ!?」


　駆真は驚きよう愕がくし、ベッドから跳ね上がった。……が、すぐに身体からだ中じゆうに激痛が走り、野生の獣けもののような叫さけびを上げて、再びベッドに突つっ伏ぷす。


「ね、ねえさま！」


「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、在紗。そ……それより、詳くわしく聞かせてくれる？」


「う、うん」


　在紗は小さくうなずいてから話を続けた。


「ここ最近いろんなことが起こりすぎてねえさまに言うのを忘れちゃってたんだけど、八月……ちょうど私とねえさまの身体が入れ替かわったのが元に戻ったとき……だったと思う。沈しず音ねちゃんとオトさんがうちに訪ねてきて、お話をしてる最中に、棚たなの上に光るものを見つけて……」


「それが、隠しカメラだったの？」


「うん……たぶん、だけど。小さなレンズのついた機械が仕掛けられてたんだ」


「……っ！」


　駆真は全身の血液が沸ふつ騰とうするかのような憤ふん激げきを覚えた。


　なんと卑ひ劣れつ！　なんと不ふ埒らち！　何者かは知らないが、そのような手段で在紗の映像を手に入れようとは万死に値する。そんなストーカーは一刻も早く捕つかまえて映像を奪うばい、じっくり堪たん能のう──もとい、痛覚を持って生まれてきたことを後こう悔かいするような拷ごう問もんを施ほどこしてやらねばなるまい。


「穏おだやかじゃねーな……。在紗、その隠しカメラってのは取ってあるのか？」


「う、うん……！」


　在紗は冬香の問いに首しゆ肯こうしたが、すぐに何かを思い出した様子で「あ……」とばつの悪そうな顔を作った。


「あ？　どーしたよ」


「え、と……その……そのカメラは、映像が撮れないようにレンズにテープを貼はって、もとあった棚の上に置いておいたんだけど……」


「だけど？」


「その棚があったのって、ちょうど中庭側の壁だったから、この前リサさんが家を壊こわしたとき、たぶん一いつ緒しよに……」


「あー……」


　冬香は頰ほおに汗あせを垂らしながらリサの方を見やった。駆真と在紗も、その視線を追うように目をやる。


　三人の視線を浴びたリサは、気まずそうに顔を逸そらしながら頭を下げた。


「……ゴメンナサイ」


　その申し訳なさそうな様子に、慌あわてて手を振る。


「お、終わったことはしょうがないよ、リサ。──それより、ストーカー説が濃のう厚こうになってきた方が問題だよ。兄さんの名を騙って、在紗の父親気取りで小学校に電話をしてきた男がいるんだ。……それだけで満足しているならまだいいけど、隠しカメラを仕掛けるような奴やつだからね。放ほうっておいたら在紗に危害が及およぶことだって考えられる」


　駆真が言うと、三人がごくりと唾だ液えきを飲み込んだ。


　リサが眼帯に覆おおわれていない左目を伏ふせ、難しげにうなる。


「確かに……わざわざ授業参観を指定しているあたり、その日に何らかのアクションを起こす可能性もある。少し警けい戒かいした方がいいかもしれないね」


「え……じゃあ、授業参観の日はお休みしないといけませんか……？」


　在紗が残念そうに眉を八の字にする。駆真は慌ててブンブンと首を振った。


「だッ、駄目！　それだけは駄目！」


「駄目って……じゃあどーすんだよ」


　冬香が首筋のあたりをかきながら問うてくる。駆真は「知れたこと！」と言わんばかりに顔をバッと上げた。少し背筋が痛かった。


「──出席者である私たちが、在紗を守ればいいんですよ、義ね姉えさん」


「へ……？」


　駆真が言うと、冬香はキョトンと目を見開いた。


「だから、私たちが在紗に近づく不ふ審しん人物を排はい除じよすればいいんです。ストーカー風ふ情ぜいに遅おくれを取ることはないでしょう？」


「い、いや……ちょ、ちょっと待て駆真」


　冬香が壁から背を離し、落ち着かない様子で目を泳がせる。


　そしてあたふたと意味のない手の動きを見せたあと、こちらの様子を窺うかがうように、少し上うわ目め遣づかいになって声を発してきた。


「え、ええと……もし間ま違ちがってたらアレなんだが」


「何でしょう」


「……その、授業参観てよ、あたしも行っていいモンなのか？」


「は？」


　冬香の言葉の意味がわからず、駆真は一瞬目を丸くした。


　どうやらそれは在紗やリサも同じだったらしい。二人も、駆真と同じようにポカンとした表情を作っている。


「何を言っているんですか、義姉さん」


「あ、や、そうだよな。あ、あはは、ごめん、勘かん違ちがいしちまって。あたしなんかが──」


「いえ、そうではなく。母親のあなたが行かないでどうするのですか」


　駆真が言うと、同調するようにリサが首肯した。


「そうよ、かあさま。ちゃんと在紗ちゃんの授業を見てきてあげて」


「え、ええと……」


　冬香は戸と惑まどったようにキョロキョロと視線を泳がせてから、在紗の方を見た。


　在紗は優やさしく微笑ほほえみ、「うん」とうなずいた。


「私も……かあさまに、来て欲しいな」


「…………」


　冬香はバッと後ろを向くと、ずずっと洟はなみずをすするような音を立ててから、再び身体の向きを戻した。


「そ、そうか！　しょーがねーな、行ってやるか！　よし、そんならストーカー野や郎ろうなんざ屁へでもねーや！　あたしがブチ殺してやらぁ！」


「だ、駄目だよ、かあさま……」


「そうですよ義姉さん。私の分も残しておいてください」


「そ、そうじゃなくって……」


　在紗が困り顔を作る。


　と、そこで脇わきからプリントを覗のぞき見たリサが、あれ？　と声を上げた。


「この参観……六時間目の作文の発表って、保護者以外も見られるみたいだよ。ほら、クラス代表二名ずつによる発表を体育館で行います、ってなってる」


「え？」


　再びプリントに目を落とす。確かにリサの言うとおり、六時間目の参観は体育館に場所を移した発表会形式になる旨むねが記されていた。


　すると在紗はそうだった、というようにこくこくと首肯し、頰をほんのりと染めながら口を開いた。


「あ……うん、そうなの。実は……その、私も、クラス代表に選ばれたんだ。『将来の夢』がテーマだったんだけど……」


「！　ほ、ホントに？」


　駆真はもう頭の後ろから後光でも差すんじゃないかというほどの笑顔でそう言った。在紗が、体育館の壇だん上じようで、作文の発表。──嗚あ呼あ、もうこれはたまらない。最高である。すぐに最高の撮さつ影えい機材を用意し……否いな、当日そんなものを操作していてはせっかくの在紗の晴れ舞ぶ台たいを全身全ぜん霊れいで楽しむことができなくなってしまう。だがかといって……


「……なるほど。そうなると犯人も紛まぎれ込みやすくなるってわけか」


　と、駆真が煙けむりが出んばかりに頭を回転させていると、冬香が難しげな声を発した。


　その一言で、駆真の頭は急速にクールダウンした。そうだ。まずはストーカー対策を万全に整え、その上で駆真は在紗の発表を渾こん身しんの力を込こめて受け止め、さらにその姿を半永久的に記録せねばならないのだ。だが、そんな手段など……


「あ」


　駆真はあることを思いついて、目を見開いた。


「？　どしたよ、駆真」


「考えてみれば簡単な話でした。──連れていく人数を増やしましょう」


「人数を？」


「ええ。六時間目は保護者以外の参加も許可されているのでしょう。確かに部外者が立ち入りやすくなる可能性もありますが……その条件であれば、こちらも警戒人数を増やせばいいのです。三み谷や原はらに鳶とび一いち……アステナやウタなんかにも声をかけてみましょう」


　駆真は自信満々といった調子でうんうんとうなずいた。


　何しろ在紗の授業参観に出られるというのである。皆みな喜びに涙なみだを流しながら是ぜ非ひ参加させていただきます在紗バンザイ在紗ワッショイと言うはずである。これならばストーカーを警戒できるうえ、撮影をウタ辺りに任せ、駆真は存分に授業参観を満まん喫きつすることができる。まさに完かん璧ぺきな計画だった。


「本当？　みんな、来てくれるの？」


　駆真が言うと、在紗が嬉うれしそうに目を輝かがやかせた。


「う、うん。きっとみんな喜ぶよ」


「……ふふ、ちょっと恥はずかしいけど……うん、嬉しいな。わたし、がんばるね！」


「う……うん！」


　警戒と撮影が主な目的なのだが……こうも喜ばれると、なんだか水を差すこともできない。駆真は頰に汗を滲にじませながら首肯した。





　　　　◇




「ま、待ってくださいよぉ、マキナさぁん……！」


　肩かたをいからせながら大おお股またで街の中をのしのしと歩いていた鳶一槙まき奈なは、背後からの呼び声に、小さく息を吐はきながら振ふり返った。


「何やってるのよアステナ。早く来なさいよ」


「そ、そんなことを言われましても……！」


　言って、後方の人混みの中から、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が姿を現す。


　アステナ・エリーウッド。こことは別の世界の国・レーベンシュアイツの盟めい術じゆつ師しである。こちらの世界に来るようになってからもう数ヶ月は経たつはずだったが……どうやら人混みの中を歩くのにはまだ慣れていないようだった。


　普ふ段だんはやたらと時代錯さく誤ごなローブなぞを着込んでいるのだが、さすがに街中では目立つため、今は槙奈の私服を貸し与あたえている。淡あわい色のワンピースは彼女の美しい金髪によく似合っており……なんというか、少しばかり持ち主の槙奈を苛いらつかせるのだった。


「で、でもどうしたんですか、マキナさん。いきなり出かけるだなんて……」


　アステナに問われ、槙奈はフンと鼻を鳴らした。マスクによって拡散された鼻息で、サングラスのレンズが微かすかに曇くもる。


「……ちょっとね。調べておきたいことがあるのよ」


「調べておきたいこと……。ええと、その格好と何か関係があるんですか……？」


「……ぐ」


　言われて、槙奈はのどを鳴らした。


　槙奈は今、そのツーサイドアップに括くくられた茶色の髪かみや、気の強そうな双そう眸ぼうと顔を、帽ぼう子しとサングラス、そして大きなマスクで覆い隠かくしていたのだった。このご時世、一発で通報されてしまいかねない怪あやしい風ふう貌ぼうである。


「……仕方ないでしょ。変装してないと気づかれちゃうんだから」


「そ、そんなに気づかれるものですかねえ……」


「……何日か前、道歩いてたら子供が『闇黒光龍閃ダークフエイザード！　闇黒光龍閃ダークフエイザード！』って叫さけびながら足蹴けってきたわよ」


　実は槙奈は最近、中学校の頃ころに書き溜ためた小説を実名で出版された挙げ句、全国にその顔を晒さらされてしまったため、一気に有名人になってしまっていたのである。最近はこの変装セットがないとコンビニに行くことさえできなかった。


「そ、そうですか……」


　アステナが頰ほおに汗あせを滲ませながら苦く笑しようする。槙奈はその手を取ると、再びツカツカと歩いていった。


「わ……っ、た……っ！　ま、マキナさん！　ちょ、ちょっと……！」


　後方から、人混みにもみくちゃにされるアステナの声が聞こえてくるが、とりあえず無視して道を突つき進む。


　そして十分ほど歩き、槙奈はとあるビルの前で足を止めた。


「ここよ。──ほら、ちゃんと立ちなさい」


「ふぁ、ふぁい……」


　早くも疲つかれ切った様子のアステナを立ち上がらせ、ビルを見上げる。


　つい先日、槙奈が作家デビューをした際、サイン会をした（というか、強制的にさせられた）書店のある建物である。


　槙奈はアステナを伴ともなってビルに足を踏ふみ入れ、エレベーターで八階まで上がると、目的の場所まで歩いていった。


　そして、その文庫コーナーの前で足を止める。


「……っ」


　槙奈はサングラスの奥で目を細めた。


　文庫コーナーの入り口には丸い台座が置かれており、その周りに、侵しん入にゆうを防ぐロープの張られたポールが立っている。そう、何かを展示しておくためのスペースである。


　だが、そのスペースには何か違い和わ感かんがあった。


　極きわめて単純な理由。その台座には、何もものが置かれていなかったのである。


「やっぱり……」


「な、何がやっぱりなんですか？」


　アステナが不思議そうに首を傾かしげてくる。槙奈はスペースを指さしながら続けた。


「ここよ。確かここには、サイン会のときに使った……その、だ、〈黒ダ衣ーのク……」


「ああ、〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉さんでしたっけ」


「っ、そ……そう、それの鎧よろいが展示されてたはずなのよ」


「え？　でも……それらしきものは見あたりませんけど……」


「そりゃあね」


　そう。槙奈は先日、妙みような事件に巻き込まれていたのである。


　なんと、槙奈のもとに、彼女が創造したキャラクターである〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉ヴァリアルド・ヴァン・シュナーヴェルが現れ、槙奈を空の彼方かなたにある空エ獣アの〈城しろ〉まで連れて行ったのである。


　あまりに現実感のない出来事に、夢か幻げん覚かくを疑った槙奈だったが……どうやら気は確かだったらしい。


　槙奈は文庫コーナーに踏み込んでいくと、レジに立っていた店員に声をかけた。


「ねえ、ちょっと訊ききたいんだけど」


「きゃあっ!?」


　槙奈の怪しい容よう貌ぼうに驚おどろいたのか、眼鏡の女性店員が悲鳴じみた声を上げる。……さすがにちょっとショックだったものの、構わずに言葉を続ける。


「そこの展示スペースに飾かざられてた等身大の鎧、どこにいったかわからない？」


「え、あ……そ、それですか。確か数日前に突とつ然ぜんなくなってしまっていたそうです」


「なくなった……？　盗ぬすまれたってこと？」


「それが……わからないんです。なぜか監かん視しカメラの映像がそこだけ途と切ぎれていて……」


　槙奈は無言で考え込むと、店員に向かって手をひらひらと振った。


「……ん、わかったわ。ありがと」


「は、はあ……」


　と、槙奈が去ろうとすると、店員がその背に声をかけてきた。


「あの……すいません。もしかして、『ダークパラディン伝説』の鳶一槙奈先生じゃ──」


「……っ！　ひ、人ひと違ちがいよっ！」


　槙奈はバッと顔を背そむけると、バタバタと走って逃にげていった。突然の行動に驚いたのか、アステナが慌あわてた様子で声をかけてくる。


「あ──っ、マキナさん！　今度はどこへ行くんですかぁっ！」


「ちょ……っ、馬ば鹿か、名前を──」


　全速力で走行したまま、首を後方に向ける。と──


「ぬぁッ!?」


「うわっ！」


　槙奈は前方に立っていた人ひと影かげにぶつかり、その場に尻しり餅もちをついてしまった。


「あったた……ご、ごめんなさい。ちょっと急いでて──」


「いえ、僕の方こそすいません。不注意でした。お怪け我がはありませんか？」


　眼鏡をかけた純じゆん朴ぼくそうな男が、申し訳なさそうに言って手を差し出してくる。


　歳は……二十代後半くらいだろうか。細身で弱々しく見えるものの、槙奈とぶつかってもまったく重心を崩くずしていないあたり、案外鍛きたえているのかもしれなかった。


「ああ、大だい丈じよう夫ぶです。……て」


　お尻をはたきながら立ち上がった槙奈は、不意に眉まゆをひそめた。


　男は人一人くらいなら入ってしまいそうなほど大きな鞄かばんを持っていたのだが、槙奈がぶつかってしまったせいだろうか、その口が開き、中身が覗のぞいていたのである。


　どこかで見たことのある、漆しつ黒こくの鎧が。


「……ちょっとあんた、それ」


「あ」


　訝いぶかしげな声を発しながら鞄を指さすと、男は慌ててそれを身体からだの陰かげに隠そうとする。


　だが槙奈とてそれを見み逃のがすつもりはない。咄とつ嗟さに手を伸のばし、男の腕うでを摑つかんだ。


　男はそれでも身体のバランスを崩すことはなかったが、手に持っていた鞄の方は別だった。再び口が開き、そこから漆黒の仮面がごろんと転がり落ちる。


「…………」


　槙奈は一いつ瞬しゆん仮面と目（？）を合わせると、男の腕を摑んだ手に力を込こめた。


「これは、何かしら？」


「えっと、いや、その……」


　男は目を泳がせると、槙奈の手をバッと振り払はらって廊ろう下かを駆かけ出した。


「っ、待てこの……！」


　慌てて男の背を追う。だが男は、巨きよ大だいな荷物を携たずさえているとは思えないほどの速度で、どんどん距きよ離りを広げていった。


　このままでは逃げられてしまう。槙奈は後方に向かって声を上げた。


「アステナ！　確保！」


「ふぇ……っ!?　は、はいっ！」


　いきなり声をかけられたアステナは一瞬驚おどろいたような顔を作り、しかし速すみやかに槙奈の意図を察して手元で光の方ほう陣じんを組んだ。


「〈封緘シール〉！」


　瞬間、逃げ去る男の足あし下もとから光の帯が現れ、その足を搦からめ捕とる。


「うわ……っ!?」


　さすがにこれは予想外だったらしい。男は悲鳴じみた声を上げてその場に突っ伏ぷした。鞄が廊下に叩たたきつけられ、がしゃんという音が鳴る。


「さあ観念なさいっ！」


　槙奈はその隙すきに距離を詰つめると、廊下に倒たおれた男の背に飛びかかった。


　だが男も大人しく捕つかまるつもりはないらしい。足を光の帯に拘こう束そくされながらも、激しく抵てい抗こうしてくる。


「す、すいません、僕は今捕まるわけにはいかないんです！　勘かん弁べんしてください……！」


「わっ、ちょ、暴れんじゃないわよ！」


　と──そこで一瞬、男の抵抗が止まった。


　不ふ審しんに思い顔を見やると、驚いたように目を見開き、槙奈の方を見ていることがわかる。


「あれ？　もしかして、『ダークパラディン伝説』の鳶一槙奈先生ですか……？」


「……ッ!?」


　槙奈は肩かたをビクッと揺ゆらして、ぺたぺたと自分の顔に触ふれた。


　触さわり慣れた肌はだの感かん触しよく。……今の悶もん着ちやくで、いつの間にかサングラスとマスクが外れてしまっていたようである。


　と、槙奈はそこで、騒さわぎに気づいた周囲の買い物客たちが、槙奈と男に好こう奇きの眼まな差ざしを送ってきているのに気づいた。


　まあ、それはそうだろう。こんなに人の多いところで大立ち回りを演じたのである。注目を集めるのも当然だった。


　だが、問題は──


「ねえ、あれ鳶一槙奈じゃない？」「え、誰だれそれ」「ほらあれよ、この前『ダークパラディン伝説』とかいう小説出した」「あー、あの恥はずかしい小説書いた人ね」「そうそう、いきなりサイン会とかしてた人」「今日はゴスロリじゃないんだー」


　……槙奈の面が割れまくっていることだった。


　槙奈は片手で顔を隠かくしながら立ち上がると、男の首根っこを摑んで叫びを上げた。


「ば……っ、場所変えるわよ！」








　槙奈はアステナと、大人しくなった男を連れて、ビル近くの喫きつ茶さ店てんまでやってきた。


　本当は最初、打ち合わせの際に使ったメイド喫茶に入ろうとしたのだが、アステナが入店した瞬間、にこやかな営業スマイルを浮うかべていたメイドが、突とつ然ぜん奇き声せいを上げてアステナをつつき始めたので、仕方なくこちらの喫茶店に移動したのだった。


　店の最奥に設しつらえられたテーブルに着き、はぁぁ、と息を吐はく。


「はあ……ここまでくれば大丈夫でしょ」


　ちなみに槙奈は上座を男に譲ゆずり、反対側にアステナとともに座っていた。別に男に敬意を表しているとか、そういうことではない。ただ単純に、こちらなら通路側から槙奈の顔が見えないのである。


　槙奈は適当に飲み物を注文すると、頰ほお杖づえをついて向かいに座った男に目をやった。


「……で？　なんでまたその鎧を盗んだりしたのよ」


　男の手元には、未いまだ鎧の入った鞄があった。


　本当なら店に返してきた方がよかったのだろうが、時間が取られるのが目に見えていたため、そのまま持ってきたのである。


「ぬ、盗んでませんよ。借りただけです」


　男が言ってくる。槙奈はハンと鼻を鳴らした。


「何その盗ぬすつ人との常じよう套とう句く。そんなんで済んだら警察なんていらないのよ」


「む、むう」


　何か言い返してくるかと思ったが、男は存外素す直なおに黙だまり込んだ。


　まあ、とはいえこの男の場合、詭き弁べんを弄ろうしているわけではなく、本気で「借りた」つもりなのかもしれなかった。


　何な故ぜならわざわざ鎧を鞄に詰めて、店頭まで返しに来たような男なのである。


　槙奈はやれやれと吐と息いきすると、再度唇くちびるを動かした。


「……じゃあ質問を変えるけど。ええと──そういえばあんた、名前は？」


　と、


「お待たせしました」


　そこでウエイターが三人分の飲み物をトレイに載のせて運んできた。紙製のコースターを並べてから、その上にグラスを置いていく。


　男は少し目を細めながら、ウエイターのネームプレートを見つめていた。そして、ウエイターが一礼をして立ち去ってから口を開いてくる。


「ええと、じゃあ、『山やま田だ』で」


「……じゃあって何よじゃあって。ていうかそれ、さっきのウエイターのネームプレートに書いてあった名前じゃない。明らかに偽ぎ名めいじゃないの」


「いやあ、はは……」


　男──自じ称しよう・山田が曖あい昧まいな調子で笑う。


「ふん、まあいいわ。じゃあ訊きくけど山田。──一昨日おとといその鎧よろいを着て、変な双ふた子ごと一いつ緒しよに私のところに来たのはあんた？」


「はあ……まあ、そうなります」


「…………」


　槙奈は眉をひそめて、一昨日の出来事を思い起こした。


　ネットで小説をぼろくそに叩かれまくって落ち込んでいた槙奈のもとに現れた鎧の男。


　彼は槙奈を抱かかえると、軽かろやかな舞ぶ空くうで夥おびただしい数の空エ獣アの群れをすり抜ぬけ、〈城しろ〉にまで到とう達たつしたのだった。


　搭とう乗じよう型天てん駆く機関などは使用していなかった。恐おそらく鎧の中に小型の装着型天駆機関を着けていたのだろうが──それでもにわかには信じられない。


　装着型天駆機関は非常に扱あつかいの難しい装置である。しかも、鎧の中に装着できるサイズとなれば、その制せい御ぎよの困難さは、鷹崎駆真のマーケルハウツ式を超こえるだろう。


　それこそ、そんなものを着けてまともに戦せん闘とうを行える騎き士しとなれば、槙奈の記き憶おくには蒼そう穹きゆう園えん騎士団団長・草くさ薙なぎ音ね音おん元げん帥すいしかいない。


　それをこの男は、人一人を抱えた状態で華か麗れいに操あやつってみせたのである。通常であれば考えられないような技量であった。


　しかも空戦に参加していた騎士から聞いたところによれば、どんな手品を使ったのか、あの巨大なウロヴォロス級空エ獣アを追い払ったのもこの男であるという話だ。もうここまでくると冗じよう談だんとしか思えない。


「……あんた、一体何者？　あの動き、ただ者じゃないでしょ。騎士だとしたらどこの配属？　それともフリーの空ハ獣ン狩タりー？」


「あはは……まあ、なんといいますか……」


　槙奈が問うと、山田は困ったように視線を逸そらした。


「言えないっていうの？　じゃあしょうがないわね。やっぱり警察に──」


　槙奈が携けい帯たいを取り出すと、山田が泡あわを食って止めにかかってきた。


「それだけはご勘弁を……！　ら、来週娘むすめの授業参観に行かなきゃならないんです！」


「え、娘さんがいらっしゃるんですか？」


　槙奈の隣となりに座り、アイスティーをすすっていたアステナが、意外そうに目を丸くする。


　とはいえ無理もあるまい。この男、見ようによっては大学生と言われても納なつ得とくしてしまうくらいに年若かった。


「は、はい……今年で十二になる娘が……」


「噓うそ。しかも結構大きいじゃない。小六ってとこ？」


「ええ、まあ」


「ふうん……鷹崎のとこの姪めいっ子と同じくらいか」


　と、槙奈がそう言った瞬間、山田の眉まゆがぴくりと動いた気がした。


「何、どうかした？」


「いえ、別に」


　山田が顔を逸らしながらそう言う。あからさまに怪あやしかったが、まあそれを追つい及きゆうしても仕方がない。槙奈は髪かみをくしゃくしゃとやって話を続けた。


「……まあ、あの双子に連れてこられたって時点で、普ふ通つうの人間だとは思っちゃいないけどさ。──それにしても、話せないことばっかなのね」


「すいません……できるだけここの人たちとは接点を持たないようにしてるんです。……すぐに、元いた場所に帰らなければならないもので」


「元いた場所？」


「ええ。詳くわしいことは言えませんが……僕はあのウロヴォロス級を撃げき退たいするために一時的にここに連れてこられただけなんです。本来ならすぐ元いた場所に帰らなければならないのですが……特別に、娘の授業参観に出席する許可をいただいたんです」


「え？　ちょ、ちょっと意味がわかんないんだけど」


「あはは……まあ、説明はご勘弁を」


　山田は誤ご魔ま化かすように笑って、視線を逸らした。


　だがしばらくしてから、何かを思いだしたように「……あ」と眉を歪ゆがめ、申し訳なさそうにテーブルの端はしに置かれた伝票を指さした。


「あの……実はお願いがあるのですが」


「？　何よ」


「先ほど言ったように変わった身の上でして、実は今、持ち合わせがないんです……」


　山田が深々と頭を下げる。槙奈は乾かわいた笑いを浮かべながら肩をすくめた。


「ったく……別に構わないわよそれくらい。店に連れ込んだのは私だし、この子もお金なんて持ってないしね」


　言いながら、アステナのほっぺを人差し指でつつく。さほど力は入れていないのだが、突とつ然ぜんの感触に驚おどろいたのか、アステナが「きゃっ」と短い悲鳴を上げた。


　そんな様子を横目に見ながら、続ける。


「……それに。別に怒おこるために犯人を捜さがしてたわけでもないし」


「え……？　そうなんですか？」


「ま、盗ぬすんだのは褒ほめられたこっちゃないけどね。……なんていうか、あたしの小説、褒めてくれたのはあんただけだったから。礼ってわけじゃないけど……」


　槙奈は恥ずかしそうに頰ほおを染め、後頭部をかいた。


　山田が、意外そうに目を丸くする。


「え？　そうなんですか？　面おも白しろかったですよ？」


「……っ、ま、まあ！　それはそれとして！　あんたホントにまったくお金ないの？」


　槙奈はなんだかむず痒がゆくなって強引に話題を変えた。


「はあ。口座は残っているかと思いますが、カードも通帳もないので、実質無一文です」


　あっけらかんと言う山田に、槙奈は頭を抱えた。


「……住むトコとか、頼たよれる知り合いとかは？」


「いないことはないですが、できるだけ痕こん跡せきを残したくないので……」


「……じゃああんた、娘の授業参観まで一週間、どうやって過ごすつもりなの？」


「あ」


　槙奈に言われて初めて気づいたといった調子で、山田が目を見開いた。


「……どうしましょう」


「知るかっ！　え、何、ホントに考えてなかったわけ？」


「はあ……すいません」


　山田がすまなそうに頭を下げる。


　と、二人の話を横で聞いていたアステナが、残りのアイスティーをずぞぞっ、とすすってから声を上げてきた。


「もしかして、お住まいを探してるんですか？　それならいいところを知ってますよ？」


「え？」


　予想外の言葉に、槙奈は目を丸くした。


　だってアステナはもともと蒼穹園ではなく、異世界の国レーベンシュアイツの人間なのである。そんな彼女が、こちら側にそんな場所のつてがあるとは思えなかった。


　アステナも、そんな槙奈の思案に気づいたのだろうか、「心外な」といった顔をして腰こしに手を当ててみせる。


「私にだって、それくらい心当たりがありますよ！　お忘れですか？　カルマ様をレーベンシュアイツにお呼びするために、二ヶ月以上こちらの世界で生活していたんですから！」


「あー……そっか。そうだったわね」


　言われてみればその通りである。確か勇者である駆真が魔ま王おう討とう伐ばつに来てくれないとかで、アステナは長い間一人蒼穹園にとどまっていたのだった。


「そういえばどこに住んでたの？　七月からはたまに私の部屋に泊とまってたけど……」


「ええ、よかったら紹しよう介かいしますよ？　ここからそんなに離はなれてもいませんし」


　言って、アステナが問いかけるような眼まな差ざしを山田に向ける。


「本当ですか？　助かります。是ぜ非ひお願いします」


「はい、任せてください！」


　アステナは、自信満々といった調子で胸をドンと叩たたいた。


「さ、では善は急げです。今から向かいましょう！」


　アステナがすっくと席を立つ。次いで山田がそれに続き、槙奈もやれやれと飲み物を飲み干し、立ち上がった。


　そして再度サングラスとマスクを着装し、会計を済ませて店を出る。


「ささ、こっちですこっちです！」


　誰だれかに頼りにされるのが嬉うれしいのか、それとも仮宿を自じ慢まんしたいのか、アステナがいつになく張り切った調子で先を歩いていった。


　そのまま路地に入り、住宅街──ちょうど、鷹崎駆真の家がある方向へと進んでいく。


　──そして。


「さ、ここです！　どうですか？」


　鷹崎家にほど近い路地裏にたどり着いたところで、アステナが手を広げて声を上げた。


「…………んん？」


　槙奈はパチパチと目をしばたたかせ、首を傾かしげた。人目がないことを確かく認にんしてサングラスを外し、もう一度辺りを見回してから、再度首を捻ひねる。


「……え？　どこ？」


「目の前にあるじゃないですか。ここですよ、ここ」


　アステナは人差し指を立てると、ビシッと路地裏を指さした。


「…………」


　槙奈が頰をぴくつかせていると、アステナは得意げな顔になって言葉を続けた。


「いやあ、いろいろ場所を転々としたんですけどね、結局ここに落ち着きました。カルマ様のお家も近いですし、道みち幅はばが狭せまいですから、簡単に屋根がかけられるんです。あ、向こうのゴミ捨て場によく段ボールや廃はい材ざいなんかが捨てられているので、それを使うといいですよ。──それに何よりほら！」


　言って、アステナが路地の向かいを指さす。


　道を越こえたところに、大きな児童公園があった。


「あそこに無料で使える水道があるので、水には困りませんし、ほら、向こうのお店のゴミ箱には、まだ食べられる料理の残りなんかが捨てられてたりするんですよ。──あ、でも気をつけてくださいね。あそこのゴミ箱は公園のエンドウさんの縄なわ張ばりなので、お世話になるときは必ずご挨あい拶さつしてからですよ。大だい丈じよう夫ぶです。きちんと礼を尽つくせばとても親切な方ですからね。私もここに暮らしているときはいろいろとお世話になりました。たまにコンビニってところから出る廃はい棄きのお弁当なんかをくれるんですけどね、もう本当にあれが楽しみで楽しみで……。あ、そうそう、知ってますか？　新聞紙ってあるじゃないですか。あの紙、あんなにペラペラなのに、お布ふ団とん代わりに身体からだにかけるとすっごくあったかいんですよ？　それと──」


「…………」


　槙奈は無言でアステナを抱だきしめると、優やさしく頭を撫なでた。


「ふ、ふぇっ？　い、いきなりどうしたんですかマキナさん！」


「……いいから。今度こっちに泊まる用ができたら言いなさい」


「あ、ありがとうございます……」


　キョトンとした様子でそう言うアステナの肩かたをポンポン、と叩き、身体を離す。


「しっかし……さすがにここではきついでしょ……？」


　と、槙奈が振ふり向いたときには、既すでに山田の姿は元の位置になかった。


　目利ききをするような調子であごに手を当て、路地裏をじっくり観察していたのである。


　そして羽織っていた上着を脱ぬぐと、おもむろに塀へいの突とつ起きに掛かけてみせた。


「なるほど」


　言って、ふうむとうなずく。するとアステナがどこか嬉しそうに拳こぶしを握にぎった。


「そう！　私もそこにローブを掛けたりしてたんですよう！」


「おお、やはり」


　何故か意気投合した様子で、二人が楽しげに会話を始める。槙奈は頰をぴくつかせながら額に手を当てた。──と、


「ん……？」


　肩かた掛がけにしていた鞄かばんの中で携けい帯たい電でん話わが震ふるえるのを感じ、槙奈は顔を上げた。


　画面を確認してみると、そこに『鷹崎駆真』の名が表示されていることがわかる。槙奈は眉をひそめながらも通話ボタンをプッシュした。


「もしもし、鷹崎？」


「はい？」


　と、何故かアステナと喋しやべっていた山田が槙奈に振り向いてくる。


「は……？　なんであんたが答えるのよ」


　槙奈が言うと、山田はハッと肩を震わせて、わざとらしく咳せき払ばらいをし、アステナとの会話に戻もどった。


　気にならないではなかったが、電話口から今度こそ鷹崎駆真の声が聞こえてきて、思考を中断される。


『誰と話をしているんだ、鳶一』


「……別に。──それより何の用よ、一体」


『来週の月曜は暇ひまか』


「月曜……？　何よ急に」


　言いながらも槙奈は携帯を持っていない方の手の指を折り、日付を数えた。来週月曜。確かその日は、ちょうど休きゆう暇かを取っていたはずだ。


「一応仕事は休みだけど……」


『そうか。ならば午後二時、皓成大付属小学校に来い。服装はスーツなどが望ましい』


「は……はぁっ!?　何よいきなり！」


『在紗の授業参観がある。本来ならばおまえ程度の人間の網もう膜まくに映すのは惜おしい光景ではあるが、今回だけは特別に招いてやろう。──もし来なければ、おまえが年とし甲が斐いもなく魔法少女のステッキを振るっていることを、国民全員が知ることになると思え』


「な──ちょ、ちょっと、鷹崎!?」


　ぶつっ、つー、つー、つー。


　槙奈の訴うつたえもむなしく、通話が切られる。


　駆真の意図はわからないが、最後に告げられた文言は、槙奈を戦せん慄りつさせるには十分すぎるものだった。


　ただでさえ草薙家の無差別プロモーションで、顔と名前が知れ渡わたってしまっているのである。その上未いまだに魔法少女ステッキで遊んでいることなどが知られてしまったら、もう槙奈はレーベンシュアイツに移住することすら考えなければならなくなってしまう。


「じゅ、授業参観……!?　なんだってまた私が……？」


　意味がわからず、眉まゆをひそめる。


　ちなみに山田とアステナは、難しい顔をしながら路地に段ボール製の屋根を渡していた。





　　　　◇




　九月二十七日、月曜日。午前七時。


　駆真は淡あわいブルーのスーツに身を包むと、リビングに設置した姿見の前でビシッとポーズを取っていた。頭頂から爪つま先さきに視線を這はわせ、小さくうなずく。


「……よし」


　完かん璧ぺきである。これならば、在紗が恥はずかしい思いをすることはあるまい。


　アステナに治ち癒ゆ盟術を施ほどこしてもらったため、既に包帯や湿しつ布ぷも外れている。未だ身体に鈍にぶい痛みは残っているが、まあ普ふ通つうに動く分には問題ないだろう。


　まだ駆真たちの出発時間までは間があるものの、念のため改めて参観用のスーツに袖そでを通しているのだった。


　と、駆真がもう一度、今度は別の角度から自分の姿を確認していると、廊ろう下かの方から何やら声が聞こえてきた。


　在紗、リサ、そしていつもとは違ちがう格好に身を包んだ冬香が部屋に入ってくる。


「……あはは。な、なんだか、慣れねーな……」


　言って、冬香がどこか照れた様子で後頭部をかく。
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　今の冬香は、いつものようなタンクトップにカーゴパンツというラフな格好ではなく、薄うすいグレーのスーツに身を包んでいた。髪かみもきちんとアップにしてあり、顔にもうっすらと化け粧しようが施してある。


　もともと素す晴ばらしいプロポーションと、気品溢あふれる美び貌ぼうを持つ冬香ゆえ、少しスタイルをフォーマルにするだけで、見違えるように印象が変わるのだった。


「よくお似合いですよ、義ね姉えさん」


「うん……かあさま、きれいだよ」


「ふふ、それはそうだよ。私がお化粧したんだもん」


　駆真と在紗、そしてリサがそう言うと、冬香はさらに頰ほおを赤くして笑った。


　と、駆真はそこで首を傾げた。


「あれ、リサは？」


　駆真と冬香はスーツ、在紗は小学校の制服に着き替がえていたのだが、リサだけが普ふ段だんの服装だったのである。


　駆真のスーツを一着貸していたのだが……もしやサイズが合わなかったのだろうか。


「……はっ」


　そこで。駆真は全身に電気が走るかのような感覚に襲おそわれた。


　今の在紗から五年歳としを重ね、駆真と同じ歳になったというリサの背格好は、ほとんど駆真と変わらない。だというのにその服が着られないということは……


　駆真の視線は自然、リサの胸むな元もとにたわわに実った二つの果実に向いていた。


　緊きん張ちように渇かわいたのどに、ごくりと唾だ液えきを飲み下す。……な、なるほど、これではサイズも合わないかもしれない。これは誤算だった。


　するとそんな駆真の視線をどう受け取ったのか、リサが困ったように苦く笑しようした。


「ん……やっぱり、私は遠えん慮りよしておこうと思って」


　リサの言葉に、駆真、在紗、冬香の三人は一いつ斉せいに意外そうな顔を作った。


「え……？　どうしてですか？」


　在紗が問うと、リサは頰をかきながら答えた。


「自分で自分の授業参観に出るってのもなんか変な感じだし……それと二人を見てたら、元の世界の──私のねえさまに、早く会いたいなあ……って思っちゃって。──ふふ、まあ、できることといったら、お花を供えるくらいなんだけれど」


　言って、リサが優しく微笑ほほえむ。


　駆真は一いつ瞬しゆん息を詰つまらせかけ……すぐに思い直して小さく首しゆ肯こうした。


　そう。リサ──並行世界の鷹崎在紗は、既に駆真を亡なくしてしまっているのだ。


　その運命を覆くつがえそうと足あ搔がいて、藻も搔がいて、戦って──そして、一度は狂くるってしまった。


　そんなリサが、その過か酷こくな運命さえも受け入れ、乗り越えようとしているのだ。


　せっかく打ち解けられたリサが自分の世界に帰ってしまうのは確かに寂さびしいけれど、その気高い決意を邪じや魔まするだなんて、駆真には出来ようがなかった。


「ん……そっか。そうだね。向こうの私も、きっとリサに会いたがってるよ」


「ふふ、ありがとう、ねえさま」


　駆真が言うと、リサはもう一度穏おだやかな微び笑しようを浮うかべた。


　在紗も冬香も、寂しくはあるが異存はないようだった。リサの決意を讃たたえるように、無言で、しかししっかりとうなずいた。


　照れるように、リサが頰をかく。


「並行世界間の移動には少し準備が必要だから、もう少しの間はこっちにいるけど……在紗ちゃんとは、これでお別れね」


「あ……そうですね」


　言われて、在紗は少し残念そうに返した。


　駆真と冬香は、まだ家を出るまで時間があるが、在紗はもうすぐ登校時間なのである。


　リサは小さく息を吐はいてから、在紗に向き直った。


「──いろいろとごめんね。そして、本当にありがとう。あなたのおかげで、私はねえさまを失わずに済んだわ。いくら言葉を重ねても語り尽つくせないほどに──感謝してる」


「そんな……私は何も」


　在紗がそう言って小さく手を振ると、リサは何も言わずに微笑んだ。


「それに。私なんていなくても、今日はたくさんの人たちが見に来てくれるじゃない。そうよね？　ねえさま」


　言って、駆真の方に目配せしてくる。


　思わずそんな仕草にどきりとするが、どうにか顔には出さずに駆真はうなずいた。


「う、うん！　任せて！　いっぱい呼んでおいたよ！」


　そう。六時間目の発表会には、在紗に縁ゆかりのある様々な人物を招いていたのである。


　三谷原雄ゆう一いち、鳶一槙奈、アステナ・エリーウッド、ウタ、ルーン・ロヴァルツ、草薙沈音、オト、それに地ち宮ぐう院いん・天あま由ゆ良ら、霊たま由ゆ良ら。


　この一週間、駆真があらゆる手段を持ってコンタクトを試み、全員から参加の承しよう諾だくを得ていたのである。


　在紗も少し照れくさそうにしながらも喜んでくれたし、ストーカー対策としてもこの上ない布ふ陣じんだろう。


　それに駆真と冬香が加わるのである。もし在紗に危害を加えようとする者が現れたならば、一瞬にして灰かい燼じんと化すことができるような面子メンツだった。あとは今日のために新調したビデオカメラを三谷原かウタあたりに預ければ完璧である。


「ん？」


　と、駆真は不意に眉をぴくりと動かした。


　着替えのためテーブルの上に置いていた携けい帯たい電でん話わが、突とつ然ぜん震ふるえ出したのである。


「着信……？　誰だれだ、一体」


　言いながら携帯電話を手に取ると、画面に『鳶一槙奈』の名が表示されていることがわかった。不ふ審しんに思いながらも、通話ボタンをプッシュする。


「もしもし？」


『あ……っ！　た、鷹崎！』


　妙みように慌あわてた様子の槙奈の声が、電話口から聞こえてくる。駆真は思わず首を傾かしげた。


「一体何の用だ、鳶一。授業参観は今日だぞ。忘れてはいないだろうな」


『……っ、忘れちゃないわよ。で、でも……』


「でも？」


『い……ッ、行けなくなっちゃったのよ……！』


　槙奈の言葉に、駆真は眉まゆ根ねを寄せた。


「……なんだと？　どういうことだ」


『あッ！　さ、最後まで聞きなさいよ!?　私、あんたを元に戻もどすために小説出版したでしょ……？　あ、あれが予想以上に売れちゃったってんで、編集が続編書けって押しかけてきたのよ！　私は絶対嫌いやだって言ったんだけど、ホテルの部屋に閉じこめられて、書くまで出しませーん、って言うのよ……っ！　だ、だから何が言いたいかっていうと……私のせいじゃないんだから、魔法少女の件は秘密に──』


　そこでガサガサっ、という音がして、唐とう突とつに電話が切られた。


「な……」


「誰からの電話だったの、ねえさま」


　在紗が不思議そうに問うてくる。駆真は気まずげに頰をかきながら言葉を濁にごした。


　と、そこで再び携帯電話が震え始めた。即そく座ざに通話ボタンを押し、耳元に押し当てる。


「──っ、もしもし、鳶一か」


『あァ？　いや、違う違う。俺だ』


　だが、聞こえてきたのは槙奈の声ではなく、どこかくたびれた感のある男の声だった。


「三谷原か……？　一体どうした」


『あー……悪ィんだけどよ、今日在紗ちゃんの授業参観行けなくなっちまってな……』


「っ……一体何があった」


『いやァ……ちょっと副業の方で急な仕事が入っちまってな。すまん、あとで絶対埋うめ合わせするから、在紗ちゃんに謝っといてくれ』


「っ、ちょっと待て、三谷原。おい、三谷原！」


　駆真の呼びかけもむなしく、電話は切られてしまった。


「あ？　ミヤの奴やつ来られねーのか？」


　冬香が眉をひそめながら言ってくる。駆真は苦々しく首肯した。


「そのようです……。く、あいつめ、どんな副業をしているのか知らんが──」


　と、またも携帯電話が着信を告げる。画面と確かく認にんしてみると、今度は『沈音ちゃん』と表示されていた。


　嫌な予感を覚えつつも、電話に出てみる。


「……もしもし？　沈音ちゃん？」


『……はい。お久しぶりです、駆真さん。……実は、お誘さそいいただいた授業参観の件なのですが……急に行けなくなってしまいまして』


「な……」


　駆真が呆ぼう然ぜんとしていると、電話口から聞こえてくる声が変化した。どうやら、オトに変わったらしい。


『──ああ、駆真。ごめんなさいね。お嬢じよう様さまも私も楽しみにしていたのだけれど……ちょっと緊きん急きゆう事態が発生しちゃったのよ』


　オトはもう一度ごめんなさいね、と言うと、電話を切った。


　駆真はつー、つー、と無む慈じ悲ひな音を響ひびかせる携帯を握にぎりしめたまま、しばし呆然とした。


　時間にしてわずか数分の間に、四人も欠席が出てしまった。何らかの作さく為いさえ感じるようなタイミングである。


「え、ええと……ねえさま？」


　そんな駆真の様子に、在紗が心配げな顔を向けてくる。駆真はハッとして顔を振ふった。


「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　なんともないからね！」


　だがそこで、在紗とリサ、そして冬香が、一斉に目を見開き、同じ方向──天てん井じようへと顔を向けた。


　駆真は何となくだが気づいてしまった。彼女らは天井や二階の方を見ているのではなく──その先、空の彼方かなたを向いているのだと。


　しばしの間沈ちん黙もくを保っていた冬香が、忌いま々いましげに口を開く。


「呼び笛……しかも緊急の奴か。ち、また何かありやがったってのか……？」


「義ね姉えさん……？」


　駆真が頰に汗あせを垂らしながら問うと、冬香は綺き麗れいにセットした前まえ髪がみをくしゃくしゃとかきながら続けた。


「──悪い、駆真。あたし、ちょっと行かなきゃなんねー。できるだけ授業参観に間に合うようにするつもりだけど……もし駄だ目めだったら、在紗のことを頼たのむ」


「そんな、義姉さんまで……」


　と、そこで、リビングのドアがギィと開いた。


　そして廊ろう下かから、ずんぐりむっくりしたシルエットの大きなぬいぐるみが這はってくる。


　ウサギなんだか犬なんだかよくわからないデザインに、大きなねじくれ曲がった角が生えている。蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団公式キャラクター・そうきゅんのぬいぐるみに、異世界の魔ま王おうが憑ひよう依いした姿だ。


　それが、やたら苦しげに息を荒あらくしながら、床ゆかを這いずっていたのである。


「ま、魔王さん、どうしたんですか……？」


　在紗が駆かけ寄り、身体からだを起こしてやると、魔王はヨロヨロと顔を在紗の方に向けた。


「おお……アリサよ。すまぬ……魔力が足りず、上う手まく動けなくなってしまってな……。まこと口くち惜おしいが、今日の授業参観とやらには行けそうにない……」


「な──魔王、貴様もか……ッ」


　駆真は拳こぶしを握りながら眉まゆを歪ゆがめた。


　と、次の瞬しゆん間かん、駆真の目の前に、豪ごう奢しやなドレスを纏まとった双ふた子ごの女の子が姿を現した。


「天由良……霊由良っ!?」


　駆真が二人の名を呼ぶと、双子の神は「ええ」「ええ」と首肯した。


「今日お邪魔したのは、他ほかでもありませんわ」


「実は、少々厄やつ介かい事ごとが起こってしまいまして」


「在紗さんの授業参観に行けなくなってしまいましたの」


「せっかくお誘いいただいたのに、申し訳ありませんわ」


「なん……だと……？」


　駆真は愕がく然ぜんとして握った拳をわなわなと震わせた。


　だが、それだけでは終わらなかった。


　次いでリビングの窓がコンコンと叩たたかれたかと思うと、ローブを纏った金きん髪ぱつの少女が入ってきて、申し訳なさそうに頭を垂れたのである。


「あ、あの、実はレーベンシュアイツのお城で事件が起こって、私も行かなければならなくなってしまいまして……本当に申し訳ないのですが、アリサさんの授業参観は……」


「おまえもか、アステナ……ッ！」


　駆真がギロリと睨にらみ付けると、アステナはひぃっ、と情けない声を発してその場に尻しり餅もちをついてしまった。


「ね、ねえさま、アステナさんを脅おどかしちゃ駄目だよ……」


「あ、う、うん……」


　在紗に窘たしなめられ、駆真は素す直なおにうなずいた。


　しかし、さすがにこれは予想外の事態である。


　まさか、参加を取り付けていたメンバーのほとんどが当日になって来られなくなるだなんて、考えてもみなかった。


　在紗も駆真と同じなのだろう、どこか寂さびしそうに苦く笑しようしてみせた。


「ん……ちょっと残念だけど、仕方ないよね。みんな用事があるんだし……」


「……っ」


　それを聞いて。


　駆真は元から握っていた拳を、それこそ血が出んばかりに握り込んだ。


　在紗の授業参観に出ない……？


　在紗に、こんな顔をさせる……？


　そんなことが、許されていいはずがない。


　駆真は、思わず在紗の両りよう肩かたをがっしと摑つかんでいた。


「ね、ねえさま……？」


「──大丈夫よ、在紗」


「え……？」


　在紗が、驚おどろいたように目を丸くする。


　駆真は力強くうなずき、続けた。





「私が──なんとかしてみせる。絶対に、全員授業参観に連れて行ってみせる」
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「──問題を整理する」


　少し不安そうな在あり紗さを笑え顔がおで学校に送り出してから、駆かる真まは静かに口を開いた。


　時刻は午前七時四十分。駆真は既すでにスーツから動きやすい服装に着き替がえ、荒あら事ごとに備えて両手足に装着型天てん駆く機関を着装していた。


　今リビングにいるのは、駆真、冬ふゆ香か、リサ、魔ま王おう、そしてアステナの五人だった。つい先ほどまで天あま由ゆ良らと霊たま由ゆ良らもいたのだが、ふと目を離はなした隙すきに煙けむりのように消えてしまっていたのである。


　──授業参観が始まるまで、残りおよそ五時間。


　その時間で、キャンセルを申し出てきた参加者全員の用事とやらを解決する。


　駆真は右手の人差し指を立てた。


「鳶とび一いちは……小説執しつ筆ぴつのためホテルに閉じこめられている」


　次いで、中指を立てる。


「三み谷や原はらは、副業で急な仕事が入った」


　順に、指を立てていく。


「沈しず音ねちゃんとオトは緊急事態、義ね姉えさんは空エ獣アの緊急コールに応こたえなければならない。魔王は魔力不足で動けない。天由良と霊由良は『厄介事』。最後にアステナは……レーベンシュアイツ王城で事件が起こった……だったな」


　駆真が言うと、リビングに集まっていた面々が一いつ斉せいにうなずいた。


「く……本当にほぼ全員だな。問題ないのが私とウタだけとは……」


　駆真は忌々しげに呟つぶやいた。


　だが、やらねばならない。在紗の表情を曇くもらせるなど、たとえ神であっても許されはしないのである。神である駆真が言うのだから間ま違ちがいない。


　さて、まずは何から取りかかるかだが──


「アステナ」


　駆真は、ソファの横の床にちょこんと座ったアステナに視線をやった。


「ふぁ、ふぁいッ！」


「まずはおまえからだ。レーベンシュアイツ王城に連れて行け。何があったのか知らんが、私が解決してやる」


「ほ、本当ですか……っ!?」


　アステナが、胸むな元もとで手を組みながら感激した様子で目を輝かがやかせる。


「た、助かります！　救国の英えい雄ゆうであるカルマ様が来てくだされば、きっと王様も安心されます……！　ああ……惜おしむらくはこの積極性が、魔王討とう伐ばつの際のカルマ様に少しでも備わっていてくださったなら……」


「黙だまれ。いいから、早くレーベンシュアイツに連れて行け」


「は──はいっ！」


　駆真が言うと、アステナが指先に精せい霊れいを集め、いそいそと空間に方ほう陣じんを描えがいていった。


　その間に、冬香とリサ、ついで魔王のいる方向に顔を向ける。


「義姉さんは、呼び笛の詳しよう細さいを確かめに行ってください。他ほかの案件を片付けたらすぐ合流してお手伝いします」


「おう、とりあえず何があったのか確かめねーと何ともいえねーからな」


　冬香が首しゆ肯こうする。次いで、駆真はリサに目を向けた。


「──リサは、自分の世界に帰る準備を進めていて。きっとその前に一度戻もどってくるから、まださよならは言わないよ？」


「うん、わかった。頑がん張ばって。何か私に手伝えることがあったら言ってね？」


　リサが微笑ほほえんでくる。駆真は胸をキュンキュンさせながら「うん！」とうなずくと、最後に床に寝ねそべった魔王に、ゴミを見るような視線を送った。


「貴様はそこで潰つぶれていろ。最悪耳を摑んで授業参観に連れて行けばいいだけだからな」


「ゆ、勇者、貴様……」


　魔王が弱々しく睨み返してくるが、駆真はまったく気にせずアステナに向き直った。


「さあ、いいぞ。連れて行け」


「は、はい……っ」


　アステナはうなずくと、鈍にび色いろの甲かつ冑ちゆうに包まれた駆真の手を取った。


「ま、待て。レーベンシュアイツに行くのなら私も──」


　魔王が何やら言っていたが、もう遅おそい。


「────」


　瞬間、鷹たか崎さき家のリビングが映っていた視界が暗転し、生ぬるい水に潜もぐったかのような感覚が体表を舐なめていく。


　幾いく度ども経験した、蒼そう穹きゆう園えんとレーベンシュアイツを行き来する際の感覚。


　次の瞬間には、駆真とアステナは、豪ごう奢しやな赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた部屋に移動していた。


　見覚えのある内装。レーベンシュアイツ王城の謁えつ見けん室である。


「……ん？」


　と──駆真はそこで微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。


　謁見の間の中が、異様な雰ふん囲い気きに満ちていたのである。


　玉座には、渋じゆう面めんを作った王が腰こし掛かけているのだが、その周囲に、幾いく人にんもの鎧よろい姿の衛兵が王を守るように控ひかえている。


　その玉座の下。ホール状になったスペースに、百人近い人間が集められていた。格好を見るに、それらはコックや給仕であるようだった。


　そして、そんなコックや給仕たちを取り囲むように、これまた仰ぎよう々ぎようしい鎧を着た衛兵が何人も立っている。しかし、王の周りを固めている衛兵たちとは異なり、給仕たちの動きを見張っているかのような緊きん張ちよう感かんがあった。


「王様！　宮きゆう廷てい盟めい術じゆつ師しアステナ・エリーウッド、ただいま戻りました！」


　アステナが叫さけぶと、謁見の間にいた人間たちが、一斉に二人に視線を送ってきた。


「おお、戻ったか、アステナ！　それに──なんと！　そちらにおわすお方は！」


　部屋の最奥に設しつらえられた玉座から、王おう冠かんに髭ひげに赤マントという、この上なく王様っぽい王様が声を上げてくる。


　アステナは「ええ！」と得意げにうなずくと、大おお仰ぎような仕草でもって駆真にバッと手を向けてきた。


「救国の英雄、タカサキ・カルマ様が、レーベンシュアイツの大事を解決するために、異世界よりおいでくださいましたっ！」


　周囲から、『おお……ッ!?』というざわめきが漏もれる。


　しかし駆真は周囲から注がれる崇すう敬けいにすら似た眼まな差ざしを鬱うつ陶とうしげに振ふり払はらうと、王に目をやった。


「──私には時間がない。手短に説明しろ。一体何があった」


「うむ……実は昨晩、レーベンシュアイツの諸しよ侯こうを招いた晩ばん餐さん会があったのだが……そこで、この私の命を狙ねらった暗殺未み遂すい事件が起きたのだ」


「暗殺未遂……？」


　駆真は眉をぴくりと動かすと、視線を横にやってアステナを睨にらみ付けた。


「事件というから何かと思ってみれば……アステナ、貴様、その程度のことで在紗の授業参観を欠席するなどと言っていたのか？」


「ひ……ひぃぃぃっ!?」


　アステナは怯おびえるように身を縮こまらせた。


「で、でもぉ……王様が殺されかけたって、相当な大事件じゃないですかぁ……」


「ふん、些さ末まつなことだ」


「え、ええと……じゃあ、カルマ様はどんな事件だと思ってたんですか？」


「そうだな。空から幾つも隕いん石せきが落下、その表面に付着していたバクテリアに感染した国民が巨きよ大だい化か＆凶きよう暴ぼう化かして国土を蹂じゆう躙りんしたのち、荒こう野やと化したレーベンシュアイツで、巨大な新人類たちが寄り集まり、互たがいの細さい胞ぼうを結合させて超ちよう巨大生物が誕生、地面に潜もぐって星の核かくを食い尽つくし、大地をもその身体からだに吸収し、星が一個の生物となって、近きん隣りんの銀河を浸しん食しよくしていき、やがて宇宙からは星が失われた──というくらいの事件であれば、おまえが授業参観に出られないというのも、〇・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一パーセントくらいは理解できないこともなかった」


「だ……大事件どころか世界滅ほろびてるじゃないですか……ッ!?　て、ていうかそれを想定してたってことは、そんな事件を解決するつもりだったんですか……!?」


「在紗のためならな」


　駆真はあっさりとそう言うと、王に向かって足を一歩踏ふみ出した。


「まあいい。解決が容易な分には構わん。──話を続けろ」


「う、うむ……私の料理に毒が入れられていたのだ。……グランシュプール・エスカリオーズ・ギガンテッサⅢ世が私の料理を誤って食べてしまったため、私は事なきを得たのだが、グランエスカテッサⅢ世はその場で苦しみ、のたうち回って、全身が緑と黒のストライプ模様になって死んでしまったのだ……」


「グラン……？」


　駆真が眉をひそめると、隣となりからアステナが小声を発してきた。


「王様のペットのアルゴスアイランドチョチョリンボモドキの名前です」


「…………」


　そもそもその生物がなんなのかわからなかったが、今の話には関係ないと判断し、深く追つい及きゆうせずに先を促うながす。


　王は、苦々しげに拳こぶしを握にぎりながらあとを続けた。


「だが先ほども言った通り、その日は晩餐会でな。いつもより大量のコックと給仕を城に入れていたため、容疑者の数が多すぎるのだ。この中の誰だれかが犯人だということは確かなのだが……おのれ、私の可愛かわいいグランⅢの命を奪うばったのは誰だというのだ……！」


「なるほどな」


　王の憤ふん慨がいや感傷などはどうでもいい。駆真は部屋の中央に集められたコックと給仕たちの中に歩いていった。そして左右に視線を放ち──


「貴様」


　ビッ！　と、右手にいた給仕の少女に指を突つきつける。


　指を差された少女は、何が何だかわからない様子でキョロキョロと辺りを見回した。


「え……っ？」


「貴様が犯人だ。私の目は誤ご魔ま化かせんぞ」


　駆真がきっぱりと断言すると、少女は一いつ瞬しゆんポカンとし──すぐに顔面を真っ青に染めた。


「わ……っ、わわ私じゃ──」


「うるさい。黙れ。貴様が犯人だ」


　再び駆真が言うと、玉座の上から王が困ったような声を発してきた。


「ゆ、勇者殿どの……？　なにゆえその者が犯人だと言うのだ？」


　駆真はフンと鼻を鳴らした。


「この国は人じん智ちの及およばぬ力を持つ魔王によって危機に瀕ひんしていた。──そうだな？」


「うぬ……？　う、うむ、そうだが……」


「その魔王を倒たおした勇者鷹崎駆真の言うことが信じられないのか？　私が、この女を犯人だと言った。それ以外に理由は必要か？」


「ぬ……ぬう」


「よし。犯人判明。解決だな。地ち下か牢ろうに監かん禁きんして凄せい惨さんな拷ごう問もんを施ほどこし、白状したならば細切れにして家か畜ちくの餌えさにでもするといい。──では、アステナは借りていくぞ」


「ちょ、待ってくださいカルマ様っ！　いくらなんでも無理矢理過ぎますってば！」


　駆真がアステナの手を取り歩き去ろうとすると、アステナが首を振って抗あらがってきた。


　ちッ、と、隠かくす気もなく盛せい大だいに舌打ちを響ひびかせ、心の底から面めん倒どうそうにため息を吐つく。


　これで説き伏ふせられたならば楽で良かったのだが、さすがにそうはいかないらしい。


「アステナ。蒼穹園へ戻れ」


「……！　だ、だから駄だ目めですってカルマ様！　ここで帰ってしまったら──」


「黙れ。だから、解決するために一いつ旦たん蒼穹園に戻るんだ」


「へ……？」


「蒼穹園にはウタがいる。皇おう華か栄えい禅ぜんの魔ま人じん、ウタがな。あいつの嗅きゆう覚かくセンサーなら、毒の残のこり香がを纏まとった容疑者を探さぐり当てるくらい造作もないだろう」


　駆真が言うと、アステナはようやく得心がいった様子でこくこくとうなずいた。


「お、王様！　どうやらカルマ様に秘策があるようです！　すぐに戻ってきますので、少しの間お待ちください……！」


「おお、そうか！　待っておるぞ、アステナ、勇者殿！」


　そんな王の声を聞きながら、駆真はアステナに蒼穹園へと戻るための盟術を発動させた。


　視界が暗転し、体表を妙みような感かん触しよくが通り抜ぬけ──次の瞬間には、二人は元いた鷹崎家のリビングに舞まい戻もどっていた。


「あれ……ねえさま？　随ずい分ぶん早かったね」


　と、そこにいたリサが、眼帯に覆おおわれていない方の目を見開き、驚きよう嘆たんしたような調子で言ってくる。


「ああ……うん、まだ解決はしてないんだけどね」


　駆真はあはは、と笑って答えてから、くっと顔を上の方に向けた。


　そして。


「──ウタ！」


　声を張り上げ、皇華栄禅の魔人の名を呼ぶ。


　その一言だけで、忠実な駆真の魔人は、どこにいようと主あるじの元に馳はせ参じる。


　……はず、だった。


「ん……？」


　駆真は首を傾かしげた。一分近く待ってもウタが現れない。それどころか、足音や返事すらも聞こえてこなかった。


　珍めずらしいこともあるものである。駆真は軽く咳せき払ばらいをしてから大きく息を吸い、もう一度、先ほどよりさらに大きくのどを震ふるわせた。


「ウタァァァァァァァァァァァァ──っ!!」


　──再び、しばしの沈ちん黙もくが流れる。やはり、ウタは現れなかった。


　おかしい。いつもであれば、ウタは駆真が名を呼べばすぐにやってくるはずだ。実際一週間前、授業参観に来るよう伝えたときは、すぐさま駆真のもとに走ってきた。


「あ、あれ……？　来ませんね、ウタさん」


　さすがにアステナも不ふ審しんに思ったのだろう、頰ほおに汗あせを垂らして駆真の方を見てくる。


「く……何があったというんだ」


　と、駆真が苦々しく声を発した瞬間、中庭の方から何やら物音がした。


「ん……？」


　音のした方向に目をやる。と、そこに黒い服を纏った小こ柄がらな少女が、仰あお向むけに倒れているのが確かく認にんできた。オレンジとシルバーの派手な髪かみに、縫ぬいつけられた双そう眸ぼう。普ふ通つうの人間でないことは明白である。


「ウタ！」


　駆真は少女の名を呼ぶと、窓を開け放って中庭に出て行った。


　そして、大の字に倒れたウタの傍かたわらに膝ひざを折り、軽く頰を叩たたきながら呼びかける。


「おい、ウタ。一体何があった。答えろ」


　だが、ウタはぐったりしたまま何も答えなかった。不審に思い口元や胸むな元もとに耳を近づけてみると、何やらいやにメカニカルな、ピーガガ、という音が聞こえてきた。


「ね、ねえさま？　ウタさん一体どうしたの？」


　まったく動かないウタを心配に思ったのか、家の中からリサが問うてくる。駆真はわからない、と首を振ってから、とりあえずウタを家の中に運び込んだ。


　その間も、ウタはまったく反応を見せない。その様はまるで死体か──もしくは、壊こわれた機械のようだった。


　駆真は思わず渋じゆう面めんを作っていた。駆真を除けば唯ゆい一いつ何も問題なく在紗の授業参観に来るであろうと思っていたウタが、まさかこんなことになっていようとは。


　さらに問題なのは、今ウタに一体何が起こっているのかすらわからないことだった。ウタ特有のスリープモードなどであればまだいいが、もし故障してしまっていたりした場合、駆真にはどうすることもできない。何しろ相手は千年前のロストテクノロジーで作られた機き巧こう人形なのである。そんなもの──


「──あ」


　と、駆真はそこでぴくりと眉を動かした。


「ねえさま？」


「ど、どうかしましたか、カルマ様」


　心配そうにウタを見ていたリサとアステナが、駆真の声に反応を示してくる。駆真は小さくうなずきながら、携けい帯たい電でん話わを取り出した。


　着信履り歴れきの一覧を画面に表示させながら、唇くちびるを動かす。


「ウタが動かなくなった原因……それがわかるとしたら、閣下か沈音ちゃんしかいない」


「あ……そっか」


　そう。ウタと同じ皇華栄禅の魔人・オトと、その主あるじである草くさ薙なぎ沈音。


　彼女ら以上に魔人に詳くわしい者は、少なくとも駆真には思い当たらなかった。


　着信履歴から番号を選せん択たくし、電話をかける。ほどなくして、オトの声が聞こえてきた。


『ハイ、駆真？　悪いのだけれど、何を言われても今日は在紗ちゃんの授業参観には──』


「いえ。ひとまずそれとは別件です」


　駆真はオトの言葉を遮さえぎるように言った。


『？　じゃあ何？　私もお嬢じよう様さまも忙いそがしいから、できるだけ手短にね』


「ウタが動かなくなりました。原因に心当たりはありませんか」


　言われた通り至し極ごく簡潔に伝えると、電話口の向こうでオトが小さく息を詰つまらせた。


『ウタが……動かなく？……簡単にでいいから、状じよう況きようを説明してもらえるかしら？』


「は」


　駆真は短く答えると、今し方あった出来事を搔かい摘つまんで話した。


　するとしばしの沈黙のあと、オトが言葉を続けてくる。


『……なるほど。多分だけど──バッテリーが原因ね』


「バッテリー？」


　言いながら、駆真は眉まゆをぴくりと動かした。


　そういえばよく、ウタが背から伸のばしたケーブルをコンセントのように電源に差し、充じゆう電でんをしていた気がする。……まあ、本人は充電ではなく電気マッサージ的なものと言い張っていたのだが。


「ならば充電をし直せば、ウタはまた動き出すということですか？」


　それならば駆真にもなんとかなりそうである。もしかしたら充電に時間がかかるかもしれないが、充電している間に槙まき奈なや三谷原などの別件を片付け、ウタが動き出してからレーベンシュアイツに向かえば問題ないだろう。


　だが駆真の言葉に、オトは否定を示した。


『いいえ。話を聞くに──そんな簡単な問題ではないわ』


「……どういうことですか？」


『恐おそらく電気切れではなく、バッテリーそのものの老ろう朽きゆう化かが原因よ。部品交こう換かんをしない限り、ウタが再起動することはないでしょう』


「部品交換……？」


　駆真は眉をひそめた。ウタの予備パーツなど、駆真の手元には一つもない。


「──閣下。申し訳ありませんが、もしその予備のバッテリーをお持ちでしたら、譲ゆずっていただくことはできませんか？」


　駆真が言うと、オトはまたも難しげにうなった。


『悪いけれど、それは不可能よ。そもそも、姉し妹まいの中で一番初めに造られたウタと、三女の私とでは、体内構造が全然違ちがうのよ』


「っ、そうなのですか」


『ええ。人に近い外見や言語機能はもとより、私は有機物を燃料にすることが可能なのよ。ほら、みんなで学校に通ったときも、普通にご飯を食べていたでしょう？』


　確かに、見るからに異形の姿であるウタに比べ、オトは遥はるかに人間に近い容姿をしている。それこそ、『草薙音ね音おん』として蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団の長を勤め上げられるくらいに。


「では……一体どうすれば」


『そうね……駆真、あなた、ウタと一体どこで出会ったのだったかしら？』


　言われて、駆真はふっと視線を上にやった。ウタと会ったのは確か五月。そう、ちょうど前回の授業参観のときだった。場所は──


「そうだ、確か往おう臨りん山地の皇おう華か遺い跡せきです」


『ああ、なるほど。ウタったら、そんなところに封ふう印いんされていたのね。──でも、それなら話は早いわ。もしウタの予備バッテリーがあるとするなら、そこしかないでしょうね。確か、十センチくらいの円えん筒とう形をしているはずよ』


「……っ、なるほど。わかりました。情報感謝します」


『ええ。勝手なお願いだとは思うけれど──ウタを助けてあげてくれると嬉うれしいわ。私の大事なお姉ちゃんだから』


　オトが、恥はずかしそうに笑いながら言う。駆真は短く返事をすると通話を切った。


「ねえさま、どうだった？」


　駆真がオトと電話している様子を見守っていたリサが問うてくる。駆真は携帯電話をポケットにねじ込んでから、甲かつ冑ちゆうに包まれた手を額に当てた。


「うん、バッテリーを交換すれば、また動き出すらしいんだけど……そのバッテリーがあるのが、ウタが封印されてた往臨山地の皇華遺跡らしいんだよね……」


「往臨山地……!?」


　リサが目を見開く。


　だがそれも仕方あるまい。蒼穹園南国境沿いの往臨山地といえば、天てん駆く機関が発達する前までは地の果てとさえ言われていた場所である。天駆機関を着けた駆真だとしても、往復してくるだけで授業参観の時間になってしまうかもしれなかった。


「えっと……ウタさんが封印されてたってことは、そこからねえさまがウタさんを連れてきたってことなんだよね？」


「え？　うん、まあ、そうだけど」


「そもそもねえさま、なんでそんなところに行ったことがあるの……？」


「いや、私の意思じゃなくて、異世界に飛ばされたあと戻されたのが──」


　そこまで言って、駆真はハッと気がついた。


　そう、駆真は何も自分で皇華遺跡まで行ったわけではないのだ。


「リサ！　魔ま王おうはどこ!?」


「え？　魔王さん……？　魔王さんならいつものカゴで休んでるけど……」


　駆真はリサの言葉を聞くなり駆かけ出すと、寝ね床どこから魔王の耳を引っ摑つかんでリビングに戻ってきた。


「な……っ、何をする、勇者よ……！」


　ウタほどではないにしろぐったりとした魔王が、弱々しい抗こう議ぎの声を上げてくる。


　だが駆真は構わず、そのふかふかそうきゅんボディを摑み上げると、ガクガク揺ゆすりながら声を発した。


「魔王。私が初めてレーベンシュアイツに行った際のことを覚えているか」


「ふ、ふん……忘れるものか。あの忌いま々いましい──」


「余計なことはいい。覚えているんだな？　ならばあのとき、私を蒼穹園に戻もどした魔法を使って、もう一度私を同じ場所に送れるか？」


　駆真は視線を鋭するどくしながら言った。


　しかし魔王は、身体からだを動かすのも億おつ劫くうという感で首を横に振ふった。


「む、無茶を言うな……今私がどのような状態か忘れたわけではあるまい。それに、あのときの転送は、別に位置を指定していたわけではない。場所なぞ──」


　そこまで聞いて、駆真はフン！　と魔王の身体を投げ捨てた。


「役立たずが」


「ぐぉ……っ!?」


　床ゆかに突つっ伏ぷした魔王が、恨うらみがましい目で駆真を睨にらんでくる。


「お、おのれ……覚えていろよ……」


「ふん」


「ね、ねえさま、魔王さんをいじめちゃ駄だ目めだよ」


　リサが苦く笑しようしながら言って、魔王の姿勢を直してやる。


　その聖母のごとき慈じ愛あい溢あふれる行動に、思わず涙なみだを流しそうになった駆真だったが、どうにか堪こらえて思案を巡めぐらせた。


「どうしたものか……どうにかしてすぐ皇華遺跡まで行かなくては──」


　と、そこで、ずっと黙だまっていたアステナがそろそろと手を挙げた。


「あ、あのー、カルマ様？」


「……なんだ。手短に話せ」


「は、はい……その、カルマ様は、そのなんとか遺跡に行ったことがあるんですよね？」


「そうだが、それがどうかしたか」


「えっと……そ、それならもしかしたら、なんとかなるかもしれません」


「なんだと？」


　駆真が視線をやると、アステナは一いつ瞬しゆんビクッとしてから言葉を続けた。


「わ、私は基本的に、自分で行ったことのある場所になら、盟術で移動することが可能なんです。でも、少し応用方法がありましてですね、自分以外の方が訪おとずれたことのある場所でも、〈侵入インベイシヨン〉で一時的に記き憶おくを共有することによって──」


「御ご託たくはいい。可能ならやれ。今すぐに」


　言って、アステナに向かって手を広げる。


　アステナは困ったように笑ってから首しゆ肯こうし、駆真の方に一歩足を踏ふみ出してきた。


「え、ええとですね、それでは、移動したい場所をできるだけ正確に思い描えがいてください」


「ん……」


　駆真は目を瞑つぶると、言われたとおりに頭の中で、かつて一度だけ訪れたことのある遺跡を思い起こした。


「いいですか？　ではいきますよ。──〈侵入インベイシヨン〉」


　アステナの声がしたかと思うと同時、側頭部に冷たい指が触ふれ──次いで、頭の中がくすぐられるような感覚が生まれた。


「アステナ？　おまえ、一体何を」


　言いかけたところで一瞬意識が途と切ぎれ──


「……ッ!?」


　ハッと目を開いたときには、周りの景色が、見慣れた鷹崎家のリビングから、薄うす暗ぐらい空間に変へん貌ぼうしていた。


　石造りの広い部屋に、幾いく体たいもの人形が並べられている。


　間違いない。ここは駆真が四ヶ月前に迷い込んだ遺跡の内部だった。


「ど、どうでしょうか。ここで合ってますか？」


　駆真と向かい合う格好で立っていたアステナが、恐る恐るといった様子で声を上げてくる。当然といえば当然だが、彼女も一いつ緒しよに移動してきたらしい。


「──ああ、間違いない。お手て柄がらだぞ、アステナ」


「え、えへへ……いやあ、それほどでも」


　照れくさそうにアステナが笑う。駆真はそんなアステナを微み塵じんも構わず、携けい帯たい電でん話わを取り出してライトを点灯させた。そのまま、バッテリーと思おぼしきものを探していく。


「あ……！　お、お手伝いします。ウタさんを復活させて、王様の暗殺未み遂すい犯はんを捕つかまえるためですものね！」


「ウタを復活させ、犯人を捕まえ、おまえとウタを在紗の授業参観に連れて行くためだ。勘かん違ちがいするな」


「は、はい……すいません」


　駆真が言うと、アステナは気後れするように段々と声を小さくしながら謝ってきた。


　だがバッテリーの探たん索さくをすること自体に異存はないらしい。何やら手元で方ほう陣じんを組むと、バッと片手を頭上に掲かかげてみせる。


「──〈採光ライト〉」


　瞬間、薄暗かった遺跡の内部に光が溢あふれ、部屋の隅すみ々ずみまでが見み渡わたせるようになった。


「これは──」


「どうです？　比ひ較かく的てき簡単な術なんですけどね、なかなか使い勝手が──」


「無む駄だ口ぐちを叩たたくな。さっさと探せ」


「は、はい……」


　駆真が言うと、アステナは大人しく口をつぐんで探索に戻った。


　最初の部屋には、それらしきものはなかった。廊ろう下かを通って次の部屋──ウタが安置されていた空間にまで足を運ぶ。


「う……っ、さ、寒いですねえ……」


　その部屋に入った瞬間、アステナが肩かたを抱だくようにしながら身を震ふるわせた。


　だがそれも仕方ないだろう。何しろその部屋の壁かべには大きな穴があいており、雪ふぶく天てん嶮けんからの風が、そのまま部屋に入り込んできていたのだから。


　そう。四ヶ月前、ここから脱だつ出しゆつするために駆真がウタに破は壊かいさせた跡あとである。


　駆真は温度など微塵も気にせず部屋に踏み込んでいくと、バッテリーの探索を始めた。


「あ……わ、私も……っ！」


　入り口で縮こまっていたアステナも探索を開始し──数分後。


　駆真はウタの安置されていた透とう明めいの棺かん桶おけのような装置の脇わきに、箱に詰つめられた幾つもの円筒形の部品を発見した。


「十センチくらいの円筒形……これのことか？」


　呟つぶやきながら、複雑そうな端たん子しのついた部品を、矯ためつ眇すがめつ眺ながめてみる。と、その側面にディフォルメされたウタのイラストと、電池のマークが描かれていることに気がついた。……また、随ずい分ぶんとわかりやすいデザインである。


「まあいい。これでウタは再起動するのだろう。──アステナ。家に戻れるか」


「あ……は、はい！　それならおやすいご用です！」


　アステナは大おお仰ぎようにうなずくと、「失礼します」と駆真の肩に手を掛かけ、もう片方の手で方陣を描き始めた。


「──〈転移テレポート〉」


　そして、アステナがその言葉を口にした瞬間、再び駆真の視界が暗転し、周囲の景色が変貌していった。


「あ──ねえさま。どうだった？」


　リビングにいたリサが、ぐったりと寝ねそべったウタの頭を撫なでながら声を上げてくる。ちなみに魔王の姿は見えなかった。きっと、リサがもとの場所に運んでいったのだろう。


「ん、多分これで大だい丈じよう夫ぶだと思う」


「本当？　じゃあ早さつ速そくウタさんに」


　駆真は小さくうなずくと、箱からバッテリーを一本取りだし、ウタの傍かたわらに膝ひざを折った。


　だが、すぐに手を止める。


　どうやってバッテリー交こう換かんをするのかがわからなかったのである。


「ねえさま？」


「ん、ええと……」


　と、駆真が再びオトに助言を仰あおぐため、携帯電話を取り出そうとしたとき、突とつ然ぜん、今の今まで脱だつ力りよくしていたウタの身体がビクンと跳はねた。


「……っ、な──」


　駆真が驚おどろいていると、ウタは操あやつり人形のような関節を無視した動きで上体を起こすと、首をガコン、と前に倒たおした。


　するとそれに引っ張られるようにして、延えん髄ずいにあたる部分に亀き裂れつが入り、口を開ける。そしてそこから勢いよく円えん筒とう形のバッテリーが排はい出しゆつされ、カランカラン、という音を立てて床に転がった。


　次いでその奥から数本のケーブルが伸のびたかと思うと、駆真が手にしていた予備バッテリーをひったくり、延髄に引きずり込む。


　それら全すべての動作が終わると、ようやく首が元の位置に戻り、開いていた延髄が閉じられた。


　ウタが、小刻みに身体を震わせながら、ぴー、がが、ぴー、という、一昔前のパソコンみたいな音を響ひびかせる。


　そののち、ようやく落ち着いたウタは、ギギギ……と顔を上げた。


「ウタさん！」


　リサが、嬉うれしそうに声を弾はずませる。──だが。


「──ああ？　るッせぇんだよ、白ブタが」


　ウタの口から発された、ウタらしからぬ言葉に、ぴき、と表情を凍こおり付かせた。


「う、ウタさん……？」


　困こん惑わく気味にリサが問いかける。と、ウタは心底面めん倒どうそうに表情を歪ゆがめながら、いつもよりも遥はるかに流りゆう暢ちような発音で言葉を続けた。


「ああ？　うるせぇっつってんだろがよ。聞こえませんでしたかー。私の言ってることが聞・こ・え・ま・せ・ん・で・し・た・かぁー？　人の耳元で甘ったるい声出しやがってよ気持ち悪い。私駄目だわー。あんたみたいの嫌きらいだわー。だいいち──」


　そこで、ウタは言葉を止めた。


　理由は単純。駆真がその後頭部を、天駆機関の踵かかとで力いっぱい蹴けったからだ。


「リサに向かって何てことを……！　身の程ほどを知れッ！」


　ぴー、と音を立てて、首からバッテリーが排出される。再び、ウタは動かなくなった。


「ね、ねえさま、ウタさんが……」


「ふん、リサに暴言を吐はいた報むくいだ」


　吐き捨てるように言ってから、駆真はウタの首から排出されたバッテリーを拾い上げた。


「しかし……妙みようだな。いつものウタとは違う喋しやべり方だった。これがいけないのか……？」


　駆真は眉まゆをひそめると、箱から別のバッテリーを取り出し、ウタの首に近づけてみた。


　すると、再び先ほどと同じように、延髄にバッテリーが取り込まれていく。


「ウタさん……？」


　リサが、ウタの顔を覗のぞき込むようにする。


　するとウタはまたもゆっくりと顔を上げ……


「……うへ、へへ、おねーちゃん、可愛かわいいネエ。おいちゃんコーフンしちゃうよー」
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　なんて、頰ほおを染めて好色そうな笑えみを浮うかべながら、リサの方に寄っていった。


「やー、もう、たまりませんなぁ……。おいちゃん我が慢まんできないよ。ね、いいかな、ちょっとだけ、ちょーっとだけおっぱい触さわらしてもらってもいいかな？」


「え、ええ……っ？」


　予想外の言葉にリサが顔を赤くし、胸むな元もとを押さえて後ずさる。


　そんなリサの様子に、ウタはさらに笑みを濃こくすると、両手をわきわきさせながらにじり寄っていった。


「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、痛くしないからねえ。おいちゃんに任せておけば──」


　そこで再び、駆真の踵落としがウタの脳天に命中した。


　ガコン、とバッテリーが排出される。


「このポンコツが……ッ！　なんて羨うら──けしからんことを！　だ、大丈夫だった、リサ!?」


「う、うん……でも、このバッテリーも駄だ目めだったね……」


「ぐ……そ、そうだね」


　駆真は渋じゆう面めんを作ると、携帯電話を取り出し、先ほどと同じ番号に電話をかけた。


『──もしもし、駆真？』


　ほどなくして、再びオトの声が聞こえてくる。


「たびたび申し訳ありません。実はウタのバッテリーを入手してきたのですが──」


『ええ？　ちょっと早すぎない？　電話をしたのついさっきじゃない。私の最高速でもまだ遺い跡せきに着いてないような時間よ？』


　さすがに驚いたようにオトが言ってくる。


「まあ、いろいろと手を尽つくしまして」


『ふうん……まあいいわ。それで？　ウタは動いたの？』


「動いたことは動いたのですが……」


　駆真が簡単に事情を説明すると、オトが訝いぶかしげにうなった。


『ううん……もしかしたら、バッテリーが劣れつ化かしてるのかもしれないわね』


「劣化……ですか」


『ええ。たぶん、だけど。……でも、おかしいわね。きちんと保存さえされていれば、お父様が造った部品が千年程度で使えなくなるとは思えないのだけれど……』


　千年は『程度』がつくようなお手軽な期間には思えなかったのだが……それよりも、駆真には気になる点があった。


　──きちんと保存さえされていれば。オトは今、そう言った。


『そのバッテリーは、ウタと一緒に遺跡の中に安置されていたわけでしょう？　なら問題ないと思うんだけど……何故かしら』


「…………」


　駆真はぽりぽりと頰をかいた。そういえばバッテリーがあった部屋は、駆真がウタに大穴をあけさせた場所であり、数ヶ月間雨ざらしになっていた。機械部品の保存場所としては最悪の環かん境きようだろう。


「……わかりました。いろいろありがとうございます」


『え？　大丈夫なの？』


「はい。なんとかしてみます」


　駆真はそう言うと、通話を切った。


　とはいえ、なんとかできる当てがあるわけでもない。駆真はくっと拳こぶしを握にぎると、その決意を口にした。


「──よし、後回しだ」


「え、ええ……っ!?」


　アステナが露ろ骨こつに驚いた声を発し、眼球が飛び出さんばかりに目を見開く。


「で、では王様の暗殺未み遂すい犯はんは──」


「そうだな。レーベンシュアイツに戻もどり、王に容疑者全員を処しよ刑けいするよう伝えろ。それで綺き麗れいさっぱり解決だ」


「で、できませんよそんなこと！」


　アステナが顔を青ざめさせながら叫さけんでくる。駆真は鬱うつ陶とうしげにチッ、と舌打ちをした。


「なら、それも後回しだ。ウタがいない以上どうにもなるまい」


「そ、そんなぁ……」


「黙だまれ。誰だれも放ほうっておくとは言っていない。この上なく面倒、かつ微み塵じんも興味をそそられない事案ではあるが、在紗のためだからな。おまえのようなゲンゴロウの足と同程度の価値しかない人間であろうと、欠けては在紗が悲しむ。仕方ないから助けてやろう」


「……な、なんだかものすごいひどいことを言われた気がします……」


「気のせいだ」


　駆真はそう言うと、手に持ったままになっていた携けい帯たい電でん話わを再度操作し始めた。


　そして着信履り歴れきから鳶一槙奈の名前を選せん択たくすると、電話をかける。


　やたらと長いコール音のあと、電話が繫つながった。


『……もしもし、鷹崎？』


　何故か小声で、槙奈が言ってくる。まるですぐ近くに誰かが控ひかえていて、大声が出せないかのような調子だった。


　だが駆真はそんなことには構わず、口を開いた。


「鳶一。一つ確かく認にんしておく。おまえは、編集者に強制的に閉じこめられているだけであって、自分の意思で小説の続きを書きたいわけではないんだな？」


『……ったり前でしょ！　誰が好きこのんで──』


　と、そこで槙奈の声が一いつ旦たん途と切ぎれた。


　少し離はなれた位置から、『い、いや、なんでもないわよ。独り言独り言。ちょっと話考えてたらテンション上がっちゃって……』という声が聞こえてくる。


『……ふう、危なかった……。ったく、大声出させんじゃないわよ』


「おまえが勝手に出しただけだろう。──まあいい。つまり鳶一、おまえはそのホテルから抜ぬけ出せさえすれば、在紗の授業参観にくることに異存はないのだな？」


『……ふん、まあそうね。あんたのことは反へ吐どが出るほど嫌いだけど、在紗は別に嫌いじゃないし。あの話の続きを書かされるくらいなら、授業参観に行った方が兆倍マシよ』


「そうか。──なら今すぐ、おまえが閉じこめられているホテルの名前を教えろ」


『え？』


　槙奈が、間の抜けた声を発してくる。


「おまえのいるホテルの名前だ。部屋番号もだぞ」


『た、助けてくれるっての……？』


「不本意ながらそうなるな」


『…………』


　槙奈はしばし沈ちん黙もくした。


　何な故ぜだろうか、顔も見えないというのに、部屋番号を確認しているだとかではなく、意外に過ぎる言葉にポカンとしている様子がなんとなく浮かんできた。


「鳶一」


『……っ！　あ、ああ』


　駆真が名を呼ぶと、槙奈はハッとした様子で返事をしてきた。


『え、ええと、鮮あざ宮みやのミッドガーデンってホテルよ。三二〇六号室。……でも、扉とびらの前でウチの編集が張ってるから、そう簡単にはいかないわよ。私も抵てい抗こうしたんだけど、なんか昔いろいろやってたらしくて、ちっこいくせに結構力が──』


「廊ろう下かの広さは」


『は……？』


「おまえの部屋の扉の前の空間だ。どれくらいの広さがある」


『あー……結構広かったわよ。部屋自体もかなり豪ごう華かだし』


「そうか。なら問題ない」


　言って、駆真は手足に装着した甲かつ冑ちゆう型天てん駆く機関をがちゃりと鳴らした。


　その音で駆真の意図を察したのだろうか、槙奈が声を発してくる。


『あ、あんたまさか……』


「別に殺しはしない。少し眠ねむっていてもらうだけだ」


　そう。如い何かにその編集者とやらの腕うでっ節ぷしが強かろうと、天駆機関を装着した駆真に徒手格かく闘とうで勝まさる人間など、この蒼そう穹きゆう園えんには存在しない。


『……れ、礼は言わないわよ』


「別にいらん。もし言うのなら在紗に言え」


　駆真が言うと、槙奈は『ふ……ふん！』と何やら鼻息荒あらく電話を切った。


　駆真は携帯電話をポケットにねじ込むと、リサに顔を向ける。


「ちょっと鳶一を助けてくるよ。ウタをよろしくね」


「あ……うん、気をつけてね」


　駆真は深く首しゆ肯こうすると、中庭に出て、そのまま天駆機関を〈翔ソア〉駆く動どう、大空へと舞まった。








　駆真は人目もはばからず空を舞い、中ちゆう央おう都と鮮宮のホテル・ミッドガーデンまで飛ぶと、軽かろやかに着地をして中に入っていった。


　鈍にび色いろの甲冑を纏まとい、超ちよう低空飛行で廊下を進む少女の闖ちん入にゆうに、宿しゆく泊はく客やボーイたちが怪け訝げんそうな視線を送ってくるが、欠片かけらほども気にせずエレベーターに乗り込み、槙奈から聞き出していた階まで上って行く。


　槙奈の言っていたとおり、廊下の幅はばは相当に広かった。また、豪ごう奢しやなシャンデリアが設置されているためだろうか、天てん井じようもかなり高く、天駆機関を用いての立ち回りも十分可能そうである。


「よし、これならば」


　小さく呟つぶやきながら、廊下を飛んでいく。


　そして指定された部屋の扉の前に辿たどり着き──駆真は天駆機関の踵かかとを床ゆかに着けた。


　槙奈がいる部屋の扉を塞ふさぐように椅い子すが置かれ、その上に、一人の少女が腰こし掛かけている。


　着き崩くずしたグレーのスーツに、寝ね癖ぐせだらけの髪かみ。何故かその両目を、大きなサングラスで覆おおい隠かくしていた。これが槙奈の言っていた編集者だろうか。


「……んん？　どちらさまです？　ここあなたの部屋違ちがいますよ？」


　少女が、駆真の姿を見るなり不ふ審しんそうに首を傾かしげ、妙みような発音で言ってくる。


「その部屋の中にいる女に用がある。そこを退どいてもらうぞ」


　駆真が言うと、少女はしばしポカンとしたあと、得心がいったようにポンと手を打った。


「ああ、もしかして鳶一先生のファンの方だたりします？　やー、もう、どこで嗅かぎつけたです？　あ、私、先生の担当編集の八や坂さか言こと枝えいうですけどね、ちょと今先生はダクパラの二巻を書くために缶かん詰づめ中ですのね。サインならまた今度に──」


　少女──言枝の言葉が終わるより早く、駆真は天駆機関を〈翔ソア〉駆動させると、瞬まばたきの間で距きよ離りを詰つめ、言枝の鳩尾みぞおちに鋭するどい拳けん打だを放った。


　無論本気で打ってはいないが、しばらく気を失うのは確実だろう。──しかし、


「おやまあ、荒あらぽいですねえ」


「──な」


　彼女の鳩尾に放ったはずの拳に何も手て応ごたえがないことに気づいたあと、突とつ然ぜん上から響ひびいてきた声に、駆真は息を詰まらせた。


　言枝が、いつの間にか頭上にある煌きらびやかなシャンデリアに摑つかまり、ぶらぶらと身体からだを揺ゆらしていたのである。


「最近のファンは気短くて駄だ目めね。先生も頑がん張ばてらしゃるだから、おとなしく待たないと、め、ですよ？」


　言枝が小さな子供を諭さとすような調子で言って、床に降りてくる。


「────」


　駆真は無言で脚あしを振ふり上げた。


　落下してくる言枝の身体を、横から薙なぐように。


　だが、言枝は駆真の脚が触ふれる瞬しゆん間かん、空中で身を捻ひねると、まるでリンボーダンスでもするかのような姿勢で、駆真の蹴けりをかわした。


「……っ、なんだと」


　駆真は軽く床を蹴り、軽やかにその場に着地した言枝から距離を取るように、後方へと跳ちよう躍やくした。


　今の動きは明らかに異常である。空中、しかも落下中に、あんな風に姿勢を変化させることができるはずがない。


　──恐おそらく、服や靴くつの中に、小型の天駆機関を仕込んでいる。しかも、相当な練度だ。


　なるほど、天駆機関や空装を持っていなかったとはいえ、あの槙奈が為なす術すべもなく捕つかまってしまったのもうなずけた。正直、出版社の社員などさせておくのが惜おしいくらいだ。


　駆真は拳を堅かたく握り、片脚を引いて、腰こしを低く落とした。


　もはや手加減なぞをする気は微塵もない。相手の実力は自分と同等か──それ以上やもしれないのである。手心を加えていては槙奈を解放することなどできはしないだろう。否いな、それどころか彼女が反はん撃げきに転じてきた場合、駆真が返り討うちにあってしまう可能性だってあった。


　言枝も、駆真の雰ふん囲い気きの変化に気づいたのか、微かすかに眉まゆをひそめて、揃そろえていた脚を肩かた幅はばにまで開く。


「……随ずい分ぶんとお行ぎよう儀ぎ悪いファンですね。先生はお忙いそがしい言てるでしょ」


「知ったことか。鳶一を解放してもらうぞ」


　言うが早いか、駆真は床を蹴り、〈翔ソア〉、コンマの速さで言枝に肉にく薄はくした。


　常人であれば目で追うことすらできない、蒼穹園の魔ま女じよの俊しゆん足そくの一歩。


　しかし言枝はサングラスに覆われた双そう眸ぼうでそれを正確に捉とらえると、加速と同時に前方に突つき出されていた駆真の拳こぶしを紙一ひと重えで避よけた。


　だが、初撃が避けられることくらいは予想の内である。駆真は言枝の身体のすぐ脇わきを抜けようとしていた拳を捻ると天駆機関を〈翔ソア〉、無理矢理軌き道どうを変え、腕で言枝の脇腹を薙いだ。


「おほ……!?」


　さすがにこれは予想外だったらしい。言枝の短い声が響くと同時、腕に初めて攻こう撃げきが当たる感かん触しよくが伝わってくる。


　だが──浅い。攻撃の途と中ちゆうで、言枝が攻撃の方向に床を蹴ったようだった。さしたるダメージは通っていないだろう。


　しかし、それこそが駆真の狙ねらいだった。


　攻撃の勢いを殺すために、言枝は著しく姿勢を崩くずしていた。駆真は腕を薙ぎきる前に手足の天駆機関を一いつ斉せいに〈翔ソア〉、一瞬のうちに身体を回転させ、言枝の側頭部に回し蹴りを放った。


「ぐえ」


　なんて間の抜けた苦く悶もんを発して、言枝の小さな身体が吹ふき飛ぶ。


　そして壁かべに激げき突とつすると、そのまま床にうつぶせに倒たおれ込んだ。


　曲芸じみたクリティカルヒット。脚に響いた確かな衝しよう撃げきの感触を思い起こしながら、駆真は小さく息を吐はいた。


「さすがにこれならば、しばらく目は醒さめまい」


　呟いて、部屋の扉の方に歩いていく。無理な駆動をしたせいだろうか、手足の筋肉が鈍にぶく痛んだ。


　だが、扉をノックしようとした瞬間。


「……いたたたた……またく、思い切り蹴てくれましたねこの……」


　言枝が側頭部を押さえて首をコキコキと鳴らしながら、ゆらり……と立ち上がった。


「な──」


　駆真は扉に向けていた爪つま先さきの方向を変えると、油断なく半身を引いた。


　今のは間違いなく会心の一撃であったはずだ。避けられも、勢いを殺されもしなかった。下手をすれば頭ず蓋がいが砕くだけていてもおかしくない豪ごう速そくの鎚つちである。


「……貴様、何者だ」


「だからあ、白はく雲うん書しよ房ぼうの八坂言枝ですてば。鳶一槙奈先生の担当でえ──」


　──瞬間、言枝の姿が搔かき消え、五メートルは離はなれていた駆真の背後に気配が現れた。


「……っ！」


「──コケにされるのがだーい嫌きらいな女の子ですよお」


　後方から声がした刹せつ那な、駆真は咄とつ嗟さに身を捻った。


　次の瞬間、鋭い拳打が右みぎ腕うでの天駆機関に叩たたき込まれる。外がい殻かく装そう甲こうの砕ける音。緩かん衝しよう材ざいと空エ獣アの死し骸がいを通して、駆真の腕に激痛が走った。


「ぐ──」


　即そく座ざに天駆機関を〈翔ソア〉、その場から逃のがれる。


　言枝は追ってこなかった。今し方放った拳を開いたり握にぎったりしながら、駆真の方に視線を送ってくる。


「お、素す晴ばらしい反応ね。今ので終わらせるつもりだたですが」


「…………」


　駆真は痛む右手を押さえながら眉根を寄せた。


　言枝の言葉は冗じよう談だんでも何でもない。


　ほんの一瞬駆真の反応が遅おくれていたなら、言枝の攻撃は駆真の脇腹に叩き込まれていただろう。外殻装甲も緩衝材もない身体にあの拳が突き刺ささっていたならば、今いま頃ごろ駆真は肋あばらを砕かれのたうっていたに違いない。


　言枝が、ぐるぐると肩かたを回す。


「さあ、どするね？　おとなしく帰るなら、私はそれでいいよ。でもまだ先生の邪じや魔まするつもりなら容よう赦しやしないよ」


「……ふん」


　駆真は鼻を鳴らすと、右腕から手を離して構えを取った。


　が──その瞬間、駆真の携けい帯たいが震ふるえだす。


「……っ！　待て、タイムだ」


「へ？」


　駆真が言うと、言枝が素すっ頓とん狂きような声を発した。


　駆真は構わず携帯を取り出し、通話ボタンを押す。


「──はい、もしもし」


『……もしもし？　ねえさま？』


　電話の向こうから聞こえてきたのはリサの声だった。


「リサ？　どうしたの？」


『うん……実は──』


　リサは逡しゆん巡じゆんするように数秒間黙だまってから、言葉を続けてきた。


『こっちの世界の時の神に私の存在が見つかりそうなの。……ごめん、もしかしたら……これでお別れになっちゃうかもしれない』


「え──？」
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「リ、サァァァァァァァァァァァァァァっ!!」


　ミサイルのような滑かつ空くう速度で鷹たか崎さき家の中庭に突き刺さった駆かる真まは、そのままガラッと窓を開けて、天てん駆く機関の靴くつ底ぞこを拭ぬぐうこともせずにリビングに入っていった。


　リビングの中には、未いまだ動く様子のないウタと、あたふたと慌あわて回るアステナ、そしてどこか苦しげに床ゆかにへたり込んだリサがいた。微み塵じんも迷うことなく、泡あわを食ってリサのもとに駆かけ寄る。


「り、リサ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


「うん……来てくれたんだね。ありがとう、ねえさま」


　リサが、弱々しい笑えみを向けてくる。駆真はブンブンと首を縦に振ふった。


　在あり紗さのお願いは、全すべての事象に優先する。それは、並行世界の在紗であろうと未来の在紗であろうと同じことである。在紗が在紗である限り、鷹崎駆真がその窮きゆう地ちに駆けつけないことなどあり得ない。


「そ、それで……今ひとつ話が見えないんだけど、一体何があったの？　時の神って……」


「うん……」


　駆真が問うと、リサは小さくうなずいてから言葉を続けてきた。


「私がもとの世界で神の称しよう号ごうを手に入れているっていうのはもう話したよね……？」


「うん、時じ生しよう院いん──時の神だったよね？」


　言ってから、駆真はハッと目を見開いた。


　リサもそれに気づいたのだろう。深く首しゆ肯こうしてくる。


「そう……ねえさまを助けるために時を越こえる神器を欲ほつした私は、時の神の称号を手に入れる他ほかなかったの。──私の世界では、少し前に時生院が死んでしまって空位になっていたからよかったんだけど……」


　軽く額を押さえながら、リサが続ける。


「本来、同じ称号を持つ神は、世界に二人存在しない。──してはならない。天あま由ゆ良らさんや霊たま由ゆ良らさんみたいな例外を除けば、だけど。……でも今この世界には、もう一つの例外が存在してしまっている」


「リサと……こちらの世界の時の神──」


　駆真が言うと、リサは重々しく息を吐きながらうなずいた。


「時生院に見つからないようにするために、時を越える神器──『時読みの眼め』は、こちらの世界に来るときにしか使っていなかったんだけど……どうやら、甘かったみたい。まだ正確な位置までは摑つかみ切れていないみたいだけど、たぶん時生院は、自分以外の時の神の存在に勘かんづいているわ」


「そ、それって……どうなるの？」


　深刻そうなリサの口調に緊きん張ちようを覚えながら、問う。リサは数秒、逡巡のようなものを見せてから答えてきた。


「もし自分と同じ称号を持っている神がいるとわかれば──黙ってはいないと思う。きっと、私の存在を消し潰つぶしに来る」


「────」


　その言葉を聞いて。駆真は自然と拳こぶしを握っていた。言こと枝えに殴なぐられた右腕が痛むが、気にせずにグッと力を入れる。


「っ、安心して、リサ。時の神だか何だか知らないけれど、私が何とかしてみせる……ッ！」


　駆真が言うと、リサは悲しそうに笑った。


「い、いくらねえさまでも……無理だよ」


「そんなこと……ないっ！」


　駆真はバッと顔を上にやると、のどが潰れんばかりに大声を張り上げた。


「天由良！　霊由良！　聞こえるか!?　いるのなら出てこい！」


　そして、地を司つかさどる双ふた子ごの神の名を呼ぶ。


　時の神とやらがどの程度の力を持っているのかは知らないが──そもそも、それがどこにいるのかすらわからないのでは話にならない。


　駆真の持つ人脈の中で、時の神の居場所を把は握あくしているであろう人物（？）なぞ、彼女ら以外に存在しなかったのである。


「あらあらあら」


「あらあらあら」


　と、[image: ]のん気きな声音が響ひびいたかと思うと、空間に波は紋もんが広がり、豪ごう奢しやなドレスを纏まとった二人の女の子が姿を現した。


「駆真さんからわたくしたちをお呼びになるなんて珍めずらしいですわね」


「一体どういたしまして？　先ほども申し上げましたけれど」


「わたくしたちも今日は忙いそがしいんですの」


「在紗さんの授業参観には──」


「おまえたち、時の神とやらを知っているか」


　地ち宮ぐう院いん姉し妹まいの声を遮さえぎるように、言う。


　二人は不思議そうに顔を見合わせてから、再び駆真の方を向いてきた。


「ええ。時生院・神かん無なさんですわよね」


「もちろん存じ上げておりますわよ。それがどうかいたしまして？」


　微塵も狂くるいのない左さ右ゆう対たい称しようの挙動で、天由良と霊由良が首を傾かしげてくる。駆真は腕うで組ぐみしながら訊たずねた。


「そいつは今どこにいる」


「今、ですの？　そうですわね……」


「多分ご自分の迷めい宮きゆうの最奥におられるのでは？」


「そうか。よし、今からそいつの元へ連れて行け」


　駆真が言うと、二人は再びキョトンとして目を見合わせた。


　そして、なんでまた？　と訊ききたげに視線を放ってくる。駆真は面めん倒どうな心地ここちを抑おさえながらも、要点を押さえて簡単に説明した。


　すると姉妹はコミカルな仕草でポンと手を打ち、リサの方に目を向けた。


「そういえば、リサさんが並行世界で手に入れた称号は時生院でしたわね」


「そちらの世界には神無さんがいらっしゃらなかったのか、神無さんから称号を奪うばい取ったのかは知りませんけれども──」


「こちらの神無さんからしてみれば、同じ属性の神が世界に二人存在している状態になりますものね」


「確かに、快くは思わないかもしれませんわね」


　言って、得心がいったようにこくこくとうなずく。


「そういうわけだ。──私をその時生院とやらのもとへ連れて行け」


「ね、ねえさま！」


　駆真が言うと、泡を食ったようにリサが駆真の左ひだり腕うでを摑んできた。


「駄だ目めよ、ねえさま。危険だわ……！」


　そんなリサの様子に不ふ穏おんなものを覚えたのか、地宮院姉妹がまたも訊ねてくる。


「別にご案内するのは構いませんけれど」


「一体何をするおつもりですの？」


「知れたこと。リサに危害を加えようという気が起きないくらいに叩たたきのめす」


　きっぱりと言うと、天由良と霊由良は、またも「あらあらあら」と目を丸くした。


「老ろう婆ば心しんかもしれませんけれど、やめておいた方がよいかと存じますわよ？」


「時生院は強大な力を持つ神。如い何かに駆真さんとはいえ、神になってまだ数ヶ月しか経たっていない身では敵かないようがありませんわ」


「……っ」


　駆真を眉まゆをひそめ、奥歯をぎりと嚙かみしめた。


「でも、まあ」


「手がないわけではありませんわ」


「っ、なんだ、その手というのは」


　駆真は姉妹に突とつ撃げきするような勢いで足を前に踏ふみだし、問うた。天由良と霊由良はそんな駆真の様子を見てか、楽しげに笑いながら言葉を継つぐ。


「そもそも駆真さんの狙ねらいは、時生院を倒たおすことではなく」


「リサさんの存在に勘付かせなくすることなのでしょう？」


「しかも、ずっとこの世界に居着こうというわけでもなく」


「リサさんが元の世界に帰るための準備を滞とどこおりなく終わらせるまで……なのですわよね？」


「ああ」


　それならば、と地宮院姉妹はくるりと舞まい、大おお仰ぎような仕草とともに唇くちびるを動かしてきた。


「簡単なことですわ」


「しばらくの間、他の何かに目を向けさせればよいのです」


「他の……何か？」


「時生院はもともと気分屋で、別段神としての責務に熱心というわけではありませんわ」


「それに、多た趣しゆ味みで人間界の娯ご楽らくにも造ぞう詣けいが深い様子」


「新しい神の挨あい拶さつということで駆真さんを時生院のもとに連れていって差し上げますので」


「その際、何か彼女の気を引くものを持って行ってみてはいかがでしょう？」


　二人の言葉に、駆真はあごに手を当ててふうむとうなった。


「人間界の娯楽……というと、たとえばどんなものだ？」


「そうですわね、昔は詩歌や彫ちよう刻こくなんかを嗜たしなんでおられましたけれど」


「この前用事をお頼たのみしたとき、久々に彼女の部屋に行ってみましたら……アニメのポスターやフィギュアなんかを飾かざっておられましたわね」


「アニメの……？」


　眉をひそめる。確かに蒼そう穹きゆう園えんのアニメーションは世界的にも高い評価を受けているが……神様までもがそれに夢中になっているというのは、何だか奇き妙みような感じがした。


「ああ、そうでしたわね。何か欲ほしいものがあると仰おつしやっていませんでした？」


「そうそう……確か、『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』の初回限定版ブルーレイディスクが欲しい、と仰っていましたわね」


「…………」


　駆真は無言で額に手を当てた。


『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』とは、日曜朝に放送されている女児向けアニメなのだが……そのモデルは、何を隠かくそう地宮院姉妹の力で一時的に若返った駆真だったのである。


　どうやったのか知らないが、いつの間にかアニメが放映され、様々なグッズ展開がされていた。恐おそらく神の力が関かかわっているのだろうが……未いまだに駆真は納なつ得とくしていない。


「……まあ、いい。それを時の神に与あたえれば、しばらく時間が稼かせげるんだな？」


「ええ。何回か見直したあと、録画してあるテレビ放送版と見比べて、修正点をチェックすると仰っていましたし」


「当分の間はそれにかかりきりになるかと」


「……そうか」


　そんなことをして何が面おも白しろいのかは全くわからなかったが……まあ、楽しみは人それぞれであるし、それで時間が稼げるのなら、駆真に文句はない。


「ではそれでいい。すぐに買ってこよう」


　言って、駆真がリビングの窓から外に出ようとすると、背後に双子が声をかけてきた。


「ああ、多分ですけれど、ブルーレイ一巻は発売から少し経ってしまっていますし」


「初回限定版を今から店頭で手に入れるのは難しいと思いますわよ？」


「……な。そういうものなのか？」


「ええ。嬉うれしいことにかなりの人気でしたし」


「今はインターネット上でプレミア価格がついていますわね」


「…………く」


　駆真は渋じゆう面めんを作った。リサのためならばプレミア価格程度いくらでも払はらう覚かく悟ごはあるのだが、ネット上での取引ということは、早くとも手元に届くのは明日になるだろう。それでは意味がない。


　かといって、あるかどうかもわからない商品を求め、店を転々とする時間もなかった。朝から色々と動き回ってはいるが、駆真は未だ一つの問題も解決できていないのである。


　リサが、寂さびしそうに苦く笑しようしてくる。


「ねえさま……やっぱり、いいよ。その気持ちだけで嬉しいわ」


「そ、そんな……」


　リサの顔には、もう諦てい観かんの念が浮うかんでいた。それがはっきりと見取れてしまって、眉を八の字に歪ゆがめる。


　だが、駆真がそんな情けない声を出したところで──


「あ、あのー……いいですか？」


　駆真たちの横で、ひとりわたわたと狼狽うろたえていたアステナが、不意に声を発した。


「……なんだ。私とリサの会話に割り込むだけの価値がある発言だろうな」


「え、えっと、その……たぶん」


　言う割には自信なさげに、アステナが上うわ目め遣づかいで続けてくる。


「その……今必要なのって、『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』のぶるーれいでぃすく？　ですよね」


「そうだが、それがどうかしたか」


「ええと……実は、その……私、それに心当たりがあるんですけれど……」


「っ、何だと？」


　駆真はバッとアステナの方に振ふり返ると、その襟えり首くびを摑つかんでガクガクと揺ゆすった。


「言え。どこだ。キャンディカルマのブルーレイはどこにある」


　発音するだけで知能指数が下がりそうなネーミングを発しながら、詰きつ問もんするように問う。


「はっ、はい……！　え、ええとですね──」


　アステナは頭をグラグラ揺すられながら、その場所を口に出した。








　そして、その一分後。


「──ここか？」


「は、はい。間ま違ちがいありません」


　駆真がその部屋を見み渡わたしながら口を開くと、アステナが首しゆ肯こうしながら答えてきた。


　駆真は今、アステナの転移盟術によって、蒼穹園騎き士し団本部敷しき地ち内の騎士官舎の一室を訪おとずれていた。


　アステナが以前、『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』ブルーレイディスク一巻初回限定版を目もく撃げきしたという部屋──鳶とび一いち槙まき奈なの私室に。


　基本的に尉い官かん以下の騎士は、有事に備えて騎士団敷地内に住まうことが義務づけられている。下士官以下の騎士は複数人で部屋を共有し、規律に従って生活を送っているのだが、少しよう尉い以上の将校となると、個室と、ある程度の自由が与えられるのである。


「あらあら」


「ここが鳶一槙奈さんのお部屋でして？」


　と、天由良と霊由良が、部屋を見回しながら楽しげに言う。ディスクを発見したなら、少しでも早く時の神とやらの元に行けるよう、一いつ緒しよに連れてきたのである。


　本当ならリサも駆真の目の届く範はん囲いに置いておきたかったのだが……時生院が目を光らせているやもしれないこの状じよう況きようで、目立つ行動を取るのは得策でないということで、鷹崎家に置いてきたのである。


「こうしている間にも、時生院がリサを探しているやもしれん。急ぐぞ。アステナ、おまえがディスクを見たというのはどの辺りだ」


「え、ええと……前にお邪じや魔ましたときはテーブルの上に置いてあったんですけど……私がそれを見つけた瞬しゆん間かんに槙奈さんが慌あわてた様子でそれを服の中に隠して……」


　アステナの言葉に、駆真はちっ、と舌打ちをした。


「どこにあるのかはわからないというわけか。仕方ない。探すぞ。手伝え」


「あ……は、はいっ」


　言って駆真が収納スペースと思おぼしき扉とびらを開け、中を漁あさり始めると、アステナもそれに続くように手近な棚たなを開け始めた。


「ん……？」


　と、しばらくごそごそと押入れの中を漁っていると、箱のようなものに手が触ふれた。


「この中か？」


　呟つぶやいて、押入れから箱を引っぱり出し、開けてみる。


　しかし中に目的のディスクは入っていなかった。その代わり、幾いく本ほんも釘くぎが打ち込まれた藁わら人にん形ぎようが収められている。


　何故か顔に当たる部分に駆真の顔写真が、そして中に長い黒くろ髪かみが数本確かく認にんできた。


「…………」


　駆真は無言で箱を閉じると、その箱を隅すみにやって探たん索さくを続けた。


　しばらくすると、先ほどよりも一回り小さい箱が出てくる。


「これか……？」


　開けてみる。だがそれにもブルーレイディスクは入っておらず、代わりにノートのようなものが何冊もぎっしり詰つめられていた。


「……なんだ、これは」


　手に取り、適当に開いてみる。すると中には、可愛かわいらしい文字で文章が綴つづられていた。


『こらっ！　ダメだぞ槙奈。自分にもっと自信を持って！


　夢と希望を忘れなければ、何だってできる！　少しの失敗でへこたれちゃダメ！


　女の子はみんな、幸せになるようにできているんだもの！


　ファイト、わたし！　頑がん張ばれ、わたし！


　やまない雨も、明けない夜もないんだから！


　挫くじけそうになったら、深呼吸をして空を見上げて。


　蒼穹園の空が、あなたを見守ってくれてるわ！


　ファイト、わたし！　頑張れ、わたし！』


「…………」


　駆真は至し極ごく平静な心地ここちでそれを斜ななめ読みすると、ぱたむと閉じて丁重にもとあった場所へと収納し直した。


「……と、これは何だ？」


　次いで、駆真は先ほどよりも小さな収納ボックスを発見した。


　ちょうど、ブルーレイディスクのパッケージが入るくらいの大きさである。もしやと思い、その箱を開けてみる。


　しかし中には目的のものは入っておらず、代わりに幾枚もの写真が収められていた。


　写っているのは槙奈である。


　しかし何な故ぜだろうか、やたらと派手な……そう、まるでアニメのキャラクターが着ているようなコスチュームを身に纏まとい、駆真には絶対に見せないような笑え顔がおで、可愛らしいポーズを取っていた。


　と。


「あ、ありました、カルマ様！」


　背後から、アステナの弾はずんだ声が聞こえてくる。振り向くと、彼女が片手にカラフルなパッケージを持っているのが確認できた。駆真によく似た女の子が、ピンクの可愛いコスチュームを身に纏い、ステッキを振りかざしている。……間違いない。どこからどう見ても『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』だった。


「よし、よくやったぞアステナ」


　駆真は今し方目にした写真を丁てい寧ねいに箱に戻もどすと、その場に立ち上がった。


　そしてアステナからプラスチック製のパッケージを受け取り、開けてみる。中身が違っていては元も子もない。


　と……確認程度のつもりだったのだが、駆真は「ん？」と首を傾かしげた。


　てっきりディスクにもロゴやイラストが入っているものと思っていたのだが、パッケージの中に収められていたのは、銀色の簡素なディスクだった。表面に油性ペンで『鳶一槙奈』と名前が記されている。


「？　これで合っているのか？」


　駆真は念のため、テレビを点つけてディスクを再生機に挿そう入にゆうしてみた。すぐに画面が暗転し、ディスクの中に収められていると思しき映像が再生される。


　それは、ホームビデオのような映像だった。シンプルな壁かべ紙がみの部屋の中心に、今より一回り若い槙奈が立っている。


「なんだ、この映像は……」


　どう見ても、『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』でないことは明白だった。駆真が映像を停止させようと再生機のボタンに手を伸のばした。


　と、その瞬間、映像の中の槙奈が緊きん張ちようした様子で声を発する。


『とっ、鳶一槙奈、十五歳です。えと、曲は、吾あ妻づまみゆの「セブンティーン・ＬＯＶＥ」です』


　槙奈はそう言うと、後方に置かれていたＣＤプレイヤーのボタンを押した。


　そして前奏が始まると同時に、可愛らしい振り付けで踊おどり出し、歌を歌い始めた。


　決して下手ではない。さりとて上う手まくもない微び妙みような歌唱力を、一いつ生しよう懸けん命めいに披ひ露ろうする。


　そこでようやく駆真は気付いた。これはあれだ。アイドルオーディションの一次審しん査さなんかに送る類たぐいの映像である。


「え、こ、これ、マキナさん……ですか？」


「あらあらあら」
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「随ずい分ぶん可愛らしいですこと」


　アステナや地宮院姉妹が目を丸くして映像に見入る。


「…………」


　駆真はなんだかいたたまれなくなって、停止ボタンを押した。


　と、そこでプレイヤーの隣となりに、透とう明めいのケースが立て掛かけられているのを発見する。中身は、カラフルなロゴで『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ・１』と印刷されたディスクだった。


　駆真はそのディスクを手にしていたパッケージに収めると、再生機の中に入れていた自画撮どり映像ディスクを透明のケースに入れ、丁重に棚の中にしまい込んだ。


　それから、その場にふよふよと浮ふ遊ゆうしていた地宮院姉妹に顔を向ける。


「これでいいのだろう。天由良、霊由良。時の神とやらのところに案内してくれ」


「ええ、構いませんわ」


「わたくしたちもあまり時間がありませんし、急ぎましょう」


　言って、天由良が左手を、霊由良が右手をすっと上げ、互たがいに手の平を合わせる。


　すると虚こ空くうがぐにゃりと歪ゆがみ、槙奈の部屋の壁かべに、大きな扉が現れた。


　それがゆっくりと開いていく。先は真っ暗な空間になっており、様子が窺うかがえなかった。


「ささ、空間を繫つなぎましたわ」


「この扉をくぐれば、時生院の迷宮の最奥部に行くことができますわよ」


「よし」


　駆真は小さく首肯すると、ディスクのパッケージを握にぎる手に力を入れ、扉に向かって足を踏ふみ出した。


「あ、あのー、カルマ様？　私はどうすればいいでしょうか……」


　と、そこでアステナが声を発してくる。


「すぐに帰る。先に私の家に戻り、リサにもう心配ないと伝えておいてくれ」


「は、はい！　わかりましたっ」


　アステナの返事を聞き、再び扉に向き直る。


　だが、その折に先ほど駆真が漁った収納スペースが目に入り……


「アステナ」


「はい？　な、なんでしょう」


「家に戻る前に、ここを片づけていってくれ。誰だれかが入ったと気付かれないくらいにな」


「？　は、はい、やっておきます」


　駆真は「頼たのんだぞ」と言い残すと、地宮院姉妹とともに扉をくぐっていった。


「……く」


　数ヶ月前、初めて神の迷めい宮きゆうに迷い込んだときのような奇き妙みような感覚が、体表を撫なでる。


　アステナや魔ま王おうの術で世界間を移動するときとはまた少し違う。──まあどちらも、そう気持ちのいいものではないのだが。


　と、暗くなっていた視界にふっと光が射さし込んだかと思うと、駆真と地宮院姉妹は真っ白い空間に出ていた。


　相当に広い空間である。石なのか金属なのかわからない素材でできた滑なめらかな床ゆかに、先が窺えない程ほどに高い天てん井じよう。光源がどこにあるのかもわからないのだが、何故か十分な明かりのある不思議な部屋だった。


「駆真さん」


「あちらですわ」


　地宮院姉妹が、部屋の一角を指さす。


　それに従って視線を移動させると、何とも奇妙なスペースが確認できた。


　何しろそこには、敷しきっぱなしになった布ふ団とんに、山積みになった漫まん画が本ぼん、幾つものゲーム機と脱ぬぎ散らかされた服や下着が散乱していたのである。


　少なくとも神の住まう空間とは思えない。どう見ても無精な大学生のアパートだ。


　と、そんな散らかったスペースの中に、一人の少女の姿が見受けられた。


　長い髪かみを鬱うつ陶とうしげにまとめ上げ、前髪が落ちてこないようにかヘアバンドを装備した、十代後半くらいの女の子である。リサと同じように右目を革製の眼帯で覆おおっているのだが、何故かその上から眼鏡なんぞをかけていた。


　どこかの高校のものと思しきジャージ（しかも、膝ひざに穴があいている）に、繕つくろいあとの見えるどてらという格好で、布団の横に置かれたちゃぶ台に向かい、ノートパソコンのようなものをカタカタといじっている。ついでにその手元には、五百ミリ缶かんの缶ビールと、爪つま楊よう枝じの刺さされた焼き鳥缶、そして徳用のチーズ鱈たらが見受けられた。……神というには、あまりに庶しよ民みん的な様相である。


「……あれが？」


　問うと、隣に浮遊していた地宮院姉妹がこくりとうなずいた。


「あれが時を統すべる神」


「時生院・神無さんですわ」


　天由良と霊由良はそう言うと、駆真に先んじて少女──神無に近づいていった。


「神無さん」


「神無さん」


　二人が名を呼んで、初めて来訪者の存在に気付いたらしい。神無はパソコンをいじっていた手を止めると、眼鏡の位置を直しながらこちらに視線を向けてきた。


「お、あーちゃんにたーちゃん。どったの？　また何かあっ……」


　と、フレンドリーな調子で天由良と霊由良に話しかけていた神無は、駆真に目を向けたところで、その弛ゆるみきった顔を引きつらせた。


「……あーちゃん、たーちゃん、そちらは？」


「ああ、こちらは飴し狂きよう院いん・駆真さん。ついこの前神の称しよう号ごうを得た新人の神ですわ」


「今日は神無さんにご挨あい拶さつがしたいということで、連れてきたのですけれど……」


「…………」


　駆真は一応、形式上軽く頭を下げた。喧けん嘩かを売りに来たのではなく、あくまで新しい神として、おみやげを携たずさえ挨拶に来たという体なのだ。


　しかし神無は頰ほおをぴくぴくと動かすと、いきなりバッと立ち上がって、布団の中に潜もぐっていった。そして何やらもぞもぞと布団が蠢うごめく。


　数秒のあと、バサッと布団が弾はじかれたかと思うと、中から見み違ちがえるような格好になった神無が姿を現した。


　数瞬前までヘアバンドで留められていた髪は解かれ、眼帯の上からかけられていた眼鏡の姿もない。何より今の今まで着込んでいたジャージとどてらが、金色の糸で縁ふち取どりがされた白銀の法衣になっているのである。


　背後から燐りん光こうが差すかのような神こう々ごうしい偉い容よう。なるほど、神と呼ぶに相応ふさわしい姿だった。今の光景を見ていなければ、先ほどの彼女と同じ存在とは思わなかったろう。


「──初めまして、飴狂院。私は時を統べる者。時生院・神無です」


　そして穏おだやかな口調でそう言い、くっと法衣の裾すそを持ち上げてみせる。


　頰にひとすじ汗あせが垂れている気がしないでもなかったが、無む駄だにことを荒あら立だてるのも得策ではない。駆真は黙だまって、もう一度礼をした。


「飴狂院・駆真です。お目にかかれて光栄です、時生院」


「え、ええ。しかし驚おどろいたわ。いきなり来られるものだから」


　言いながら、神無がちょいちょい、と手招きをし、天由良と霊由良を呼ぶ。


　二人が首を傾げてふよふよとそちらに寄っていくと、神無は両手で二人の首をガッとホールドし、駆真に聞こえぬようにか声を潜ひそめて言った。


「──ちょっと、二人とも……！　なんでいきなり知らない人連れてくるのよ！」


「ああ、もうしわけありませんわ」


「ええ、駆真さんが一刻も早く神無さんにお会いしたいと言うものですから」


「にしたって一報くらい入れてよね……！　私にだって準備ってものが……！」


　……まあ、聞こえているのだが。


　駆真はしばしの間神々の会話を聞いていたが、すぐに焦じれて足を一歩前に踏み出した。


「──あの、よいでしょうか」


「……！　あ、ああ、ごめんなさい。駆真さんでしたよね。ようこそ、歓かん迎げいするわ」


　駆真が声をかけると、神無はあからさまに肩かたをビクッと震ふるわせ、応じてきた。


「でも……悪いけれど、今は少し忙いそがしいの。できれば日を改めてもらえると……」


「何かあったのですか？」


「ええ。どういうことかわからないのだけれど、この世界に私と同じ時の神が存在している可能性があってね。今反応を調べていたのよ。──いえね、私も希まれに『時読みの眼め』で時を越こえることがあるから、同時間上に複数の私が存在することはあり得るのだけれど……何か、いつもとは感じが違うのよね」


　言いながら、あごに手を当てる。


　駆真は表情を変えぬまま、ごくりと唾だ液えきを飲み込んだ。──間違いない、リサのことである。幸い、まだ見つかってはいなかったらしい。


「あのパソコンでですか？」


「ええ。まあ、中身は完全に神器に入れ替かえてあるのだけれど、あの形が凄すごく使いやすいのよね。人間の発明も馬ば鹿かにできないわ」


　神無はそう言ってから、乱れきった部屋の惨さん状じようが隠かくし切れていないことに気付いたのだろうか、慌あわてて駆真の視界を遮さえぎるように立つ場所を変えた。


「ま、まあそういうわけだから、また今度にしてくれると助かるなあ、なんて」


「そうですか。──では、お近づきの印に、これを受け取っていただけますか？」


　駆真は身体からだの後ろに隠していたブルーレイディスクを、神無の前に差し出した。


　すると、


「え？　何──て、こ、れ、は……ふぉ、ふぉおおおおおおおおおおおおおおおッ!?」


　キャンディカルマのパッケージを見た瞬しゆん間かん、神無は落ち着き払はらった態度を一変させ、駆真の手からそれを引ったくるように受け取ると、奇き声せいじみた叫さけびを上げた。


「うっわ、うっわ、マジで？　キャンディカルマの……しかも初回限定版じゃん！　くぅー……、これむっちゃ欲ほしかったんだけどさあ、予約すんの忘れてたのよぉ。いやほら、こういうこと言うとみんなからは、『あんた時の神なんだから時間越えて買ってくればいいじゃん』て言われるんだけどさ、やっぱそーいうのってポリシーに反するっていうか、ファンとして越えちゃいけない一線だと思うわけよ。うっわー、ちょっと、吐はきそうなくらい嬉うれしいんですけど。いやホント、これ主人公のかるまちゃんが可愛かわいくてさあ……」


　と、そこで神無は何かに気付いたように、『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』のパッケージからそろそろと駆真の顔へと視線を上げていった。


「あああああああああーッ！　っていうか、駆真って、え？　も、もしかして、あーちゃんとたーちゃんがキャンディカルマのモデルだって言ってたあの!?」


「……まあ、たぶん、そうだと思いますが」


　軽く辟へき易えきしながら駆真が言うと、神無はもう態度を取り繕うことも忘れて、さらに興奮した様子でのどを震わせた。


「うわぁぁぁ！　マっジでぇぇぇぇ!?　ちょッ、あ、握あく手しゆいいですか……!?」


「どうぞ」


　言うと、わっしわっしと手が握られる。


　次いで神無は布団の横に置かれていた棚たなから色紙とサインペンを取り出してきた。


「さ、サインとかもらっちゃっても……」


「構いませんが」


　言って、さらさらと色紙にペンを走らせる。


　ただ役所の書類に名前を書くように『鷹崎駆真』としたためただけだったのだが、神無は「むほぉぉ！」と嬉しそうに声を上げた。


「か、感動ォォ……生きててえがったぁ……」


「そこまでですか」


　駆真が問うと、神無は首をブンブンと縦に振った。


「そりゃあもうッ！　まさかあのかるまちゃんに会えるだなんて……！　ああもう素敵最高エクセレンッ！　もしあーちゃんたちの呪のろいで子供に戻ったバージョンだったらマジ私の全能を以もつてお願い聞いてあげちゃうところだったわー！」


　言って、色紙をぎうー、と胸に抱く。なんとも大げさな調子だった。


　だがまあ、この様子なら確かにしばらく『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』に釘くぎ付づけになっていてくれそうだった。小さく礼をして、踵きびすを返す。


「では、また日を改めてお伺うかがいします」


「え……ッ!?　あ、ああ、うん、そうね……」


　神無は先ほどとはうってかわって残念そうな様子を覗のぞかせたが、自分の部屋が乱れっぱなしだということに再度気付いたらしい。名残なごり惜おしそうにうなずいてそう言った。


「失礼します。──天由良、霊由良、頼たのむ」


「ええ」


「ええ」


　天由良と霊由良が先ほどと同じように手の平を合わせる。すると空間がぐにゃりと歪ゆがみ、大きな扉とびらが出現した。


　駆真は小さくうなずくと、扉に足を踏ふみだし──


「あ！　あの！」


　神無の声にその歩みを止められた。


「なんでしょうか」


　振ふり向くと、神無は恥はずかしそうにブルーレイのパッケージとサインペンを掲かかげながら口を開いた。


「こ、こっちにもサイン……いいですか？」








「ねえさま！」


　鷹崎家に戻もどった駆真を出で迎むかえたのは、リサのそんな声だった。


　既すでに槙奈の部屋の片付けを終えたのだろう、仰あお向むけになったウタの横には、アステナの姿も見受けられる。


　ちなみに地宮院姉妹は、「あらあらあら」「予想外に時間をとられてしまいましたわ」と、そのままどこかへ消えていってしまっていた。
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「だ、大だい丈じよう夫ぶだった？　時生院は──」


「うん。意外といい人だったよ。たぶん、今日一日は何をやっても気付かないと思う」


　苦く笑しようしながら言う。


　ディスクを再生してからの神無の集中力はそれはもう凄すさまじいものだった。駆真や地宮院姉妹が話しかけても気付かないどころか、先ほどまでいじっていたパソコンが何やらアラームを発しても、まるで意に介かいさず画面にかじり付いていたのである。……そこまで面おも白しろいのだろうか。『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』。


　まあ、とりあえずこれでリサの問題は解決できたのである。複雑な心境ではあるが、『高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマ』に感謝せねばなるまい。


　だが、まだ問題は山積みである。駆真はふと時計を見やった。


「九時……か。結構かかっちゃったな」


　在紗の授業参観に出るためには、午後一時、全員を揃そろえて発表会に臨むためには午後二時までに全すべての問題を解決せねばならない。


　あと四時間。なかなかにシビアなスケジュールだった。


　ウタのバッテリー交こう換かんに、アステナの王様暗殺未み遂すい事件、それに槙奈のホテル缶かん詰づめまでもが保留となると……次に挑いどむべきは三み谷や原はら辺りだろうか。


　と、そんなことを考えていると、リサが何かを思いついたように声を上げてきた。


「ねえ、ねえさま。……時生院は、今日一日なら何をしても気付かないんだよね……？」


「え？　うん、大丈夫だと思うけど……」


　駆真が答えると、リサはくっと拳こぶしを握にぎって「よし」とうなずいた。


「なら……いけるかもしれない。ねえさま、アステナさん。私を、ウタさんのバッテリーがあった場所に連れていってくれないかな」


『……？』


　駆真とアステナはどちらからともなく目を見合わせた。


　だが、リサが言うからには、何か考えがあるのだろう。駆真は小さくうなずいた。


「わかったよ、リサ。──アステナ。頼めるか？」


「は、はい。大丈夫ですよ」


　アステナはこくりと首しゆ肯こうして答えると、指先に精せい霊れいの光を灯ともし、先ほどと同じように虚こ空くうに方ほう陣じんを描えがいていった。


「──〈転移テレポート〉」


　アステナが言うと同時、またも視界が暗転し、空間を移動する妙みような感覚が生まれる。


　一いつ瞬しゆんあと、駆真、リサ、そしてアステナは、先ほど駆真がウタのバッテリーを発見した、壁かべに大穴のあいた部屋に移動していた。


　すぐに、アステナが方陣を描き、暗い部屋に光源を出現させる。


「……それで、ねえさま、バッテリーがあったのって、どの辺り？」


「ん……あの棺ひつぎみたいなのの横辺りだよ」


　駆真が指をさすと、リサはふむとうなってあごに手を当てた。


「確かく認にんするけど……ウタさんの予備バッテリーは経年劣れつ化かじゃなくて、風雨にさらされていたことが原因──つまり、ねえさまがウタさんと会ったときには、まだバッテリーは使える状態だったんだよね？」


「うん、そのはずだけど」


　少なくとも、駆真よりも遥はるかにウタについて詳くわしいはずのオトはそう言っていた。リサの言葉に首を前に倒たおす。


　するとリサは小さく息を吐き、おもむろに右目を覆おおっていた眼帯を外してみせた。


　──それに覆い隠されていた、金色の瞳ひとみが露あらわになる。


　駆真は微かすかに眉まゆをひそめた。それはそうだ。鷹崎在紗の目は両目ともに、駆真と揃いの血色であるはずだ。


　リサはそんな駆真の視線に気付いたのか、ふっと唇くちびるの端はしを上げてみせた。


「これが、時を司つかさどる神、時生院だけに持つことが許された『時読みの眼め』よ。片目の視力と引き替えに、目には見えない時間の流れを見取ることができ──また、それを捉とらえることができるようになる、最高ランクの神器」


「っ、視力……って」


　駆真は思わず顔を歪めてしまった。だってリサが時を越える力を求めたのは、他ほかならぬ駆真を死の運命から救うためだったのだ。まさか、そのためにリサがそんな代だい償しようを払っていたとは──


　リサは、困ったように苦笑しながら続けた。


「本来であれば、この眼もこの世には二つと存在しないもの。使用すれば、すぐに時生院に気付かれるわ。でも、今この状じよう況きようなら──」


　言った瞬間、リサの姿がふっと搔かき消えた。


「え……？」


　ポカンと目を見開き、上下左右に目をやる。だが、どこにもリサの姿はなかった。


「あ、あれ？　リサさん……？」


　隣となりに立っていたアステナも、駆真と同じように驚おどろいている。アステナの盟術が原因というわけでもなさそうだった。


　と、それから十秒と経たたないうちに。


「──ふう」


　小さな吐と息いきを帯びながら、リサが、虚空から姿を現した。


「り、リサ！　一体今のは……？」


　リサは答えの代わりににこりと微笑ほほえむと、手に握っていた部品らしきものを駆真の前に掲げて見せた。


　十センチくらいの円えん筒とう形。側面にウタの顔と電池のマークが描かれている。


　そう、それは間ま違ちがいなく──


「これは……ウタのバッテリー？」


「ええ。四ヶ月前──ねえさまがウタさんと出会った直後に飛んで、持ってきたわ。……もっと前に飛べれば確実だったんだけど、念のため目立つ時間跳ちよう躍やくは避さけたかったの。でも──たぶんこれなら、使えると思う」


「！　ほ、本当ですかっ!?」


　アステナが、胸むな元もとで手を組みながら嬉うれしそうに声を上げる。


「はい。試ためしてみないとわからないけれど……可能性はあると思います」


「あ、ありがとうございますっ！　こ、これで王様の命を狙ねらった犯人を捕つかまえることができるんですね……！」


　感激した様子でリサの手を取り、ブンブンと振るアステナ。リサは困ったように苦く笑しようすると、言葉を継ついだ。


「喜ぶのはウタさんがちゃんと動いてからにしましょう。──うちまでお願いします」


「はいっ！」


　アステナはいつになく元気な声を発すると、先ほどと同じように光り輝かがやく方陣を描いた。


　視界が暗転し、駆真たちが鷹崎家のリビングに移動する。


「じゃあ、ねえさま、お願い」


　と、リサが駆真にウタのバッテリーを手て渡わたしてくる。


　手にしてみると、先刻入手したバッテリーとの差がはっきりとわかった。先ほどのバッテリーは表面がざらついていたのだが、これはやすりで磨みがいたかのように滑なめらかだった。心なしか、少し重量も違う気がする。


「ん、やってみるよ」


　言って、バッテリーを握った左手をウタに近づける。


　すると先ほどと同じようにウタの首が前方に移動し、延えん髄ずいにあたる部分が開く。そしてそこから幾いく本ほんものケーブルが伸のび、駆真の手から新しいバッテリーをかすめ取っていった。


　ケーブルが収納され、首が元の位置に戻る。


　すると数秒のあと、ローディングをするような小さな音が響ひびき──


「──っプはァ！」


　息継ぎをするような調子で、ウタが声を発した。たるみきっていた筋肉を緊きん張ちようさせるように伸びをしてから、全身をぶるぶるっ、と振る。まるで猫ねこか何かのような仕草だった。


「ふう、よかった。大丈夫だったみたいね」


「ウタさん！」


　リサとアステナが目覚めたウタに声をかける。駆真はふうと息を吐はいてから、二人に続いて唇を開いた。


「目覚めたか、ウタ」


「おオ!?　マぁスター？　一体ナンでマタこんナとこロニ？」


　言いながらウタが、後頭部から先せん端たんに『目』のついたケーブルを伸ばし、辺りの様子を窺うかがう。そこでようやく、自分が鷹崎家のリビングにいることに気付いたのだろう。驚いたように手をパタパタと動かした。


「おやオヤ？　いツノ間にワタクシはマぁスターのお家ニ？　あレ？　あれレ？　なンダかこコしバラくの記き憶おくがボヤっとシてるトイうか……」


　どうやら機能停止前後の記憶が曖あい昧まいらしい。ウタがしきりに首を傾かしげ、ううむとうなる。


　老ろう朽きゆう化かしたバッテリーを交換したのだと言っても、ウタのことだから「ワタクシはメカじゃアリまセんヨオ！」と否定するだろうし、そもそも説明をする時間も惜おしい。駆真は適当に放ほうっておくことに決めた。


「とりあえずこれで、ウタは授業参観に来られるな。ウタがいればアステナの方も解決するとして……当面の問題は鳶一か」


「うエえ？　遊び人サン、ドウかシタんですカア？」


　と、駆真の独り言に、ウタが反応を示してくる。


「少し厄やつ介かいなことになっていてな」


　駆真が事情をざっくりと説明をすると、ウタが何やらキョトンとした顔を作った。


「エえ？　ソレって」


「なんだ？」


「ンん……モシカして、ナンですが。ちょットそれ、ワタクシに任せてミテもらエナイでショウか。ナンとかデキるカモしれマセン」


「なんだと……？」


　駆真は訝いぶかしげに目を細めてウタを見た。が……考えてみれば確かに、ウタならばあの編集者に遅おくれを取ることもないだろう。


「──いいだろう。行け。時間がないから早く済ませてこい」


「はいハイ！」


　駆真から指示が貰もらえたことがよほど嬉しいのか、ウタはその場にシャキッと起立すると、すぐさまリビングの窓から駆かけ出していった。


　再起動したばかりだというのに、いつもと変わらぬ凄すさまじい速さで砂すな埃ぼこりを上げ、道を走っていく。


「あ、あのぉ……ウタさんが行ってしまわれると、レーベンシュアイツの方は……」


　と、ウタが走り去ってから少し経って、アステナが恐おそる恐る声を上げてきた。


「後回しだな」


「や、やっぱり……。ほ、ホントに解決してくださるんですよね……？」


「当然だ。私の言うことが信じられないのか」


「…………」


　明らかに信じられない、といった視線でアステナが見つめてくる。駆真が何か信用を失うようなことをしたことがあっただろうか。


　まあ、時間を無む為いに過ごしていても仕方がない。駆真はアステナに話しかけた。


「ウタが戻もどったならすぐにレーベンシュアイツに向かう。今のうちに三谷原の様子でも見て──」


　と、そこで、ポケットの中に入れていた携けい帯たい電でん話わが震ふるえ始めた。


　首を傾げながら、携帯電話の通話ボタンを押す。


「──もしもし」


『あ、ああ、鷹崎!?　私だけど』


　電話口の先から聞こえてきたのは、槙奈の声だった。


「鳶一か。……ん？」


　駆真は眉をぴくりと動かした。槙奈は先刻のように声を潜ひそめておらず、しかもよく聞くと、背後から人の話し声や車の音などが聞こえてくる。どうやらホテルの部屋ではなく、外にいるようだった。


「どうやら逃にげられたようだな」


『え、ええ。なんとかね。──と、そういえば、ウタをこっちに向かわせてくれたのはあんたなのよね？』


「そうだが、どうかしたか？　おまえが逃げられたということは、首しゆ尾び良く編集者を倒たおしたのだろう？」


『ええと……それなんだけど。なんだか部屋の前が騒さわがしいなー……と思って覗のぞいてみたら、なんかウタと言枝が楽しげに談笑してたのよ。かなり打ち解けた感じでさ。それで、試しに足音殺して部屋出てみても気付かないもんだから、そのまま逃げてきちゃった』


「何……？」


　駆真は訝しげに眉をひそめた。まあ槙奈を逃がすことには成功しているのだから一向に構わないのだが……随ずい分ぶんと意外な報告だった。まさかあのウタに、相手を籠ろう絡らくするほどの話術があったとは。


「……まあいい。これでおまえも授業参観に来られるな」


『はいはい……わかったわよ』


　槙奈はそう言うと、電話を切った。


「よし──とりあえずこれで鳶一は大だい丈じよう夫ぶだろう。次は……」


　と、ポケットに収納したばかりの携帯電話が、再びぶー、ぶー、と震しん動どうを始める。


　今度は画面に『三谷原雄ゆう一いち』の名が表示されていた。


「……？　もしもし？　三谷原か。どうした」


『あァ。──いやな、よくわかんねェんだが、なんか急に仕事の締しめ切りが延びたって連れん絡らくがあってよ』


「？　どういうことだ？」


『さァてねェ……先生に逃げられたとかなんとか言ってたが……』


　先生、なんて単語に違い和わ感かんを覚えないではなかったが、駆真は気にせず言葉を続けた。


「と、いうことは、授業参観には来られるんだな？」


『まァ……そうなるな』


「そうか。それは何よりだ。──きちんと身なりを整えて、二時に皓こう成せい大付属小だ。シャワーを浴び、授業参観が終わるまでは煙草たばこを吸うな。髭ひげも剃そってこい。わかったな？」


『……へェへェ』


　三谷原が力無く笑いながら言って、電話を切る。駆真もそれに合わせて通話を切ると、再び携帯をポケットに収納した。


「三谷原さん？」


「うん。何だかよくわからないけど、授業参観来られるようになったって」


　首を傾げてくるリサに、笑え顔がおで応対する。


　と、それに合わせるように外からドドドド……と凄まじい音が近づいてきて──


「た──ッダイマ戻りマシたァ！」


　ウタが、道路からピョンと飛び跳はねて塀へいを飛び越こえ、中庭に足を突つき刺さすような勢いで着地、そののちリビングの窓をガラッと開け、そのまま家の中に入ってくる。


　土足厳禁と注意したいところだったが、今日に限っては駆真も天てん駆く機関のままで何度も出入りをしてしまっている。非常事態と割り切って、あとで丹たん念ねんに拭ふき掃そう除じをしようと心に決める駆真だった。


「ご苦労だったなウタ。先ほど鳶一からも連絡があった。無事逃げおおせたらしい」


「うエ？」


　駆真が労ねぎらうように言うと、ウタはしばしポカンとしたのち、大おお仰ぎようにポンと手を打った。


「あア！　ソウいえバ遊び人サンを助けニ行っテタのデシた！　イヤー、うっカリ」


「……何？」


　駆真が訝しげに睨にらむと、ウタはばつが悪そうに目を逸そらし（まあ、瞼まぶたは縫ぬいつけられているのだが）、後頭部をかりかりとかいた。


　そういえば、ウタは扉とびらの前の編集者と仲良くなり、話し込んでいたという話だった。


　一いつ瞬しゆん、ウタもなかなかやるではないか、と思った駆真だったが……どうやら本当にただ楽しくお話をしていただけらしい。評価を改める必要はなさそうである。


「まあいい。大事なのは結果だ。──それよりもウタ。今度はレーベンシュアイツだ」


「レーベン……金きん髪ぱつサンの故郷デスよネエ？　まタ魔ま王おうサンが出タんでスかア？」


　ウタがキョトンとした様子で首を傾げる。まあ、無理もない。確かウタがレーベンシュアイツに行ったことがあるのは、魔王討とう伐ばつのときだけだ。


「い、いえ、そういうわけではないんですが。とにかく、ウタさんがいないと解決できない事件があるんです。実は──」


　アステナが、レーベンシュアイツで起こった事件を搔かい摘つまんで説明する。


「──と、いうわけです。お願いします、すぐに済みますので、一いつ緒しよに来てください！」


「ハあ、ナルほど。犯人サンを見つケレばイイんデスね？」


　ウタが、納なつ得とくしたようにこくこくとうなずく。


　それだけわかっていれば十分だろう。駆真はアステナに目配せをした。


「は、はい。じゃあ行きますよ。カルマ様とウタさん、私の三人でいいんですよね？」


「ああ、早くしろ。どうせ犯人を突き止めるだけ──」


「──ねえさま。私も連れていってくれないかな？」


　と、言葉の途と中ちゆうで、リサが声を上げてきた。


「リサ？　行くのは別に構わないけど……なんでまた」


「うん、さっきアステナさんに軽く話を聞いたんだけど……もしかしたら、私がいたほうがいいかもしれないと思って」


「……？　まあ、いいか。アステナ。四人だ」


「は、はい。わかりました。じゃあ……」


「ま、待て……っ！」


　と、アステナが指先に光を纏まとわせ、方ほう陣じんを描えがこうとしたところで、またも誰だれかが割って入ってきた。


　とはいえ、今度はリサではない。低い男の声だった。


　そんな声の持ち主は、今この鷹崎家に一人しかいない。駆真はゆっくりと視線を廊ろう下かの方に移動させていき──


「魔王か。何をしている」


　廊下からリビングに這はってきていたぬいぐるみを発見して、冷たい声をかけた。


　魔王は荒あらく息をしながらもどうにか駆真たちのもとまで這ってくると、上体を持ち上げて言葉を継つぐ。


「さ、さっきはよくも無視してくれたな、勇者……ッ！」


「無視？」


　駆真は小首を傾かしげると、一時間少し前の出来事を思い起こした。そういえば最初にレーベンシュアイツに行こうとしたとき、魔王が何かを言っていた気がする。


「ああ……で、何の用だ？」


「レーベンシュアイツに行くのなら私も連れて行け、と言ったのだ……！」


「何な故ぜだ」


「私の魔力欠けつ乏ぼうは、アリサの存在によって、人間の負の感情から力を得ることが難しくなったことに起因する……。ゆえに、自然回復を待つしかないのだが──やはり異世界よりも、肌はだに馴な染じんだレーベンシュアイツの空気の方が回復が早い」


「なるほどな。だが回復を待っているような時間はないぞ」


「構わん。魔王城跡あとの空気の中で休めば、数時間である程度の魔力は溜たまるはずだ。そこまで連れていってもらえば、あとは自力でこちらの世界に戻ってくる」


「……間に合うのだろうな」


「愚ぐ問もん。私がアリサの晴れ姿を見み逃のがすと思うか。どんな手を使ってでも帰ってみせる」


　胸を張り、きっぱりと魔王が断言する。


　駆真は数瞬の間、くりくりそうきゅんおめめと目を合わせると、フンと息を吐はきながら首しゆ肯こうした。


「──いいだろう。付いてこい」


　この魔王ルーン・ロヴァルツ、駆真とは性別も年ねん齢れいも住んでいた世界も、それどころか種族すらも違ちがうが、一つだけ確かなことがあった。


　そう──自分の存在すら危あやうくなるほどに、在紗のことを愛しているのである。


　その愛しっぷりといったら、駆真を筆頭に、冬ふゆ香か、宗しゆう吾ごエトセトラエトセトラときて、世界でも十指に入るレベルといっていい。もとは人類の敵であった魔族の王だが、その一点においてのみは信用のおける相手だった。


　だが実際に魔王の脅きよう威いに晒さらされたことのあるアステナとしては、あまり納得がいかないらしい。指を止めて、訝いぶかしげに、足元で蠢うごめくふかふかボディに視線を送る。


「だ、大丈夫ですかカルマ様。魔王を再びレーベンシュアイツに放つだなんて……」


「ふん。まあ、大丈夫だろう。──ああ、これは独り言だが、もし力によって国を支配しようだなんてことをしたなら、もう一生在紗に口を聞いてもらえなくなるかもしれんな」


「──ぐ……っ！」


　魔王が、胸を抉えぐられたように表情を歪ゆがめ（ぬいぐるみなのに、器用な奴やつである）、苦しげな声を出す。予想以上に効果抜ばつ群ぐんだったらしい。


　アステナはまだ納得がいっていない様子だったが、駆真がそう言うのなら……と渋しぶ々しぶ方陣を描いていった。


　駆真、アステナ、リサ、ウタ、そして魔王の五人の身体からだが光に包まれ、一瞬のうちに世界間を移動する。


　先ほどと同じく、沢たく山さんの人が集まった謁えつ見けんの間に視界が入れ替かわった。


「王様！　ただいま戻もどりましたっ！」


　アステナが一歩前に進み出てそう言うと、王は落ち着きを取り戻すように咳せき払ばらいをし、表情を明るくする。


「おお、待っていたぞ。──して、犯人を突き止める方法というのは？」


「はい、ここに！　ウタさん、お願いします！」


「はいハイ」


　ウタは足を揃そろえてぴょん、と跳ねると、アステナの前に進み出た。


「おお──！　そなたは、魔王討伐の際に力を貸してくれた戦士殿どのではないか！」


「おオ？　アア、はいハイ、そうデスソウです。ソウイえばソンなコトもアリマしたネエ」


　ウタは適当な調子でうなずきながら、トントンと前に進み出ていくと、後頭部から生やした『目』付きのケーブルで部屋の中を見回してから、王様に話しかけた。


「エエと、コノ中から、毒ヲ入れた人を見ツケれバいいンですヨネエ？」


「その通りだ。頼たのめるかな、戦士殿」


「ンー、とリアえずヤッてみまショ。毒の入レられテいタ食器とかハアリマすかア？」


「うむ。──誰ぞ、戦士殿に食器を！」


　王が手を叩たたくと、側そばに控ひかえていた侍じ従じゆうと思おぼしき男が、部屋の奥から台座に載のせられた高級そうな銀食器を運んできた。まだ皿には料理が残っている。


「はいハイ、ちょット失礼シマすヨー」


　ウタは食器に顔を近づけると、すんすん、と小さな鼻を動かして匂においを嗅かいだ。


「ふゥム、ナルほどなるホド」


　言って何度かうなずいてから、ウタはその場でくるりとターンし、部屋の中央に集められたコックや給仕たちに向いた。


　そしてゆっくりとした足取りで、鼻をひくひくと動かしながら、その周囲を回っていく。


「ンん……？」


　と、その途中で、ウタがぴくりと眉まゆを動かした。


　少し前まえ屈かがみの姿勢になりながら、給仕たちの中に割って入っていく。そして、


「！　イマした！　間違イアリませン、コの人でス！」


　背筋をピンと伸のばしたかと思うと、目の前にいた少女にビシッと指を突き付け、大きな声で叫さけんだ。


「な──」


「そ、そんなまさか……」


　王とアステナ、それに、周囲のコックや兵たちがざわめく。


　だがそれも仕方のないことかもしれなかった。何しろウタが指さしたのは、つい先刻、駆真が指定した給仕の少女だったのだから。


「え……そ、そんな……」


　少女が、泣いてしまいそうな顔を作る。駆真はフンと鼻を鳴らすと、大仰に腕うで組ぐみした。


「それ見たことか。合っていただろう」


　まあ、本当は完全に当てずっぽうだったのだが、別にわざわざそんなことを言う必要もないだろう。駆真は自信満々といった様子を崩くずさず、胸を反らしてみせた。


　ウタの鼻は優ゆう秀しゆうな高感度センサーである。僅わずかな臭しゆう気きの残ざん滓しとて見逃しはしない。これでレーベンシュアイツの事件も解決である。駆真はもう一本指を折ろうとし──


「……ん？」


　謁見室の、妙みような空気に気付いた。


　ウタが見事犯人を言い当てたというのに、何故だろうか、皆みながどこか釈しやく然ぜんとしない様子だったのである。


「どうした、不満か」


「い、いや……そういうわけではないのだが」


　駆真が言うと、歯切れ悪く王が頰ほおをかいた。


　駆真は鬱うつ陶とうしげに息を吐いた。言葉にせずともわかる。要は出来過ぎだと言いたいのだ。


　ウタの鼻が嗅ぎつけたのだ。あの給仕の少女が犯人であることはまず間違いない。だがここに来て、先ほどの駆真の犯人指名がマイナスに働いてしまったのである。


　兵の中には、涙なみだを流して潔白を訴うつたえる少女に同情を覚え始めている者さえいるようだった。……なんとも嫌いやな空気である。ウタの鼻の精度を証明しさえすれば皆も納得するかもしれなかったが、そんなことをしている時間は駆真にはなかった。何しろ、まだ冬香に沈しず音ね、オト、そして地宮院姉妹の用件を解決せねばならなかったのである。


「──まあ、こうなるよね」


　駆真がどうしたものかと考えを巡めぐらせていると、後ろからリサが進み出てきた。やれやれというように眉を八の字にし、苦く笑しようじみた表情を浮うかべている。


「リサ？」


「私に任せて、ねえさま」


　リサはそう言うと前に進み出、ウタの隣となりに立って、犯人の顔をジッと見つめ始めた。


「……っ、な、なんですか……？」


「──よし、覚えたわ」


　リサは小さく微笑ほほえむと、右目を覆おおう眼帯を外した。


　瞬しゆん間かん──リサの姿が、虚こ空くうに搔かき消える。


　謁見室中に、ざわめきが広がった。まあ、それはそうだろう。転移盟術などは見慣れているかもしれないが、アステナのように方陣を描くでも呪じゆ文もんを唱えるでもなく、一瞬で姿を消してしまったのだから。


「──ふぅ」


　数秒と経たたないうちに、リサが元居た場所に再び現れる。


「リサ？」


「ん……レーベンシュアイツはいいね。時生院に見つかる心配もないし」


　言って小さく笑いながら、リサは駆真の方に戻ってくると、ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出し、データフォルダから一枚の画像を選んで表示させた。


「っ、これは……」


「ええ。昨日の厨ちゆう房ぼうの様子よ」


　そう。そこには、人の目を盗ぬすんで銀食器に怪あやしげな小こ瓶びんを傾かたむけている、件くだんの少女の姿が映っていたのである。


「アステナさん、確かレーベンシュアイツにも写真技術ってあったよね？」


　リサが、携帯の画面を向けながらアステナに話しかける。


「え？　あ、は、はい。もちろんです。まあ、精せい霊れいの力を使っているので、そちらの世界のものとは構造が違いますが──」


「ん、そこは大だい丈じよう夫ぶよ。写真という概がい念ねんが存在して、それが証しよう拠こ能力を持つことが認められてるなら問題ないわ」


　リサはそう言うと、王のもとへ歩いていき、携帯の画面を示した。


　王が、息を詰つまらせるのが聞こえてくる。


「……っ、なるほど。やはり勇者殿の言うことは正しかったわけか……」


　王の言葉に、兵たちが緊きん張ちようした面おも持もちを覗のぞかせた。


　王はそんな兵たちを見み渡わたすように首を回してから、右手をビッと前に出した。


「──その女を引っ捕とらえよ。すぐに尋じん問もん員に引き渡わたせ。どこの手の者かを吐かせるのだ」


　王がそう宣言すると、少女を哀あわれむような目で見ていた兵たちも、一瞬で表情を変えて少女を拘こう束そくするためにのしのしと歩いていった。


「…………」


　当の少女は、何な故ぜだろうか、今の今までヒステリックに泣き叫んでいたというのに、王から拘束の命令が出た瞬間に表情をなくし、顔をうつむけてしまった。


　その様があまりに不気味だったからだろうか、周囲にいたコックや給仕たちも、じりじりと距きよ離りを取っていく。


「君、来てもらうぞ。抵てい抗こうはしない方が身のためだ」


　と──兵が少女の肩かたを摑つかもうと手を伸ばした瞬間。


「……ほほ、ここまでか。案外容易たやすくばれてしまいましたのう」


　少女が、その甲かん高だかい声に似合わぬ口調でそう言ったかと思うと、突とつ然ぜん少女の身体が淡あわく発光し、その身体を変質させていった。


「な──」


　駆真は微かすかに眉をひそめると、一瞬前とはまるで違う姿に変容した少女の姿を凝ぎよう視しした。


　そこに現れたのは、ローブを纏まとった青い肌はだの少女だった。何故か老人のように腰こしが曲がり、手には杖つえを握にぎっている。そして、その側頭部には、大きな角が二本、生えていた。


　その様に、謁見室の中は騒そう然ぜんとなった。


　それはそうだろう。角──それは、この少女が、レーベンシュアイツに絶望を撒まいた魔族であることを示していたのだから。


「……っ、あれは」


　だが駆真は、周囲の兵たちとは少し違う理由で眉を動かした。


　単純な話で、駆真はあの魔族に見覚えがあったのである。


　かつて駆真は、ひょんなことから一時的にこのレーベンシュアイツを侵しん略りやくする魔ま王おうの座に収まったことがあったのだが、その際側近として様々な雑務をこなしていたのが彼女だったのだ。


　確か名前は──


「ほほ。お目にかかるのは初めてかのう、レーベンシュアイツ王よ。我が名はバルバラ・ダイオン。魔王様亡なきあと、残された魔王軍を統率する者よ」


「ああ、そうだ。そんな名だった」


　なんて、駆真は独り言を吐はきながら小さくうなずいた。


　バルバラは、そんな駆真に気づく様子もなく、不敵に笑いながら話を続けていく。


「──くっく、大人しく毒で死んでおればよいものを。主ぬしの小こ賢ざかしさが、さらなる惨さん劇げきを生むとは考えなんだかのう？」


「な──なんだと!?」


　王が狼ろう狽ばいに満ちた声で返す。バルバラはそんな王の様子を楽しげに見ると、左手の指をぱちんと鳴らした。


　瞬間、謁えつ見けんの間にいたコック、給仕、侍従、そして衛兵のうち、一人ずつが不敵な笑みを浮かべ──先ほどのバルバラのようにその身体からだを変容させていった。


　そして全員が、頭部から角の生えた魔族の正体を現す。


「獅し吼こう将軍ティドゥス・アルバータ！」


「餓が竜りゆう将軍サリティア・フォビレイア！」


「天てん凰おう将軍カノープス・レイカーズ！」


「虚きよ冥めい将軍リフェイト・シルヴァノス！」


　全員がポーズを取りながら、名乗りを上げていく。


『我ら、魔王軍四天王！』


　どーん！　とカラフルな煙けむりを伴ともなった爆ばく発はつが起きた。気がした。


「な……ッ！　ま、魔王軍四天王!?　い、生きていたのか……!?」


　王と兵たちが、もうこれ以上ないくらいわかりやすく恐おそれ戦おののく。バルバラはくつくつと笑うと、何やら両手に塡はめられた腕うで輪わのようなものを示してみせた。


「ほほ、これを見るがいい。千年前の勇者の遺物を私が改良し造り上げた、魔力増ぞう幅ふく装置よ。これさえあれば私でも、魔王軍の残党に魔力を与あたえ続けることが可能となるのじゃ。くっく、気分がよいのう。人間の希望たる勇者の遺物が、貴様らを窮きゆう地ちに追い込むとはな！　ほっほっほ！　恐れるがよい、戦くがよい！　今日こそが、新たな魔族の──おォッ!?」


　言葉の途と中ちゆうで、バルバラが素すっ頓とん狂きような声を発して飛び上がった。


　なんだか聞いているのも面めん倒どうになったので、駆真が背後からバルバラの尻しりを蹴けり上げたのである。


「な、何をする！　き、貴様はさっきの……て、んん……？」


　バルバラは目を細めると、訝しげにうなりながら駆真の顔を見つめてきた。


　そして数瞬後、ハッと息を詰つまらせる。


「ま……まさか、あなたは──カルマ様!?」


「なんだ、気付いていなかったのか」


　駆真が言うと、バルバラは申し訳なさそうに頭こうべを垂たれた。


「こ、この歳になると目も耳も悪うなりまして……角もついておられませんでしたし」


「ふん。まあいい。久しぶりだな、バルバラ。一体誰に断ってこんなことをしている」


「は……！　そ、それは──」


　だがすぐにバルバラは眉まゆをひそめると、駆真の頭部を見──フンと鼻を鳴らした。


「……ぬう？　脅おどかしおって。全く魔力を感じぬぞ。魔王様の力を持たぬ貴様など怖こわくも何ともないわ！　行け、魔王軍四天王よ！　不ふ遜そんな元魔王に鉄てつ槌ついを下せ！」


『おおッ！』


　バルバラの号令に合わせ、部屋の各所にいた四天王が一いつ斉せいに駆真に飛びかかってくる。


「ち──」


　と、鬱陶しげに舌打ちをし、天てん駆く機関を駆く動どうさせ……ようとしたところで。


　駆真に迫せまった四つの影かげの前に、バッ！　と、可愛かわいらしいシルエットが躍おどり出た。


　丸っこいボディに長い耳。可愛いんだか可愛くないんだかよくわからない微び妙みようなデザインの顔。そして──頭部に生えた二本の角。


　そうきゅんボディの魔王が、駆真を守るように四天王の前に立ちはだかったのである。


「──控ひかえろ。四天王」


　魔王がそう言うと、四天王がまるで見えない手に押しつけられたように、床ゆかに跪ひざまずいた。


「な……」


「こ、この威い圧あつ感かんは──」


「ま、まさか、魔王様……!?」


「…………」


　四天王が、口々に驚愕を発し、なんとも間の抜ぬけた格好の『魔王』に目をやる。ちなみにカノープスとかいう四天王は、頭の打ち所が悪かったのか気絶してしまっていた。


「いかにも。我は魔王ルーン・ロヴァルツ。──久しいな、四天王。そしてバルバラよ」


「お……おお……！」


　魔王がそう言うと、バルバラが感激した様子でその場に跪いた。


「ま、魔王様！　この偉い容ようは、間ま違ちがいなく魔王様！　なんか随ずい分ぶんと可愛らしくなっておられますが……。婆ばあは待っておりました……！　再びあなた様が復活なされる日を……！」


　魔王はそんなバルバラの様子を一いち瞥べつすると、短い腕を組んで言葉を続けた。


「バルバラ。そして四天王よ。再び我が軍門に下る気はあるか」


『はッ！』


　魔王の言葉に、魔族たちが一斉に頭を垂れる。


「この身、この力は、全すべて魔王様の下もとに！　ともにまた、人間共に絶望を撒きましょうぞ！」


　すると魔王は布製の口元を不敵に歪ゆがめ、


「──そうか。ならば貴様ら、アリサの授業参観の糧かてとなれ」


　そう言って、ぴょん、と飛び跳はね、一番近くにいた四天王・リフェイトにダイブした。


　大きなぬいぐるみが軽かろやかに舞まう。なんともファンシーな光景である。


　だがリフェイトはぬいぐるみのボディに触ふれた途と端たん、


「ぎ──ぎゃああああああああああああああああああああああああああああッ!?」


　凄すさまじい悲鳴を上げてその場に倒たおれ伏ふした。


　否いな──正確に言うのなら違う。


　倒れたのではなく、その姿が綺き麗れいさっぱり消えて無くなったのである。


　そう……あたかも、魔王に吸収されてしまったかのように。


「な──ま、魔王様!?」


「一体何をなさるのですか……!?」


「ふ、光栄に思え。貴様らの魔力があれば、私はアリサの授業参観に、フルパワーかつ最高のテンションで臨むことができるのだぁぁぁぁッ！」


　魔王が叫さけび、次々と残りの四天王に飛びついていく。


　そのたび、四天王は凄まじい断だん末まつ魔まを上げ、魔王に吸収されていった。


　バルバラとて例外ではない。魔王に飛びつかれ、情けない悲鳴を上げながらその身体を消失させていった。


「そ、そんな……ま、まさか、こんなことが……」


「案ずるな。貴様らの魔力は大事に使わせてもらう。──具体的には、アリサを応おう援えんするときのエフェクトを派手にするのに使用する。手を叩たたくたびに星が煌きらめくとかはどうだ。アリサは喜んでくれるだろうか」


「なんかよくわかんないけどそんなのの糧になるのはイヤですじゃぁぁぁぁぁッ！」


　不ふ憫びんな断末魔とともに、バルバラが魔王に吸収される。彼女が両手に着けていた魔力増幅装置とやらが、カランカランと乾かわいた音を立てて床に落ちた。


　魔王はその腕輪を拾い上げ、自分の角に塡めると、心なしか大きくなったお腹をさすりながら「げっぷ」と至し極ごくわかりやすいげっぷをした。


「うむ、この装置はいいな。着けているだけで力が漲みなぎってくるかのようだ。バルバラめ、面おも白しろいものを残してくれたな。──今吸収した部下たちの魔力もあるし、当分は心配いらぬな」


　ポカンとした様子で一連の流れを見ていたレーベンシュアイツの人々を後しり目めに、魔王はもう一度お腹をさすり、大きなげっぷをした。






[image: ]





　九月二十七日、午前十時。


　蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団所属の二等兵・松まつ永なが衛えい二じは、中ちゆう央おう都との住宅街をこそこそと歩いていた。


　引っ詰つめにした黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的な、若い男である。まだ暑さの残る九月だというのに、サイズの大きなコートを着て襟えりを立て、顔が見えないようにしながら、塀へいに沿って歩みを進めていく。


「よし……そろそろだな」


　彼が貴重な休きゆう暇かを使ってこんなところにいる理由は、至極単純なものだった。


　ここ最近、憧あこがれの鷹たか崎さき駆かる真まに会っていないものだから、寂さびしくて悲しくてたまらなくなったのである。


　一応騎士団には復帰したと聞いているのだが、ずっと本部庁舎には来ていないし、先週の〈城しろ〉及およびウロヴォロス級空エ獣ア討とう伐ばつ作戦の際も、結局顔を見ることができなかった。もう衛二のハートはどうしようもなくロンリーでウェットでクライングだったのだ。


　また──こんな奇き妙みような風体をしているのにも理由があった。


　実は衛二が鷹崎家を訪おとずれたのはこれが初めてではないのである。


　先月のことだ。あまりの寂しさに、遠目でよいから一目駆真を見ようと鷹崎家にやってきたことがあったのだが……何故かそのとき、オレンジとシルバーの派手な髪をした子供に捕つかまり、気絶させられて近所のゴミ捨て場に捨てられていたことがあったのである。この変装は件くだんの子供に、先月と同じ人間と気付かれないための苦肉の策だった。


　誰にも見つからないよう路地裏を進み、鷹崎家のある通りへと向かう。


「ああ……お久しぶりです駆真さん……っ！　駆真さんのいない数ヶ月間、俺がどんなに悲しかったか……！」


　まだその姿を認めてもいないのに、瞼まぶたを閉じると駆真の姿がくっきりはっきりと想像できた。「くぅぅ……っ！」と身を震ふるわせ、小走りになって鷹崎家へと進んでいく。


　──と。


「うおっとぉ……っ!?」


　衛二は何かに足を引っかけ、その場に盛せい大だいに転んでしまった。


「な、なんだぁ……？」


　見やると、そこに人が倒れているのがわかった。瘦そう身しんの男が、新聞紙にくるまれて横たわっていたのである。衛二は思わず「ひ……ッ」と顔を青ざめさせた。


「し、死体遺い棄き事件……ッ!?」


　だがすぐに、男が寝ね息いきを立てているのに気付き、ふうと息を吐はく。


「な、なんだよ……脅かしやがって」


　よくよく見てみると、衛二の歩いていた路地には、段ボールやら廃はい材ざいやらで屋根が設しつらえられていた。どうやら、この男のねぐらにお邪じや魔ましてしまったらしい。


「ホームレス……？　にしては随ずい分ぶん小こ綺ぎ麗れいな格好して……」


　と、衛二はそこで言葉を止めた。


　男が何やら、寝ね言ごとを呟つぶやき始めたのである。


「……ん、ああ、駄だ目めですよ駆真……ちゃんと身体からだも洗わないと……」


「んな……ッ!?」


　衛二は顔を戦せん慄りつに染めた。


　駆真。確かにこの男は今そう言った。


　そのキーワードを元に、衛二の頭の中で急速に情報の再構成が行われた。


　ホームレスっぽくないホームレス。鷹崎家にほど近い路地裏。どことなくオタクっぽい様相。そして、衛二もよくやる、駆真さんと一いつ緒しよ・ドキドキお風ふ呂ろ妄もう想そう。


　それらの材料が示すのは一つ。


「ま、まさか……ストーカーって奴やつか……!?」


　相手は蒼穹園騎士団のアイドル（衛二称しよう）鷹崎駆真である。そういった輩やからがいてもおかしくはない。


　そう。間ま違ちがいない。きっとこの男、鷹崎家の近くで駆真の出待ちをしていたのだ。


　とんだ変態である。きっと電話を盗とう聴ちようしたり、鷹崎家の中を盗とう撮さつしたり、ゴミを漁あさったり、たまの休暇にわざわざ鷹崎家まで来て駆真を一目見ようとしたりしているに違いない。


「ゆ、許せん……！　俺の駆真さんに……！」


　衛二はこの上なく清らかな義ぎ憤ふんにかられ、ストーカー男（仮）の肩かたを揺ゆすった。


「ん、んん……？」


　男が目を擦こすりながら身を起こし、近くに置いてあった眼鏡をかけて衛二の方を見てきた。


「おい、ちょっとあんた。何してんだ？」


「え……？　だ、誰だれですか、あなた……」


「俺のことはいい。あんた、もしかして駆真さんの──」


「……ッ!?」


　衛二が駆真の名を出すと、男はわかりやすくビクッと肩を震わせた。漫まん画がであればさぞシャープな効果線が引かれていただろう。


「え、えぇーと……」


　男は頰ほおに汗あせを滲にじませ、ぽりぽりと後頭部をかき──その場から駆かけ出した。


「ギィィィィィィィィィルティィィィィィィィィィ────ッ!!」


　逃にげるのはやましいことがある証しよう拠こである。衛二はバッと身に纏まとっていたコートを脱ぬぎ捨てると、正義を執しつ行こうした。





　　　　◇




　魔ま族ぞくの残党の策さく謀ぼうに、魔ま王おうルーン・ロヴァルツの再来。


　そんな最悪の事態が起こったレーベンシュアイツ王城は、無論のこと騒そう然ぜんとしていた。


　まあ、それも仕方あるまい。ようやく去ったと思っていた脅きよう威いが、自分の喉のど元もとまで迫せまっていたのである。王の狼ろう狽ばいもわからなくはない。


　──だが、そんなものは駆真には全く関かかわりのないことだった。駆真としては、王城での事件を解決し、アステナを授業参観に連れ出せればそれでよかったのである。


　要するに駆真が取った行動は……なんかもういろいろと面めん倒どうくさいので、アステナの襟えり首くびをひっ摑つかんで謁えつ見けん室を抜ぬけ出し、鷹崎家に帰ってくることだった。


　駆真、アステナ、リサ、ウタ、そして左右の角に煌きらびやかな腕うで輪わを装着した魔王が、鷹崎家のリビングに出現する。


「ああぁ……レーベンシュアイツの一大事にこんな……」


　アステナが頭を抱かかえながらううう、とうなる。


　そういえば部屋を出るとき、何やら対策本部がどうとか、宮きゆう廷てい盟めい術じゆつ師しを集めろだとかいう声が響ひびいていた気がしたが、駆真は全く気に留めずアステナを引っ張ってきたのだった。


「別に構うまい。おまえは王の声に気付かず部屋を出てしまった。それでいいだろう」


「そ、そんな……」


「とにかく、犯人は見つけたんだ。約束だぞ、アステナ。今日は在あり紗さの授業参観に出てもらう。それが終われば好きにして構わん」


　駆真が言うと、アステナは諦あきらめたようにため息を吐ついた。


「わかりました……そうします。そ、そんなに時間はかからないんですよね……？」


「ああ。──しかしそのローブでは悪目立ちしてしまうな。私の服を貸すから──」


　と、駆真はそこで言葉を止めた。


　──リビングに、駆真たち以外の何者かがいることに気付いたのである。


「……っ、誰だ」


　警けい戒かいに身体を緊きん張ちようさせ、視線を鋭するどくする。


　駆真たちが戻もどってきてから、まだ一分と経たっていない。つまりは、駆真たちが異世界に行っている間に、家の中に侵しん入にゆうしていたらしかった。──だが、


「……どうも、お邪魔しています」


「ハイ、駆真。ウタは無事に再起動したみたいね」


「沈しず音ねちゃん……閣下？」


　その場に座っていた人物の正体に気付くと、駆真は握にぎった拳こぶしから力を抜いた。


　そう。鷹崎家のリビングにいたのは、目元に見事な隈くまを作った黒ずくめの女の子──沈音と、三つ編みを首にくるりと巻いた略式礼服姿の女──魔人オトだったのである。


「……申し訳ありません。どうやらまた異世界に行っていたようだったので、待たせていただきました」


　沈音が、ぺこりと頭を下げながら言う。


「それは構わないけど……なんで私たちが異世界に行ってたってわかったの？」


「……ああ、それは隠かくしカメ──」


「隠し……？」


「……っ、いえ、か、勘かんです！」


　何かを誤ご魔ま化かすように目を泳がせながら、沈音。


　気にならないではなかったが、今はもっと気になることがある。


「それで、沈音ちゃん。どうかしたの？」


　そこで、駆真はハッとある可能性に気付き、沈音に目を向けた。


「もしかして用事が終わったの？　だから一緒に授業参観に行くために──」


　駆真はパアッと表情を明るくしたが、沈音は申し訳なさそうに首を横に振ふった。


「……すいません。そうではないんです」


「そ、そっか……。えっと、じゃあ一体……？」


「……はい、実は」


　沈音が目配せすると、オトが鞄かばんからノートパソコンを取り出し、テーブルの上に開いた。


　すると沈音がそちらに向き、パソコンを慣れた手つきで操作し始める。


「……これを、見てください」


　言って、沈音がエンターキーを押す。すると、画面に動画が表示された。のどかな高原の風景である。ひゅうっと風がそよぎ、背の低い草を薙ないでいく。


「これは……？」


「……そろそろです」


　と、沈音が言った瞬しゆん間かん、──ひゅごッ！　と、画面内に何かが落ちてきた。


　一瞬にして綺き麗れいに生えそろっていた草を散らし、地面を抉えぐり、その場にクレーターを作る。突とつ然ぜんの事態に、後ろから映像を見ていた皆みなが息を飲む音が聞こえてきた。


「っ、これは、隕いん石せき……？」


　言ってから、すぐにそれが正しくないことに気付く。


「……空エ、獣ア」


　そう。そこにあったのは、どう見ても空エ獣アの死し骸がいだった。


　硬こう質しつ化した灰色の皮ひ膚ふで全身を覆おおわれた、羽を持つ獣けもの。大きさは大したことはない。最も小さな等級のハーピー級である。


　だが、問題はそんなことではなかった。


「空獣が、落ちて……？」


　駆真は今目にしていることが信じられず、思わず目を擦った。


　空エ獣アは、その名の通り、生しよう涯がいを空で過ごす獣の総そう称しようである。


　もともとは異世界に生きる魔ま獣じゆうであったのだが──千年前に魔王の手によりこちらの世界に転送され、神々の力によって地上から放ほう逐ちくされた存在だ。


　その身体は爪つめの先一ひと欠片かけらに至るまで不ふ随ずい意いに浮ふ遊ゆうするようにできており、その特性は、死したあとも変わらない。


　つまり──あり得ないのだ。


　このように、空エ獣アが空から落ちてきて、あまつさえ、その身体が地面に触ふれたままでいるなどということは……！


「……用件は、これについてです」


　部屋の奥から進み出てきた沈音が、声を発する。


「一体……何が起こっているの、沈音ちゃん」


　駆真が問うと、沈音は重苦しい調子で続けた。


「……今朝方から蒼そう穹きゆう園えん国内で数件、似たような事案が発生しています」


「似たような事案……」


「──見たまんまだ。空エ獣アが、重力に従って落下してやがんのさ」


　それに答えたのは沈音ではなかった。中庭の方から別の声が響いてきたのだ。


　目をやると、いつの間にかそこには冬ふゆ香かが立っていた。


　頭部からは角が、臀でん部ぶからは尾おが、そして背からは灰色の無機的な羽が生えており、一目見ただけだと悪魔かと思ってしまうような姿をしている。


「義ね姉えさん！　戻っていたのですか」


「おう。今さっきな。──よっと」


　冬香が軽く身体からだを丸めると、角や尾、羽が、めりめりという音を立てながら彼女の身体に吸い込まれていった。


　数秒あとには、普ふ通つうの人間と何ら変わらぬ姿になる。


「一いつ旦たん〈城しろ〉に行って用件を確かく認にんしてきたんだけど、向こうも似たような状じよう況きようでよ。生まれて間もない子供が何人か、浮遊しなくなっちまってたんだ。幸い〈城〉の中だったから落ちるこたなかったんだけどよ、原因不明の奇き病びようじゃないかー、ってもう騒然よ」


　冬香の言う〈城〉とは、彼女と同じような人型の空エ獣ア──ディアブロ級が住まうそれのことだろう。駆真もリサに囚とらわれたとき、一度訪おとずれたことがあった。……だがまさか、そんなところでも今のと同じ事態が進行していようとは。


　と、リビングの中に入ってきた冬香は、パソコンの前に座った沈音に目を向けた。


「っと、悪い悪い。話の邪じや魔ましちまったかな」


「……いえ、大だい丈じよう夫ぶです。──しかし、そうですか。まさかディアブロ級にまで影えい響きようが出ているとは思いませんでした。予想以上に進行が早いかもしれません」


　沈音の反応に、冬香が怪け訝げんそうな顔を作る。


「原因に心当たりがあるって口くち振ぶりだな」


「……まだ自分でも納なつ得とくがいっていないのですが、一応は」


　沈音は難しげな顔をして頭をかきながら、そう言ってきた。


「今朝方蒼穹園各地から、空エ獣アの落下情報が届きまして、すぐに調査を始めたのですが……その際、私の部屋に奇き妙みようなお客さんがやってきまして」


「奇妙なお客さん？」


　駆真が首を捻ひねると、沈音は未いまだ腑ふに落ちないといった顔でうなずいた。


「……ええ。それは──」


「わたくしたちの」


「ことですわ」


　沈音が言いかけたところで、背後から声が二つ、乱入してきた。


　特とく徴ちよう的な口調。突然のことに一瞬驚おどろきはしたが、振り向くまでには理解と納得ができてしまうくらいには、聞き慣れた声だった。


「天あま由ゆ良ら、霊たま由ゆ良ら」


　その姿を確認するより先に、名前を吐はく。


　声のした方向に目を向けると、そこにいたのは予想に違たがわず双ふた子ごの神だった。


「今日はよくお会いしますわね」


「駆真さん」


　優ゆう雅がな仕草で口元に手を当て、くすくすと笑う。


　なんとも意外な取り合わせではあった。沈音と、地ち宮ぐう院いん姉し妹まい。確かに互たがいに面識はあったはずだが、それも駆真や在紗を介かいしての話である。


　……というか、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの地宮院姉妹だ。駆真は慣れているからまだいいものの、部屋に一人でいるときにいきなり出てこられた沈音は、さぞ驚いたことだろう。


「……それで。天由良、霊由良。一体何故沈音ちゃんのところに」


「ええ。それは」


「沈音さんに協力をお願いするためですわ」


「協力？」


　駆真が訝いぶかしげな声を発すると、姉妹は「ええ」「ええ」とうなずいてから続けた。


「我々の抱えている案件を解決するためには」


「沈音さんの所有している『あるもの』が必要でしたので」


　余計わけがわからなくなって、駆真は首を傾かしげた。その『あるもの』とやらの正体もわからなければ、そもそも二人の抱えていた案件とやらすら、駆真は知らなかったのである。


　駆真の反応からそれを察したのだろう、地宮院姉妹はくすくすと笑うと、ぱん、と互いの手の平を打ち鳴らした。


　すると、二人の前にぼんやりと映像が浮うかび上がる。


　映し出されていたのは、空だった。


　否いな──正しく言うのなら少し違う。


　空、には違いないはずなのだが、何とも見慣れない景色だった。


「これは……」


「ええ。空の果ての果て」


「あなた方が成せい層そう圏けんと呼ぶ領域の景色ですわ」


「……っ、成層圏、だと？」


　駆真はまじまじと映像を見た。──何とも不思議な光景である。空の青がなだらかな曲線を描えがいて眼下に横たわり、その上に夜空のような空間が、層を作って蟠わだかまっている。


　だが──すぐにそんな貴重な景色など気にならなくなった。


　映像の真ん中に、とあるものが映り込んだからだ。


「な……」


　目を見開き、凝ぎよう視しする。──そこには、巨きよ大だいな生物が映り込んでいた。


　六本の長い腕うでが生えた上半身に、長い蛇へびのような下半身。よくよく見ると、その下半身にも、百足むかでの足の如ごとく幾いく本ほんもの腕が生えている。


「っ、古神獣エンシエ……っ！」


　その姿を目にした冬香が、うめくような声を上げる。


　古神獣エンシエ。そういえば冬香から名前だけは聞いていた。


　等級でいえば超ちよう大型種であるティアマット級のさらに上、全長一キロメートルを越こえる最大種の空エ獣ア──ウロヴォロス級。


　先週、〈女王〉の〈城〉を強ごう奪だつしたリサが復活させた、千年前の魔獣軍の生き残りという話だ。突とつ如じよその場に現れた謎なぞのコスプレ男が追い払はらったと聞いていたのだが……どうやらこんなところに流れ着いていたらしい。


　と、駆真はそこでもう一つのことに気付いた。


　件くだんの古神獣エンシエ──ウロヴォロス級空エ獣アが、空に浮いた何かに絡からみついていたのである。


　一瞬、蒼穹園の空の各所に配置された騎き士し団の自律レーダーかとも思ったが──違う。そもそも騎士団のレーダーはこんなところにまで飛ばされてはいないはずだった。


　よくよく見ると、それが、真しん珠じゆ色に輝かがやく巨大な球体であることがわかる。


「なんだ……これは」


　目を細めながら駆真が呟つぶやくと、それに答えるように地宮院姉妹が唇くちびるを開いてきた。


「それは、空くう刑けいの鍵かぎ。我々神たちが、千年前魔獣たちに施ほどこした神しん罰ばつの最高刑──」


「『空刑』を発動させ、維い持じしておくための神器ですわ」


「な──」


　駆真は息を詰つまらせた。


　空刑。それは、地上を荒あらし回った魔獣たちを空に閉じこめるための、神々の業わざである。


「えっと……天由良さん、霊由良さん」


　と、駆真の背後から、リサの声が聞こえてきた。


「これが空刑の鍵……っていうことは、もしこれが壊こわされちゃったりしたら……」


　不安そうな色を声に滲にじませながら、リサが問う。地宮院姉妹は目を伏ふせながら首しゆ肯こうした。


「ええ。きっとあなたが想像している通りになりますわね」


「まったく、大変なことをしてくださったものですわ」


「う……」


　リサが、顔を青くして身を縮こまらせる。


　まあそれも仕方あるまい。〈城〉に封ふう印いんされていたこのウロヴォロス級空エ獣アを復活させてしまったのは、他ほかならぬリサなのだ。


　地宮院姉妹はそんなリサから視線を外すと、さらに続けた。


「全くの偶ぐう然ぜんなのか、地上への郷きよう愁しゆうなのか、それとも何か別の理由があるのか──」


「それはわかりませんけれど、とにかく、先週あの場から追い払われた魔ま獣じゆう──あなた方がウロヴォロス級と呼ぶモノは」


「空の果ての果てを流れて、世界を睥へい睨げいする場所に設しつらえられた空刑の鍵にまで至り」


「今まさにそれを破は壊かいせんとしていますの」


「小型の魔獣の一部が空刑の枷かせを失って地上に落下しているのは、それが原因ですわ」


「もし空刑の枷が完全に破壊されたなら、どんな事態になるのか──わかりますわよね？」


　歌劇を演ずるかのような芝しば居いがかった所作でそう言い、天由良と霊由良は完かん璧ぺきに左さ右ゆう対たい称しようの動きで駆真に視線を向けてきた。


「……っ」


　息を詰まらせる。さすがにそこまで説明されれば、今この状況がどれほど危機的なのか容易に想像がついた。


　そう。もしウロヴォロス級空エ獣アが空刑の鍵を壊してしまったならば──





「──在紗の授業参観が延期になってしまう……ッ!!」





『………………は？』


　数秒おいて。鷹崎家のリビングにいた駆真以外全員（魔ま王おう除く）の声が見事にハモった。


「え？」


　その反応が意外で、駆真は目を丸くして皆みなの顔を見回した。


「……ええと、駆真さん」


　沈音が、頰ほおに汗あせを垂らしながら駆真の服の裾すそをちょいちょい、と引っ張ってくる。


「何？　沈音ちゃん」


「……その、なんというか、空刑の鍵というのが壊されてしまったら、それよりももっと恐おそろしいことが起きると思うのですが」


「もっと恐ろしい──はっ……！」


　言われて、駆真はカッと目を見開いた。


「ご、ごめん、沈音ちゃん。……さすがに認識が甘かったわ」


「……い、いえ。それも大変なことには変わりありませんから」


「そうよね。何しろ空刑の鍵が壊されてしまうってことは、空にいる何千万って空エ獣アが、地上に落ちてくるってことだものね」


「……ええ。その通りです。要は無数の隕いん石せきが衝しよう突とつしてくるようなもの。それだけでも地上は大惨さん事じです。──しかもそれに加えて、外がい殻かくの堅かたい空エ獣アなどの中には、落下の衝しよう撃げきに耐たえ、生き残る個体もいるかもしれません。もしそんなことになったら、一体どれだけの被ひ害がいが出るか見当もつきません」


「それに、空エ獣アの死し骸がいからも浮ふ遊ゆう特性がなくなるっていうことは──」


「……ええ。騎士たちの扱あつかう天てん駆く機関も、その力を失ってしまうということです。人類は武器を失った状態で、空エ獣アの恐きよう怖ふに晒さらされることになります」


　眉まゆを歪ゆがめ、陰いん鬱うつそうな調子で、沈音が言葉を吐く。


　駆真もまた、沈音と同じように苦々しい表情を構築した。


　だって、それはそうだ。そんな事態になったのなら、





「……授業参観は、『延期』じゃなくて『中止』になってしまうかもしれない……！」





　何とも恐ろしい話である。延期ですら駆真の足あし腰こしを立たなくするほどのダメージだというのに、中止になんてなったら、もう立ち直れないかもしれない。


「…………」


　だが何な故ぜだろうか、先ほどよりも長い沈ちん黙もくのあと、沈音が困ったような顔を作った。


「……ん、ええと、まあ……そうです。中止になってしまうと思います。大変でしょう」


「ええ……それは大惨事ね……！」


　駆真が深刻な顔で言うと、沈音は何かに気付いたようにふっと顔を上げて続けた。


「……はい。それどころか、皓こう成せい大付属小が空エ獣アの落下で壊かい滅めつしてしまう恐れもあります」


「！　そ、そんなことになったら──」


「……ええ。学舎を失った在紗は途と方ほうに暮れてしまうでしょう。しかも、近きん隣りんの小学校も同じように空エ獣アの被害を受けている可能性が高いです。転校も容易ではありません。必然的に、在紗の学歴には、大きな空白期間ができてしまうことになるでしょう」


「そんな……なんてこと」


「……最悪の場合、留年という形になってしまい、一つ下の学年の生徒達と同じクラスに割り振ふられる可能性もあります。……既すでにコミュニティが形成されている空間に馴な染じむのは容易なことではありません。段々と、在紗は神経を磨すり減へらしていくでしょう」


「あ、ああ……」


「……そうしてある日、同じクラスの生徒がこう言うのです。『鷹崎さんはなんで年上なのに同じクラスにいるんですかー』……その日を境に、在紗は陰いん湿しつないじめの標的にされていくのです。落書きされた教科書。隠かくされた上うわ履ばき。でも健けな気げな在紗は、駆真さんにだけは心配かけまいと──」


「や、やめて……」


「……でも、やがて限界が訪おとずれます。ある日の朝、駆真さんは異変に気付きます。登校時間になっても在紗が部屋から出てこない。不思議に思った駆真さんは階段を上り、在紗の部屋の扉とびらを開けます。するとそこには、『ごめんね、ねえさま』と書かれた手紙と、首を吊つった在紗の姿が──」


「う、わあぁああああああああああああああああああああああああ──ッ!!」


　駆真は髪かみを振り乱し、頭を抱かかえて叫さけびを上げた。


　そんな駆真の肩かたに。ぽん……と優やさしく沈音の手が置かれる。


「……そうならないためにも」


「ぜ、絶対になんとかしないと……っ！」


　駆真がグッと拳こぶしを握にぎると、沈音はほうと息を吐はいた。


「……お疲つかれさん」


「……いえ」


　何故か冬香が沈音に労ねぎらいの言葉をかけていたが、駆真は気にしなかった。


「……まあ、とにかく、早くなんとかしなければならないわけです」


「ん、わかったわ。私も協力する。──ていうかもとより、そのつもりだったしね」
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　言うと、駆真は沈音、オト、地宮院姉妹、そして冬香に、順に視線を送っていった。


　だが、そこで最初の疑問が顔を出してくる。


「それで──今起こっていることと、その原因はわかったけれど……沈音ちゃん、なんでそれをわざわざ私に教えにきてくれたの？」


　駆真は頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながら訊きいてみた。


　草くさ薙なぎ沈音は蒼そう穹きゆう園えん騎士団団長。要は、蒼穹園最高の武力を指先一つで動かすことができる人物なのである。確かに駆真も腕うでに覚えはあるが、この非常時にわざわざ騎士団長が席を外し、直接会いに来ねばならないほどの人間ではない。


　すると沈音は、ちらと地宮院姉妹の方を一いち瞥べつしてから、唇を動かしてきた。


「……それは──天由良さん、霊由良さんの来訪とも関かかわりがありまして」


「っていうと？」


　続けて問うと、今度は沈音ではなく、地宮院姉妹が大おお仰ぎように身み振ぶりをしながら答えてくる。


「先ほども申し上げましたとおり」


「この事案に関しては我々も手を焼いておりますの」


「天てん幻げん院いんや海かい霊りよう院いんは未いまだ、人間への介かい入にゆうを渋しぶっていますし」


「そうしますと、恐らくこの世界であの魔獣を倒たおすことができるのは──」


　そこで天由良と霊由良はバッと手を振り、駆真に指を突つき付けてきた。


　そして、全く同時に口を開く。


『──駆真さん。あなただけでしてよ』


「なんだと……？」


　駆真は眉まゆ根ねを寄せると、双ふた子ごが虚こ空くうに映し出した映像を一瞥した。


　全長一キロを超こえる超ちよう巨きよ大だいな空エ獣ア。過去に皆の助力を得てティアマット級を仕留めたことがある駆真だが、これは明らかに格が違ちがう。


　加え、場所も問題だった。ウロヴォロス級がいるのは成せい層そう圏けん上なのである。そもそも駆真では辿たどり着くことさえ不可能な領域だ。


　だが、沈音はそんなことは承知の上、といった様子で首肯した。


「……何も、生身で仕留めてこいというわけではありません」


　沈音が、一いつ拍ぱくおいて駆真の目を見直すようにしてから、続ける。


「──草薙家の地下に安置された『最後の魔ま人じん』。駆真さんには、それに乗って成層圏まで行き、ウロヴォロス級空エ獣アを倒していただきたいのです」


「最後の──魔人……？」


　駆真が聞き返すと、背後でウタがガタッと音を立てて立ち上がった。


「おオ！　モシカして、ロドリゲスを起コスんデスかア!?」


「何……？」


　訝いぶかしげに目を細める。ロドリゲス。何だかその名前には聞き覚えがある気がした。


　そう──前にウタが言っていた魔人の名のうちの一つだ。確か、コエ、オト、ロドリゲス。一つだけネーミングセンスが違っていたものだから、ウタの冗じよう談だんか記き憶おく違いだと思っていた。


「……冗談ではなかったのか？」


「エえ？　ジョーだンなわケないジャなイデスカア。ロドリーはチャンといまスヨオ？」


　そうなの？　と問いかけるように沈音を見る。すると、沈音は何だか困ったように頰をかいた。代わりに、オトが口を開いてくる。


「まだ間違えてるの、ウタ。正しくは《言ロゴス》よ。機き甲こう魔人《言ロゴス》。お父様が、ウロヴォロス級を倒すために造り上げた、最大最強の魔人よ。……まあ、初起動の直前に空エ獣アたちが全部空に閉じこめられちゃったから、結局活かつ躍やくの機会はなかったのだけれど」


「あレ？　そウデシたッケ？　アハは、コレはシツレーしまシタ」


　ウタがあっけらかんとした調子で笑う。


　駆真はそんなウタをじとっとした目で見てから、オトに視線を戻もどした。


「──天由良たちが言っていた『あるもの』というのはそれのことですか」


「ええ、そうなるわね。どこから嗅かぎつけたのかは知らないけれど」


「しかし、『乗って』というのは？　その《言ロゴス》というのは魔人ではないのですか？」


　駆真の知っている魔人といえば、ウタとオトくらいのものである。まさか肩かた車ぐるまでもした状態で成層圏まで出ろというのだろうか。さすがに無茶が過ぎると思うのだが。


「最大最強、と言ったでしょう？《言ロゴス》は私たち他ほかの魔人とは違うわ。──全長五十メートルを超える超ちよう巨きよ大だい魔ま人じんよ」


「五十メートル……？　大型のワイバーン級とほぼ同等ですか」


　駆真は何となく、体長五十メートルのウタを想像した。……が、あまりにも間ま抜ぬけなイメージだったのでなかったことにした。


「ええ。──その代わり、《言ロゴス》は私たちと異なって、自律運動ができないのよ。私たち姉し妹まいを鍵キーに、魔人のマスターが手た綱づなを取って、初めてその力を発揮するの。まあ──簡単に言ってしまうと搭とう乗じよう型の巨大スーパーロボットね」


　身も蓋ふたもない説明に、駆真は頰ほおをかいた。


「それに乗って、私にウロヴォロス級を倒せと？　操縦などしたことがないのですが」


「大だい丈じよう夫ぶよ。細かな機体制せい御ぎよは私たちがやるから、あなたは体感的な感覚で操縦ができるはずよ。──どちらかというと、搭乗者が必要な一番の理由は別にあるの」


「別、というと」


「動力よ。──さっきちょうど電話で話していたわよね？　ウタは電気などの直接的なエネルギー、私は有機物などを分解して燃料にしてるって」


　駆真は肯こう定ていを示すようにうなずいた。確かに、そんな話を聞いた気がする。


　だが、同時に薄うすら寒い想像が頭を過よぎった。


「……動力、ということは、搭乗者はその《言ロゴス》とやらに吸収されてしまうのでしょうか？」


　在紗のためならばこの命など惜おしくはないが……それだと、せっかくの授業参観に行けなくなってしまう。駆真は困ったように眉まゆをひそめた。


「ああ、違う違う。そんなおどろおどろしい子じゃあないわよ」


「では、一体」


「ええ。お父様が最後に造った魔人《言ロゴス》の動力は──そうね、簡単に言うと『心の力』ってところかしら」


「心の……力？」


「そうよ。搭乗者の強い意志、感情、そういう目に見えない力によって、《言ロゴス》は目を覚ますの。──稀き代だいの天才であるお父様が、最後の最後に造り上げた、人じん智ちを超えた内燃機関よ。だから……絶対に、心を持つ『人間』が乗らねばならないの」


「…………」


　駆真は無言であごに手を当てた。


　にわかには信じがたい話ではあるが……今まで散々魔法だの神の奇き跡せきだのを体験してきた駆真にとっては、まだ比ひ較かく的てき理解しやすいシステムであるのかもしれなかった。


　それに、とオトは沈音をちらと見てから続けた。


「言ったでしょう。《言ロゴス》を動かせる資格を持っているのは、魔人のマスターだけなの。……うちの引きこもりお嬢じよう様さまが、機体操縦時のＧや衝しよう撃げきに耐たえられると思──あたッ!?」


　オトは言葉の途と中ちゆうですねを押さえた。どうやら、沈音が力いっぱい蹴けったらしい。


「……まあ、オトに言われるのは何だか無む性しように苛いらつきますが、そういうことです。私では、空くう刑けいの鍵かぎに辿り着く前に気絶してしまうでしょう。──駆真さんにしか、頼たのめないのです」


　言って、沈音が深々と頭を下げてくる。


「……お願いします。世界の命運は、駆真さんの手にかかっているのです」


　駆真は目を伏ふせ、細く息を吐いてから、唇くちびるを動かした。


「顔を上げて、沈音ちゃん」


「……駆真さん」


「はっきり言って、世界の命運とかそういうのはあんまり興味ないけど、それを解決しなきゃ、沈音ちゃんも、義ね姉えさんも、天由良と霊由良も、在紗の授業参観に来られないんでしょう？──困ったことに、私、在紗に全員を連れていくって言っちゃったんだよね」


「……それじゃあ──」


　駆真は、大きくうなずいた。


「いいわ。やってみる。絶対にウロヴォロス級を倒して、空刑の鍵を守ってみせる。──あと三時間以内に！」


「……さ、三時間……ですか」


「ええ。最悪でも四時間ね。そうしないと、授業参観に間に合わないもの」


　駆真がきっぱりと言うと、沈音はしばしうなったあと、諦あきらめたようにうなずいた。


「……そうですね」


　駆真はよし、と天てん駆く機関をがしゃりといわせ、足を窓の方に向ける。


「善は急げよ。早さつ速そく準備しましょう。──ええと、その《言ロゴス》っていうのは沈音ちゃんの家の地下にあるのよね？」


　だが、沈音はううむと難しげに眉をひそめた。


「……そうなのですが、もう一つ懸けん案あん事じ項こうがあるのです」


「懸案事項？」


「……はい。《言ロゴス》の制御装置となる魔人たち、そして手綱を握にぎり、『心の力』を供給するマスター……それは用意できたのですが、それだけでは《言ロゴス》は起動しないのです。さっきオトが言ったように、《言ロゴス》は結局、千年前の戦いでも一度も使われていません。──だから、最初の起動承認がまだ済んでいないのです」


「起動承認……それは、どうやったらできるものなの？」


「……それは……」


　駆真が問うと、沈音は隣となりにふよふよと浮ふ遊ゆうしていた地宮院姉妹に目配せした。


　二人は「ああ」「ああ」と何かを思いだしたように同時に手を打つと、小さくうなずきながら返してきた。


「ご安心くださいませ」


「それに関しては心当たりが──」


　と。霊由良の言葉の途中で、ピンポ──ン、と、玄げん関かんのチャイムが鳴り響ひびいた。


「あらあら？」


「お客さんですの？」


　天由良と霊由良が振ふり返り、首を傾かしげる。


「いい。無視しろ。どうせ訪問販はん売ばいか何かだろう」


　駆真はフンと鼻を鳴らしながらそう言った。実際、今は来客などに構っていられるような状じよう況きようではない。


　訪問者は幾いく度どかチャイムを鳴らしていたが、しばらくすると、ぴたりと音が止やんだ。


　が──


「ああッ！　駆真さん！　やっぱりいるじゃないですか！」


　玄関の方から回り込んできたのだろう、中庭から、いやに暑苦しい声が響いてきた。


　黒くろ髪かみを引っ詰つめにした男──松永衛二が、何な故ぜかコートを頭から被かぶせられた怪あやしげな男の手首を摑つかみながら、のしのしと駆真たちの方に歩いてくる。


「……松永。何故こんなところに」


　駆真が至し極ごく面めん倒どうくさそうな顔で言うも、衛二は気に留めた様子もなく自信満々といった調子で胸をドンと叩たたいた。


「一目駆真さんにお会いしたく」


「よし、失うせろ」


「即そく答とうッ!?」


　衛二はわかりやすく表情を崩くずし──しかし何かを思いだしたように顔を上げた。


「そうだ、聞いてください駆真さん！　俺、駆真さんちの周りをうろついてるストーカーを捕つかまえたんです！」


「何……？」


　衛二の言葉に、駆真は眉をぴくりと動かした。


　色々なことが起こりすぎて失念していたが、そういえばそんな問題もあったのだった。


「その男が、か？」


「はいっ！」


　駆真が怪しげな男を指さすと、衛二は大おお仰ぎようにうなずき、男の頭にかかっていたコートをバサッと取り払はらった。


　中から出てきたのは、眼鏡をかけた人の良さそうな男だった。もの凄すごく気まずそうな顔を作りながら、駆真たちと視線を合わせまいと、明後日あさつての方向を向いている。


　──その男の顔を見た瞬しゆん間かん。


「────」


　駆真は、言葉を失った。冬香とリサも、同じようにポカンとしている。


　──意味が、わからない。だって、そこにいたのは……


「兄、さん……？」


「とうさま……？」


「シュウ……？」


　駆真、リサ、そして冬香が、思い思いにその男を呼ぶ。


　そう。そこにいたのは紛まぎれもなく、駆真の兄であり、在紗の父であり、冬香の夫。


　──五年前に死んだはずの、鷹崎宗しゆう吾ごだった。


「な、これは一体……」


　呆ぼう然ぜんと声を発する。


　──だが。駆真はそこで異変に気付いた。


　言葉を失っていたのは、駆真たち鷹崎家の面々だけではなかったのである。


　何故だろうか、ウタ、オト、アステナ、地宮院姉妹、そして魔ま王おうまでもが、意外そうな顔を作っていた。


　そして数瞬のあと、それぞれが口を開く。


「オおヤア？　博士ジャないデスカア」


「お、お父様……!?」
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「へ……ヤマダさん？」


「あらあら、知ち練れん院いん。捕まってしまいましたの？」


「わたくしたちが紹しよう介かいしようと思っていましたのに」


「な──き、貴様、勇者ではないか……！」


「……………………は？」


　さすがに思考が追いつかず、駆真は目を点にした。





　　　　◇




　二時間目、算数の授業が終わり、先生が教室から出ていく。


　起立と礼を済ませた在紗は、算数の教科書とノートを鞄かばんにしまい込むより先に、黒板の上の時計に目をやった。


　十時四十分。まだ授業参観までは時間があるが、そわそわする気持ちは抑おさえられそうになかった。駆真は無事、みんなの問題を解決できたのだろうか……？


「アリサー、次の授業って社会だよね。なんか課題あったっけ？」


「…………」


「ねー！　アーリーサー！」


「へ……っ？」


　と、そこで呼び声に気付き、在紗はハッと目を見開いた。前の席の美み須す々ずが、身体からだをぐんと反らして、顔を逆さにしながら在紗に目を向けてきている。


「あ、ご、ごめん美須々。何か言った？」


　美須々は顔を上げ、椅い子すの向きを変えてから言葉を続けてきた。


「いや、だから、社会で課題とか出てないよね、って」


「あ、ああ……ええと」


　どうだったろうか。記き憶おくを探さぐるように頰ほおをかく。


　そんな在紗に、美須々はじとーっとした視線を向け……そして不敵に笑ってみせる。


「ほっほっほ。なんかもー心ここにあらずって感じですなー。そんなに授業参観楽しみ？」


「や……えと、そういうわけじゃ……なくもないけど」


　在紗が言葉を濁にごしながら顔を俯うつむかせていくと、美須々はさらに楽しげに笑った。


「ま、当然っちゃ当然か。確か六時間目の発表、ウチのクラスの女子代表ってアリサだったわよね？　晴れ舞ぶ台たいじゃない。なんか体育館に移動するからって、保護者以外も呼んでいいんだっけ？　ま、作文発表する生徒の親以外誰だれが興味あんのかって感じだけどさ」


「ん……確かに」


　言われてみればその通りである。苦く笑しようし──すぐに「あ」と思い直す。


「？　どしたのよ」


「えっと……もしかしたら、ねえさまがお友だちを連れてくるかもしれないんだ」


「お友だち？」


「うん。アステナさんとか、ウタさんとか……あとは天由良さんに霊由良さんとか」


「え、マジで？　超ちよう久々じゃない！」


「それと──もしかしたら沈音ちゃんも」


「ええっ!?」


　美須々が目を剝むいて驚おどろきを露あらわにする。それはそうだろう。沈音は昔一時期だけではあるが、このクラスに在ざい籍せきし、一いつ緒しよに授業を受けていたこともあるのである。


「ホントに？　うっわ、よっしゃ、一発殴ろ」


「な、なんでそうなるの……っ？」


「だってあの子、あたしたちに一言も言わずに転校してっちゃったじゃない。次会ったときは絶対に一発ボコって連れん絡らく先さき聞いとこって決めてたのよ」


「連絡先聞くのはいいけど、暴力は駄だ目めだよ……」


　在紗が苦笑すると、美須々は「ジョーダンよ、ジョーダン」と手をひらひらさせた。


「しっかし、随ずい分ぶん呼ぶのね。カルマさんだけ五時間目からいて、あとは六時間目から合流って感じ？」


「うん……あ、でも、五時間目から来るのはねえさまだけじゃないよ？」


「え？　五時間目は教室だから、保護者だけでしょ？」


「うん。だから、ねえさまと、かあさまが来るの」


「ふーん…………って、えええええぇぇぇぇッ!?」


　突とつ然ぜん美須々が大声を上げ、ガタッと音を立てて椅子から立ち上がった。クラスメートたちが、なんだなんだと視線を送ってくる。


「み、美須々……どうしたの？」


「どうしたの？　じゃないでしょーがッ！　か、かあさまって、お母さんってこと!?」


「うん、そうだけど……」


「アリサのお母さんって、その……ッ、……っ、い、生きてたのッ!?」


　美須々は途と中ちゆう、別の婉えん曲きよく表現を探そうとしてか言葉を詰まらせたが、結局見つからなかったらしく、直接的にそう言ってきた。


　在紗はポンと手を打った。そういえば、美須々にはまだ言っていなかった気がする。


「えっと……実は今年の夏休みにね、かあさまが帰ってきたの」


「……っ、そ、そうなの？」


　美須々はしばらく「はー……」だの「へー……」だのとうなり、うんうんとうなずいてから続けてきた。


「そっか……詳くわしいことは知らないけど、良かったわね、アリサ」


「うん……」


　改めて言われると、なんだか照れくさかった。苦笑しながら頰をかく。


「しっかし、そっか。今日はアステナやウタだけじゃなく、沈音やアリサママにも会えるわけか。はー、こいつは楽しみになってきたわね。ねえねえ、アリサのママってどんな人？」


　問われて、在紗は指をあごに当てた。


「すごく綺き麗れいで、格好良くて……」


「ふんふん」


「強い信念を持ってて……」


「ふんふん」


「騎き士し団本部を一人で壊かい滅めつさせちゃうくらい強くって……」


「ストップ。なんか変な言葉が聞こえてきたわ」


「あ」


　いけない、と在紗は口を覆おおった。


「えっと、冗じよう談だん……だよ？」


「わかってるわよ。……アリサがいうと何か冗談に聞こえないけど。ていうか何で最後疑ぎ問もん符ふ付けたの？」


「え、ええと、いや、あはは……」


　適当に誤ご魔ま化かすように笑うと、美須々はやれやれと肩かたをすくめてきた。


「あ、でもアリサママが見つかったってことは、一緒にアリサパパも？」


「あはは、それは……ないかな」


　一いつ瞬しゆん今朝方のやりとり──在紗の父を名乗る人物からの電話の件が頭を掠かすめるが、まあ……あれは無関係だろう。


「ん、そっか……なんかごめんね」


「ううん。気にしてないよ」


　在紗が首を小さく横に振ふると、美須々は椅子に座り直しながら言葉を継ついできた。


「そういえば、アリサパパの話って、あんまり聞いたことなかったわよね。どんな人だったの？」


　先ほど冬香のことを訊きいたのと同じように、美須々が問うてくる。在紗は父の顔を思い出すように視線をふっと上にやった。


「えっとね、すごく頭がよくって、私が何を訊いても、全部答えてくれるの。それで、すごく優やさしくて、いつも笑ってたのを覚えてる」


「ふうん……素す敵てきな人だったのね」


「うん。とっても」


　在紗はにこりと微笑ほほえんだ。





　　　　◇




　その、すごく頭がよさそうで、すごく優しそうで、いつも笑っていそうな眼鏡の男は、皆みなの視線に晒さらされて気まずそうに身を縮こまらせていた。


　草薙邸ていに向かうリムジンの中である。広い後部座席には、駆真、リサ、魔王、ウタ、沈音、オト、天由良、霊由良、アステナ、冬香が腰こし掛かけており──それら全員の視線が集まる一番後ろの席に、鷹崎宗吾が肩をすぼめて座っていた。


　突とつ如じよとして現れた宗吾に、皆驚おどろいていたのだが……とにかく今は時間がないということで、細かい話は移動中にしようということになり、宗吾を囲む形で車に乗り込んだのである。ちなみに衛二はいろいろと説明するのが面めん倒どうなうえ、あまり役に立ちそうもないので、とりあえず労ねぎらいの言葉をかけて置いてきた。


「──それで」


　駆真は、静かに声を発した。


「説明してもらいましょうか、兄さん。──在紗を放ほうって、今までどこにいたのかを」


「いやぁ……そ、そのですね」


　宗吾は言いながらちらと視線を上げて、後部座席に座る面々をぐるりと見回し──観念したように息を吐はく。


「……わかりました。話します。──大だい丈じよう夫ぶですよね、地宮院」


「ええ」


「別に問題ありませんわ」


　天由良と霊由良（一応は座席に座った格好を取っているのだが、よく見るとほんの少し浮ういていた）が首しゆ肯こうすると、宗吾は静かに話を始めた。


「──五年前。僕は冬香の発する誘ゆう性せい物質を抑よく制せいする方法を探し求めていました。そして研究を進めるうち、一つの結論に達したのです」


「結論、というと」


「不可能だ、という結論です。少なくとも、今の人間の技術では」


「な……」


　駆真は眉まゆをひそめた。


　だって、それはそうだ。冬香と在紗の発する誘性物質の問題は、未いまだ解決していないのである。恐おそらくこの世で最も誘性物質について詳しい研究を重ねていたであろう宗吾の口からは、絶対に聞きたくない言葉だった。


　だが宗吾は、すぐに首を振って言葉を続けた。


「だから、僕は求めたんです。人じん智ちを超こえる領域──神の力を」


「な──」


　駆真はハッとして天由良と霊由良の方を見やった。そういえば先ほど、この双ふた子ごは宗吾のことを奇き妙みような名で呼んでいた。


「僕は五年前、空の神・天幻院の迷めい宮きゆうを抜ぬけ、知識の神の称しよう号ごうを手に入れました」


「そうそう。確か駆真さんが現れる前までは」


「人間の中で最も早く迷宮を抜けたのでしたわね」


　宗吾の言葉に付け加えるように、地宮院姉妹がうなずきながら言う。


　だがそのあまりに唐とう突とつな告白に、一同はポカンとしてしまっていた。


　苦笑しながら、宗吾が話を続ける。


「ですが……その直後、予想外の事態が起こってしまいまして」


「予想外の事態……？」


「ええ。──時の神の力によって、千年前の蒼そう穹きゆう園えん──皇おう華か栄えい禅ぜん帝てい国こくに時間遡そ行こうさせられてしまったんです」


「っ、時の神。……時じ生しよう院いん・神かん無なですか」


「！　よく知っていますね、駆真」


「ええ。ついさっき会ってきました」


「へ……？」


　駆真の言葉に、今度は宗吾が目を丸くした。だが、宗吾が質問をしてくる前に、駆真は次なる問いを発する。


「……しかし一体何故、時生院は兄さんを千年前などに送ったのですか？」


「それについては」


「我々が説明致いたしますわ」


　答えたのは、宗吾ではなく地宮院姉妹だった。左さ右ゆう対たい称しようの所作で指を立て、言ってくる。


「正しく言うのなら、五年前の時生院が知練院を千年前に送ったのではなく」


「千年前の時生院が、知練院を自分の時代に呼び寄せたのですわ」


「……っ、一体何のために」


　詰きつ問もんするかのような口調で問う。双子は芝しば居いがかった動きで大おお仰ぎように首肯した。


「──千年前。ちょうど異世界より魔ま獣じゆう軍が押し寄せてきたときのことですわ」


「時生院が、あらゆる時代の神の中から最適な人材を選び、その時代に召しよう喚かんしたのですわ」


「最適……だと？　一体何にだ」


　訝いぶかしげに駆真が訊くと、双子はオーバーリアクション気味に首肯した。


「ええ。人間を守る機き巧こう人形──」


「通つう称しよう・魔ま人じんを造り上げることのできる神を召喚したのですわ」


「……っ、魔人を──？」


　駆真は目を見開くと、座席に座ったウタとオトを見やった。二人はその視線に気付いてか、こくりと首を前に倒たおす。


「ソウですそうデス。そノ方がワタクシたちヲ造……ゲフンゲフン、何トイウか、こう、生み出シテくれタ、超ちよう越えつ存在的なアレなのデス」


「──正直、驚おどろいてるわ。……や、まあ、でも考えてみれば道理なのよね。魔人のマスター認にん証しようは当時の三大貴族の血脈を継ついでないと成されないはずだもの。てっきり八や咫た家か八尺やさか家の分家筋か、誰だれかの愛人の子供かが鷹崎家の先祖にいるものだと思ってたわ。まさか駆真がお父様の妹だったなんて」


　ウタとオトが言うと、宗吾は肩をすくめながら笑った。


「あはは……まさか僕も、千年越ごしで二人に会うとは思っていませんでしたよ」


　だが駆真は、ぴくりとも笑わなかった。そんな駆真の表情を見てか、段々と宗吾の顔も元の申し訳なさそうなものに戻もどっていく。


「それで、兄さん。そのあとは。結局空エ獣アは全すべて空くう刑けいによって空に閉じ込められたのでしょう。またこちらの時代に戻って来られたのでは？」


「ええ……僕があちらの時代に呼び出されてから数年後、神々がついに重い腰こしを上げ、空刑が執しつ行こうされました。──ですがその後、神々はもう魔獣がこちらの世界に流れ込んでこないよう、抜ばつ本ぽん的てきな対策を講じることで合意しまして」


　駆真はあごに手を当てた。そういえばひと月ほど前、天由良と霊由良がそんなことを言っていた気がする。


「──確か、下級神を一人選定し、神器を与あたえて、異世界に送ったのでしたか」


「そ、そんなことまで知ってるんですか、駆真」


「ええ、まあ。……色々と機会がありまして」


　駆真がうなずくと、宗吾は感かん嘆たんするようにうなってから口を動かした。


「……それで、ですね。実はその下級神の選定というのが、くじ引きで行われまして。まあ、なんというか……僕が見事当選してしまったんです」


「…………」


　話の流れからなんとなく予想は付いていた。額に手を当てて頰ほおをぴくぴくと動かす。──主に、この世界の神々のいい加減さに。


「それでまあ、神器ヴェクサシオンを携たずさえてレーベンシュアイツ……ああ、異世界の国の名前なんですけどね」


「知っています。続きを」


「……駆真は何でも知ってますねえ」


　宗吾は肩かたをすくめて苦く笑しようした。


「ええと、じゃあ、続きですけど……まあ、半年くらいかけてレーベンシュアイツの諸島を巡めぐり、仲間を集めて、皇華栄禅に魔獣を送り込んだと思われる犯人──魔ま王おうのもとへと辿たどり着いたわけです。いやー、強かったですよ。ヴェクサシオンのおかげでなんとか封ふう印いんすることができましたけれど、正直死ぬかと思いました」


「……ふん」


　不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らしたのは魔王だった。短いそうきゅんの前足を器用に組み、忌いま々いましげな視線を宗吾に向けている。


「初代勇者……まさか貴様と再び見まみえるとは思わなんだ。次にその顔を見たときには、問答無用で縊くびり殺してやろうと決めていたのだが──ふん、自分がアリサの父であることに感謝しておけ」


「あはは……っていうか、本当にあなたがあのルーン・ロヴァルツなんですか？　随ずい分ぶん可愛かわいくなってしまったというか……見た目を除いたとしてもなんだか恐ろしく邪じや気きが薄うすれたというか……」


「当然だ。今の私は愛に生きると決めたニュー私だからな。不本意だが特別に義ち父ち上うえと呼んでやろう。ありがたく思え」


「……？　はあ、ありがとうございます」


　今ひとつ魔王の言っている意味がわからないといった調子で、宗吾が返す。と、そんな二人のやりとりを見ていたアステナがそわそわした様子で会話に割り込んでいった。


「そ、その……ヤマダさんじゃなくて、シュウゴさん、でいいんですよね……？」


「はい、そうですが」


「わッ、私、レーベンシュアイツ宮きゆう廷てい盟めい術じゆつ師しのアステナ・エリーウッドと申します……！　ま、まさか伝説の初代様にお会いできるだなんて……こッ、こここここ光栄です……！」


「ああ、はい。これはどうも。こんな若い女の子が宮廷盟術師とは、驚きました。素す晴ばらしい才能だと思いますよ。その力、是ぜ非ひ平和のために役立ててください」


「は……ッ、はい……っ！」


　もう感動で泣きそうな顔になりながら、アステナが胸むな元もとで手を組む。


　彼女の気持ちもわからないではなかったが、今はこちらが優先である。駆真はわざとらしい咳せき払ばらいを一つこぼした。それに気付いた宗吾が、「ああ、すいません」と話を続ける。


「ええと──そうそう、レーベンシュアイツの魔王討とう伐ばつまで話しましたよね。それから僕は皇華栄禅に戻って、元の時代に戻してもらえるよう時生院に頼たのみに行こうとしたところで……今この時代に引っ張ってこられたんです。──復活したウロヴォロス級空エ獣アを、なんとかするために」


「…………」


　駆真は無言で腕うで組ぐみしたまま、思考を巡らせた。


　あまりに突とつ拍ぴよう子しもなく、脈みやく絡らくもなく、現実味もない話である。


　普ふ通つう、五年も家を空けていた兄がこんなことを口走り始めたなら、下手な言い訳と尻しりを蹴けるか、深刻な心の病気だと精神病院に連れていくかするところだろう。


　だが──駆真には、宗吾が話してくれた体験談を、全く噓うそと断ずることができなかったのである。


　異世界に、古代に、神の領域。


　駆真も四ヶ月前、細部は違ちがえど、似たような体験をしてしまっていたのである。


　それに宗吾の話が本当だとすると、色々なことに辻つじ褄つまが合うのもまた、事実であった。


　駆真はしばしの間そうしたあと、腕を解き、はぁと大きなため息を吐ついた。


「……いいでしょう。信じます」


「！　ほ、本当ですか!?」


　信じてもらえるとは思っていなかったのだろうか、宗吾がホッとした様子で言ってくる。


　駆真は小さくうなずきながら続けた。


「五年後とはいえ、こちらに戻って来られたわけですし、この一件さえ終われば、こちらにとどまっていられるのでしょう？　正直、助かりました。在紗と義ね姉えさんの誘ゆう性せい物質の問題もあります。早くなんとかしなくては──」


「や……ええと、その」


　と、宗吾がまたも気まずげに頭をかいた。


「なんですか？」


「その、ですね。僕はウロヴォロス級を倒して、在紗の授業参観に出たら、千年前に戻されてしまうんです」


「……っ、なんですって？　どういうことです」


「ええと……なんでも、僕は不ふ慮りよの事故で死んでしまう直前にこちらに連れてこられたらしいんですよ。だから、こちらでの用事が終わったら、千年前に戻って死ななければならないらしいんです。──あ、安心してください。誘性物質を抑よく制せいする方法は、基き礎そ理論が大体固まっています。ちゃんと資料を作成していきますので──」


「どういうことだ」


　と、駆真は視線を鋭するどくし、問うた。


　宗吾にではなく、天由良と、霊由良に。


「どういうこと、と仰おつしやられましても」


「そういうこと、としかお答えできませんわ」


「…………」


　駆真はしばしの間考えを巡らせると、口を開いた。


「……貴様らも、あのウロヴォロス級とやらを倒せねば困るのだろう」


「ええ、まあ」


「そうですわね」


「そしてウロヴォロス級を倒せるのは、少なくとも今私しかいない」


　駆真がそう言うと、双ふた子ごは面おも白しろそうに口元を歪ゆがめた。


「あらあら、もしかして」


「わたくしたちに取引を持ちかけるおつもりですの？」


　駆真は肯こう定ていを示すようにうなずいた。地宮院姉妹はそんな駆真に不ふ遜そんであると憤いきどおりを見せるでもなく、心底楽しそうにくすくすと笑った。


「神階第三位・地宮院にそんな滅め茶ちや苦く茶ちやな取引を申し出るだなんて」


「さすがに肝きもが据すわっておられますわね」


「その気き概がいに免めんじて応と答えて差し上げたいところですけれど」


「あいにく、知練院の管かん轄かつはわたくしどもではございませんの」


「では、誰に言えばいい」


　駆真が問うと、双子はシンメトリーの所作で指をピンと立てた。


「それはもちろん、知練院をこちらの時代に呼び寄せた」


「時生院・神無さんですわ」


「…………」


　駆真は無言で目を据わらせると、宗吾に視線を戻した。


「問題ありません、兄さん。私が話をつけてきます」


「え……ええッ!?」


　宗吾が、あからさまに驚いた様子で声を発する。


「は、話をつけるって……神との取引は、そんな簡単なことじゃないですよ……？　まして相手は時生院。絶対の時の番人です。そんなこと──」


「天由良、霊由良。私を子供に戻もどしたことがあったな。今度また頼めるか」


「ええ」


「構いませんわ」


　駆真の問いに、双子が首しゆ肯こうする。駆真は再び宗吾に向いた。


「やはり問題ありません。私がおねだりしてきます」


「は……はあ……」


　駆真が言うと、宗吾は腑ふに落ちない顔をしながらもどうにか納なつ得とくしたようだった。


　と──そのタイミングで、車がキキッと停車する。


　その後すぐに運転手が外に出、後部座席のドアを開けてきた。


「到とう着ちやくいたしました、お嬢じよう様さま」


「……ん。ご苦労様」


　沈音はそう言うと、車内にいたメンバーの方に顔を向けた。


「……申し訳ありませんが、続きは地下でお願いします」


　言って、車を降りていく。他ほかの面子メンツも、それに従って降車していった。


　車はいつの間にか草薙家の敷しき地ちに入っていたらしい。目の前に、騎き士し団の本部庁舎と同じくらい巨きよ大だいな屋や敷しきが聳そびえ、背後には、広大な森林が広がっている。個人でこんな土地を所有しているのは、蒼そう穹きゆう園えんでは女王陛下を除けば草薙家くらいのものだろう。


「……さあ、こちらです」


　沈音が、皆みなを屋敷の中へと誘ゆう導どうする。駆真たちはそれに従って屋内へと入っていった。


　だが──


「……？　どうかしたのですか、冬香さん、宗吾さん」


　沈音が背後を振ふり返り、首を傾かしげた。見やると、冬香と宗吾だけが何故か、屋敷の外に立ったままであることがわかる。──否いな、正確に言うと、冬香が顔をうつむかせたまま宗吾の服の裾すそを引っ張り、その場にとどめているらしかった。


「……わ、悪わりーけど、あたしたちはあとから行くから、先行っててくれや」


　冬香にしては小さな声で、そう言ってくる。


「……？　何な故ぜですか。地下までは道が複雑です。一いつ緒しよに行った方が──」


　と、そこで沈音の口にオトの指が一本当てられた。


「お嬢様。先に行きましょう。道がわからないようであれば、私が迎むかえに来ます」


「……？　なんでそんな。わざわざ手間をかけなくても」


「いいから、行きましょう。ね？」


「……わ、わかったわよ。──では、冬香さん、宗吾さん。先に行っています」


「……おう」


　冬香が、小さく手を上げて答える。その際も、顔は下に向けたままだった。


　そういえば、と駆真は思い起こした。あの饒じよう舌ぜつな冬香が、車内では一言も発していなかったのである。


　沈音について家の中に入り──その、大きな扉とびらが閉められる。


　と、そのすぐあとに。


『……う、う、ぅ、ぅえっぇぇぇぇぇぇえ……シュウ、シュウ、シュウぅぅぅ……ッ』


『わ、わわっ、落ち着いてください、冬香……っ』


　背後からそんな声が聞こえてきて、駆真は思わず目を丸くしてしまった。








　沈音の言うとおり、地下への行き方は少々複雑だった。


　廊ろう下か奥の隠かくし扉を抜ぬけ、網もう膜まく認証、指し紋もん認証、声せい紋もん認証などのロックがついた扉を幾いくつか抜け──ようやく大型のエレベーターに辿たどり着く。


　そのエレベーターに揺ゆられること数分。ようやく、駆真たち一行は草薙邸ていの最深部にまで辿り着いた。


　そこは、地下とは思えないほど広大なスペースになっていた。頑がん強きようそうな壁かべと、そこら中に置かれた、見たこともない巨大な機械部品のようなものが、等とう間かん隔かくに設しつらえられた照明に照らされている。


　そして──その最奥に。


　巨大な機械の人形が、安置されていた。


「これが……《言ロゴス》」


　その魔ま人じんを見上げ、駆真は思わず呟つぶやいていた。


　ウタやオトなどとは根本的に異なる形をしている。彼女らは大きさも外見も人間そっくりであるが──《言ロゴス》はまさに人型をした機械だった。無機的な体表に、すらりとしたフォルム。なるほどオトの表現は適当だったのかもしれない。その姿はまさに、男の子が夢中になる巨大ロボットそのものだった。


　と、そこで駆真は、その《言ロゴス》に、気になる点を見つけた。


　なんとなく……なのだが、手足や胴どう部ぶの装そう甲こうに、違い和わ感かんがあったのである。巨大な装着型の天てん駆く機関を着けているかのような形をしているのだが、どうもそこだけが妙みように新しい素材でできている気がしたのだ。


「……気付きましたか」


　駆真のそんな様子を察したのか、沈音が唇くちびるを開いてきた。


「……そうです。あの装甲は、私たちがのちに付け加えた、《言ロゴス》専用の天駆機関です。もともと《言ロゴス》は陸上及および海中での戦せん闘とうを想定して造られたもので、空を飛ぶようにはできていなかったもので」


「天駆機関……って、こんな巨大な──？」


　言われて、駆真は《言ロゴス》の姿容を見直した。確かに天駆機関に似たフォルムだとは思ったが──まさか本当に天駆機関だとは。


　しかしそうなると、一体どんな空エ獣アの死し骸がいを使ったのだろうか。通常、装着型の天駆機関は、内部緩かん衝しよう材ざいと外がい殻かく装そう甲こうで空エ獣アの死骸を挟はさみ込むような構造をしているが、この空エ獣アの死骸に亀き裂れつが入っていたりすると強度が格段に落ちるため、普ふ通つうは一個体の空エ獣アの死骸を使用する。


　人間が使用するそれであっても、グリフォン級からワイバーン級程度の大きさがないと、十分な強度は得られない。


　ここまで巨大な機体に装着する天駆機関ともなると──


「……ええ。駆真さん。あなたが今年の五月に倒たおした空エ獣アを覚えていますか？」


「五月……？　っ、もしかして」


　思い当たることがあって、駆真は眉まゆを跳はね上げた。


「……そう、ティアマット級空エ獣アです。皓成大付属小学校上空に現れた超ちよう大型種。──《言ロゴス》の天駆機関には、回収されたその死骸を使用しています」


「なるほど……」


　駆真は感かん嘆たんじみた息を吐はいた。


　なんともスケールが大きい話ではあるが……確かに、あそこまで巨大な空エ獣アの死骸を、わざわざ分割して使うのはもったいない。ある意味理想的な使用法なのかもしれなかった。


　と、背後を歩いてきていたオトが、駆真の背に声をかけてくる。


「──さ、じゃあ早さつ速そく準備しましょうか。駆真は着き替がえてきてちょうだい。私たち三人は先に《言ロゴス》に乗り込んでるから」


「……？　三人？」


　オトの発した言葉に、駆真は首を傾げた。


「ええ。言わなかったかしら？　この《言ロゴス》は私たち魔人が制せい御ぎよ装置となって……」


「いえ、それは聞いたのですが……ウタと閣下だけではないのですか？」


　駆真が言うと、オトはいいえ、と首を振った。


「お父様が造った魔人姉し妹まいは、《言ロゴス》を除いて三人。その全すべての力を結集しないと、《言ロゴス》を動かすことはできないわ」


「……っ、それでは結局──」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶよ。もう最後の一人は呼んであるから」


「もう一人……三人目の魔人──ということですか？」


　オトがゆったりと首肯する。


「ええ。ちょっと仕事が忙いそがしいらしいんだけど、無理を言って来てもらったわ」


「……魔人が仕事を？」


「ええ。もともと皇おう華か三大貴族の一つである八尺に仕えていた魔人なのだけれどね、ちょっと前に八尺の家が没ぼつ落らくしちゃってから、マスターであるお嬢様の学費を稼かせぐために働いてるのよ。別にそれくらい私たちが援えん助じよするって言ってるのに、頑がん固こなんだから」


　と。そんなオトの言葉に応こたえるように、地下室に、足音がもう一つ増えた。


　ゆっくりと、駆真たちの方に寄ってくる。


　──そして。


「……あー、もう、最悪よ。ウタと久々に会たものだから、ついつい話し込んじゃたよ。鳶とび一いち先生どこ行たのホント……」


　そんな鬱うつ々うつとした呟きを吐きながら、サングラスにスーツの編集者が、姿を現した。


「……っ、八や坂さか、言こと枝え……？」


「ぬあ！　あなたあのときのファン！」


　言枝は、駆真を見るなりビシッと指を突つき付けてきた。


「あら、何、二人ともいつの間に知り合ってたの？」


　オトが、意外そうに言ってくる。駆真はオトと言枝の顔を交こう互ごに見ると、怪け訝げんそうに眉を歪ゆがめた。


「……閣下？　何故この編集者がここに？」


「何言ってるのよ、駆真」


　オトが、言枝の肩かたにポンと手を置き──言った。


「彼女が、最後の鍵かぎ。私の姉でウタの妹。──皇華栄禅の魔人・コエよ」
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「ぐ……これは、こうでいいのか……？」


　沈しず音ねに案内されたロッカールームで、駆かる真まは悪あく戦せん苦く闘とうしながら、用意されていたパイロットスーツに着替えていた。


　どうにか身体からだをスーツにねじ込み、ふうと一息。壁の姿見をちらと見やる。


　不思議な肌はだ触ざわりの素材でできた、全身をぴっちりと覆おおうスーツである。肩や首周りなどに何らかの装置と思おぼしきパーツが付いているが、基本的に身体のラインをくっきりと浮うかび上がらせるデザインのため、一分も肌を晒さらしていないというのに、どことなく気き恥はずかしかった。


　とはいえ、これも在あり紗さの授業参観のためである。文句は言っていられない。駆真は先ほど脱ぬいだ天てん駆く機関を手に取ると、再び手足に着装していった。


　沈音の話によると、駆真のマーケルハウツ式天駆機関であれば、着装状態でも《言ロゴス》を動かせるとのことだった。むしろ、万が一機体が破損したりした際に脱だつ出しゆつできるよう、装着しておいてくれと言われている。


「……よし」


　天駆機関を着装し、傍かたわらに用意されていたヘルメットを担かついでロッカールームを出る。


　真っ直すぐに延びた廊ろう下かを歩くと、すぐに先ほどの広い空間──格納庫のようなエリアに辿たどり着いた。


　もうそこには、宗しゆう吾ごと冬ふゆ香かの姿もあった。宗吾が何やら、携けい帯たい端たん末まつを持った沈音と話をし、冬香はその服の裾すそを摘つまみながら、目をごしごしと擦こすっている。


　他ほかのメンバーは皆みな、《言ロゴス》やその他の機材を物もの珍めずらしそうに眺ながめていたのだが……もう《言ロゴス》に乗り込んでしまったのだろうか、ウタ、コエ、オトの三姉し妹まいの姿は、どこにも確かく認にんすることができなかった。


「……あ、駆真さん」


　沈音が駆真の来訪に気付いたらしい。こちらに目を向けてくる。


「ああ、大丈夫よ。続けて」


「……いえ、もう大体打ち合わせは終わりました。あとは──」


　と、沈音が顔を上げ、《言ロゴス》の方に目を向けた。


　──次の瞬しゆん間かん、


「……っ!?」


　駆真は眉をひそめ、バッと顔を上に向けた。


　突とつ然ぜん、格納庫内にウウウゥゥゥゥ──とけたたましいサイレンが鳴り響ひびき、辺りに赤いランプが明めい滅めつし始めたのである。


　聞き覚えのある音。そう──騎き士し団本部庁舎内に流される緊急事態通告エマージエンシーコールによく似ていた。


「沈音ちゃん、これは……!?」


「……っ、少々お待ちを──！」


　沈音はその場に膝ひざを折り、手にしていた端末を床ゆかに置くと、キーボードを恐おそろしい速さでタイプしていった。そして数秒後、戦せん慄りつに顔を染め、息を詰つまらせる。


「……まさか、そんな」


「どうしたの、一体」


「……空エ獣アです。この屋や敷しきに、夥おびただしい数の空エ獣アが降下し始めています。他の場所には目もくれず──ここだけに……！」


「な……！」


　駆真は思わず眉をひそめた。沈音も同じように、苦々しげな顔を作り、端末を操作しながら言葉を続けた。


「……く、何も前兆はなかったのに。何な故ぜこんなタイミングで……！　すぐに騎士団の常じよう駐ちゆう騎き士しに指令を出しますが……先週の〈城しろ〉攻こう略りやく戦で、かなりの数の天駆機関が破損しています。正直、かなり厳しいですね」


　沈音が忌いま々いましげに言うと、宗吾の側そばに寄り添そうように立っていた冬香が、ハッとした顔を作った。


「も、もしかして、あたしのせいか……？　あ、あたしがシュウに会って、その、アレしたから、誘ゆう性せい物質が……！」


　そういえば、〈女王〉種が発する誘性物質は、〈女王〉の感情が高ぶったときに特に多量に分ぶん泌ぴつされると聞いていた。実際、先月騎士団本部に夥しい数の空エ獣ア群が降下してきた事件の原因は、在紗を誘ゆう拐かいされたと勘かん違ちがいした冬香の激しい怒いかりであったと言われている。


　沈音は、難しげに眉まゆ根ねを寄せた。


「……そうかもしれません。が……どうでしょう。今までのケースとは少し分布が異なる気もします。ウロヴォロス級が空くう刑けいの鍵に組み付いている位置と、この屋敷と結ぶ直線上──、っ、まるでこれは……」


　そこで、沈音はむむうと口元を手で覆った。まるで、自分の頭の中で組み上げられた仮説を口に出すのを躊躇ためらうように。


「まるで、何なの？　沈音ちゃん」


「……いえ、これはあくまで私の想像に過ぎないのですが……冬香さん、〈女王〉以外が数万レベルの空エ獣アを指揮することというのは……可能ですか？」


「……っ」


　駆真はぴくりと眉を動かした。つまり沈音はこう考えているのだ。──この襲しゆう撃げきは、ウロヴォロス級の意志によるものではないか、と。


　冬香もそれは察したのだろう、眉の間に深いしわを刻み、険しい表情を作りながら、あごに手を当てた。


「……ディアブロ級が存在しない群れだって、ただ無む秩ちつ序じよに集まってるわけじゃねー。ある程度の規模であれば、群れのボスに位置する空エ獣アがいるのは確かだ。数万クラスを一個体の空エ獣アの意志で完かん璧ぺきに統率できるとなると、それこそ〈女王〉種くらいしか思いあたんねーが……古神獣エンシエに関しちゃあ、あたしも確実なことは言えねー……」


「……つまり、可能性は否定できないと」


「……、そうなるな」


　沈音の問いに、冬香がしかめた顔で答える。


　と、宗吾がふうむとうなって《言ロゴス》の方に目をやった。


「仮にそうだとすると、狙ねらいは《言ロゴス》でしょうね。どうやって知覚したのかはわかりませんが、己おのれを倒たおしうる脅きよう威いの存在を感じ取っていると考えても不思議はありません」


「っ、んな馬ば鹿かな……！　そんなこと、どうやって──」


　冬香が言うと、宗吾はそれを宥なだめるように手をかざした。


「──少なくとも、それくらいのことは可能な方々が、この空間だけで複数人いるでしょう。相手の戦力の過小評価は死に繫つながります。忘れてはいけません。あれは、ウロヴォロス級は、この世で最も大きな『魔ま獣じゆう』の生き残りなのです。言葉を交かわすことができないだけで、高い知能が備わっている可能性も捨て切れません」


「う……ごめん、シュウ」


　宗吾に言われ、冬香がしゅんと肩かたを落とす。今は人間に擬ぎ態たいしているが、もし空エ獣ア状態であったなら、尻尾しつぽがぺたっと垂れ下がっていたに違いない。


「いえ、気を付けてくれればいいんです。冬香が怪け我がをしてしまうのは、僕も嫌いやですから」


「……え、えっへっへ、うん、そだな……」


　冬香が、恥はずかしそうに頰ほおを赤く染める。


　……なんというか、強大なる空エ獣アの〈女王〉フューゼシカ・アシュ・クーレィンのあまりにも意外な変へん貌ぼうぶりに、駆真は一瞬目を丸くしてしまった。


　だが、今はそれどころではない。軽く咳せき払ばらいをして思い直す。


　するとそれに合わせるようにして、宗吾が声を上げてきた。


「──とにかく、駆真は今すぐ《言ロゴス》へ！　起動承認には少し時間がかかります。地下とはいえ、今は空刑の鍵かぎが綻ほころびている状態です。油断はできません！」


「わかりました」


　駆真は身体が反応するままに軽く敬礼をすると、たん、と格納庫の床を天駆機関の靴くつ底ぞこで蹴けった。


　そのまま〈浮フロート〉、開かれた《言ロゴス》の胸むな元もと──コクピットと思おぼしき位置まで飛んでいく。


《言ロゴス》の内部は、見た目よりも広い空間になっていた。中央に、搭とう乗じよう者しやの身体を包み込むような形状の座席と、手足を差し入れる装置のようなものが設しつらえられ──その周囲には、既すでに先客が三名見受けられる。


　ウタ、オト、そしてコエの三人が、それぞれ搭乗者の座席の左右、そして前方に座っていたのである。


　否いな、座っていた──というのには語ご弊へいがあるかもしれない。三人は両りよう腕うでと腰こしから先がコックピットと同化し、まるで胸像のようになっていたのである。


「なんというか、不気味な」


「ウあー、ヒドいデスよマぁスター」


「ちょと気にしてるですから言うじゃないよ」


「むー、あとで覚えてらっしゃい」


　ウタ、コエ、オトが、口々に言ってくるが、駆真は無視してヘルメットを被かぶると、中央にある座席に腰を落ち着けた。そして、座席に取り付けられていたマニピュレーターと思しき装置に、腕わん部ぶと脚きやく部ぶを差し入れる。


　すると、その穴の内部がまるで生物の器官のように収縮し、駆真の手足にぴったりと張り付いた。座席も同じように、駆真の身体からだに合わせて微び妙みようにその形状を変化させる。


　そして最後に、駆真の後頭部を覆うように、なにやらケーブルのようなものが幾いくつも接続されていった。


「これは……」


「ふふ、驚おどろいたでしょう。内部機関には私たち魔ま人じんの身体を構成するのと同じ現性分子が使われているからね。形は思いのままなのよ。そして──その頭部に装着されたケーブルが、《言ロゴス》にあなたの『心の力』を送ってくれるわ」


　言って、オトがくすくすと笑う。


　なるほど、と駆真はウタの変身能力を思い起こした。ウタは身体から無数の『手』や『目』を生やせるだけではなく、その身体を変質させ、別人に擬態することも可能なのである。それと同じ構造をしているのなら、このコクピットの動作も納なつ得とくである。


　奇き妙みような感かん触しよくではあるが、抜ばつ群ぐんのフィット感だった。まるで、この《言ロゴス》が駆真の手足の延長になったような感覚さえある。直感的な操作でなんとかなると言っていたオトの言も、あながち噓うそではないのかもしれなかった。


「サあ、ジャあ閉めマスヨオ」


　と、ウタが言うと同時、駆真の入ってきたコクピットの入り口が閉じ、一瞬辺りから光が失われる。


　だがそれから数秒後、駆真の周りの空間に、幾つもの四角いウインドウが、ぼんやりとした光を放ちながら浮うかび上がった。それぞれに、格納庫内にいる宗吾や沈音などのメンバーが映し出されている。


『あー、どうですか駆真。内部装置は起動していますか？』


　マイクを通したような宗吾の声が、どこからか聞こえてくる。


「はい、恐らく」


　小さく首を倒す。その声はきちんと《言ロゴス》外部に伝わっていたようで、画面の中の宗吾が右手の指で丸印を作るのが見えた。


『よし。では外部から最終起動承認を行います。しばらくそのままで──』


　──と。そこで、格納庫の上方で凄すさまじい爆ばく発はつ音が響ひびき、庫内を震しん動どうが襲おそった。


　右手側の画面に映っていた沈音が、苦々しげな表情を作るのが見える。


『……っ、こんな短時間で……？　く、まさかメテオストライク……？　既に屋敷の上部にかなりの数の空エ獣アが集まっています。このままでは、《言ロゴス》を外へ射出するためのハッチが開けません……！』


　メテオストライクとは、複数体の空エ獣アが密集し、隕いん石せきのように一気に地表付近まで下降してくる現象のことである。通常よりも遥はるかに早いスピードで落下してくるため、空エ獣アの発見が著しく遅おくれてしまうのだ。


　珍めずらしい現象とはいえ、絶無ではない。──だが、よりにもよってこの状じよう況きようで。


『っ、困りましたね。騎士団はまだ着きそうにありませんか？』


　宗吾が沈音の手元を覗のぞき込みながら問う。沈音は常に陰いん鬱うつそうに歪ゆがめられた眉をさらに歪めて口を動かした。


『……あと三十分はかかります。なんとかしないと──！』


「お嬢じよう様さま、私が出て掃そう除じをしてきましょうか」


　コクピット内のオトが、沈音の映し出された画面を見ながら言う。しかし沈音はフンと鼻を鳴らしながら首を横に振ふった。


『馬鹿言ってるんじゃあないわよ、オト。あなたが抜ぬけたら《言ロゴス》の起動が遅れてしまうじゃあないの。──ウロヴォロス級は空刑の鍵に絡からみついたままなのよ。一刻も早く《言ロゴス》を空に上げなきゃならないのに』


『──ああ、そーだ。おめーは大人しくしてな。ここは、あたしたちに任せとけ』


　と。左方の画面から、そんな声が聞こえてきた。──冬香だ。


　その姿は、先ほどまでとは違う形になっていた。頭部に角、背に羽、臀でん部ぶに尾おを生やした、空エ獣アとしての本来の姿である。


　否──彼女だけではない。そこにはアステナに地ち宮ぐう院いん姉し妹まい、短い足で仁に王おう立ちをした魔ま王おう、そして背に羽を生やしたリサが立ち並んでいた。


『え、ええと、上にいる魔獣を追い払はらえばいいんですよね……？』


『まあ、我々は立場上あまり直接手は下せませんけれど』


『少しくらいはお手伝い致いたしますわよ』


『ふん、非常に不本意だが、アリサのためだ。死ぬほど感謝しておけ、勇者よ』


『──空エ獣ア群は私たちがなんとかするわ。ねえさまたちは早くウロヴォロス級を』


　そう言って、皆みなが駆真の方に視線を向けてくる。


　冬香を含ふくめても、たったの六人。


　だが──それは、この蒼そう穹きゆう園えんに存在する戦力の中でも、最高クラスの六人だった。


　それこそ何の冗じよう談だんでもなく、今草くさ薙なぎ邸ていに飛来している夥おびただしい数の空エ獣ア群と比べても、微み塵じんも見み劣おとりしないほどの軍勢である。


　駆真は口を引き結び、のどから出かけた言葉を飲み込むと、深く首しゆ肯こうしてから新たな言葉を吐はいた。


「──頼たのむ」


　ただ一言だけ、そう呟つぶやく。


　すると立ち並んだ面々はそれに返すように思い思いのジェスチャーをしてから、エレベーターの方へと飛んでいった。


「──では、お願いします、兄さん。沈音ちゃん」


　格納庫に残った二人に声をかける。すると左右の画面に映し出された二人は、示し合わせたわけでもないのに同時にうなずいた。





　　　　◇




　教科書を読み上げる先生の声と、チョークが黒板を叩たたく音、そして時折外から聞こえてくる、体育の授業をしているクラスのかけ声。


　皓こう成せい大付属小六年三組の教室に流れている主な音は、おおよそそんなものだった。


　時刻は午後一時五分。


　つい先ほど、五時間目の授業が始まってしまったのだ。


　ちらと後方を見やる。そこにはたくさんの保護者たちが並んでいたが、駆真の姿を見つけることはできなかった。


「やっぱり……間に合わなかったのかな」


　誰だれにも聞こえないくらいの声で呟く。


　と──そのとき。在紗は、奇妙な音を聞いてバッと顔を上げた。


「……っ、え──？」


　違い和わ感かんに眉まゆをひそめ、思わず教室中を見回してしまう。


　しかし、他ほかのクラスメートや保護者たちは、誰だれ一人ひとりその違和に気付いていなかった。こんなにもはっきりと感じ取れる異常に、誰も反応を示していないのである。


　つまりは──そういうことだ。在紗は唾だ液えきをごくりと飲み下した。


　このクラスの中で在紗にしか聞こえない音。在紗にしか感じ取れない異常。


　──空エ獣アの〈女王〉種の血を引く、鷹たか崎さき在紗だけにしか、わからない異変。


　詳くわしいことはわからないが、今、空で何かが起こっている。


　それが、無む性しように在紗の心をざわつかせた。


「……？　何、どったのアリサ」


　在紗の前の席に座っていた親友の橙とう堂どう美み須す々ずが、在紗の不ふ審しんな様子に気付いたらしい。先生の目を盗ぬすんで在紗の方に視線を送ってきた。


「……っ、う、ううん……なんでもない」


「そ？　気分とか悪かったら無理すんじゃないわよ。病み上がりなんだし」


「……うん、ありがと、美須々」


　在紗は苦く笑しようすると、小さく手を振りながらそう言った。


　在紗は諸事情から九月半ばまで学校を休んでいたのだが……その際の名目が病欠だったのである。美須々はわざわざそれを心配してくれたらしい。少し申し訳ない気分になって、在紗は頰ほおをかいた。


　だが……すぐにそんな思考は搔かき消されてしまうことになった。


　空の彼方かなたから聞こえる音が。


　肌はだで、本能で感じられる明らかな異常が。


　時間を追うごとに大きく、はっきりと在紗に伝わってきたのである。


「…………」


　気付くと、ノートを取る手が止まってしまっていた。教科書の内容を補足する先生の声も、右から左へ抜けていった。


　心臓がドキドキと鳴って、背中はじっとりと汗あせで濡ぬれ、段々と呼吸が苦しくなっていく。


　そして──


「……ッ!?」


　ガタッ、と音を立てて、在紗はその場に立ち上がってしまった。


　静かな教室で突とつ然ぜんそんな派手なアクションを起こしてしまったものだから、自然在紗にはクラス中の不思議そうな視線が集まってくる。


「鷹崎さん？　どうかしましたか？」


　担任の安あ倉くら先生が、首を傾かしげながら訊きいてくる。


「あ、いえ、なんでも──」


　ありません、と言おうとして、在紗は言葉を止めた。


　再び、先ほど覚えた感覚が、背中を通り抜けたのである。


　──早くここから、この教室から出なければ。在紗の心臓の鼓動が早はや鐘がねのように激しくなった。


「そ、その……すいません、気分が悪いので、保健室に行ってもいいですか……？」


　無論、適当な出任せである。在紗としてはこんな虚きよ言げんで授業を抜け出してしまうことにも抵てい抗こうを感じてしまうのだが、今は非常時である、仕方ない、と自分に言い聞かせる。


「あら、それは大変。大だい丈じよう夫ぶですか？　ええと、保健委員さん、鷹崎さんを保健室に連れていってくれますか？」


　安倉先生は心配そうに眉を八の字にしたのち、廊ろう下か側の席に座っていた保健委員の女子生徒に声をかけた。


　だが、それでは意味がない。在紗は意図せず震ふるえる肩かたを抱だきながらどうにかのどから声をしぼり出した。


「ひ……っ、一人で──大丈夫、です……」


　言うと、次の言葉をかけられる前に足早に教室を出、扉とびらをぴしゃりと閉めた。


　背後からは在紗を心配するようなざわめきが聞こえてきたが、今の在紗にそれを気にする余よ裕ゆうはなかった。


　どうにか廊下に出られたが、ここでも誰かに見つかってしまうかもしれない。在紗は荒あらくなる呼吸をどうにか整えながら一階に下り、上うわ履ばきを履き替かえることも忘れて、誰もいない校舎裏に歩いていった。


　その瞬しゆん間かん。


「ぅ、あ、ああああああああああ……ッ」


　在紗の意志とは関係なく──その背から、灰色の羽がボコッと隆りゆう起きした。


「はぁ……っ、はぁ……っ」


　在紗は胸むな元もとを押さえながらその場にへたり込むと、首を回して自分の背に生えた羽を凝ぎよう視しした。


「なんで……いきなり。羽が育ちきってからは、発作が起こることなんてなかったのに……」


　言いながらも──在紗には、ぼんやりと予想が付いていた。


　今空で起こっている『何か』に、在紗の身体からだが、空エ獣アの〈女王〉としての血が、共鳴を起こしたのだ。


「──行かな、きゃ……」


　無意識のうちに、在紗はその言葉を口にしていた。


　何な故ぜだろうか、そうしなければならない気がしたのである。


　在紗は人目がないことを確かく認にんして、その大きな羽を羽ばたかせ、空に舞まった。





　　　　◇




「さぁーて、準備はいいかい」
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　草薙邸の上空で、肩をぐるぐると回しながら、冬香は細く息を吐いた。


　背後にはリサ、アステナ、魔王、地宮院姉妹が。


　前方には、夥しい数の空エ獣ア群がいる。その数は、目測で数万を超こえるだろう。


　話にならない多勢に無勢。だが退くわけにはいかなかったし、退くつもりもなかった。


「ふん……何故貴様が仕切るのだ、〈女王〉」


　短い腕うでを組んだ魔ま王おうが、不満げに言ってくる。冬香は肩をすくめながらそちらに向き直った。


「細けーこと言ってんじゃねーよ。──それよりだ、魔王。そういえばおまえの着けてる腕うで輪わ、もともとシュウのものだったんだってな？」


　言って、魔王の角に塡はまり込んでいるリングを指さす。先ほど聞いた話だと、千年前宗吾が、供の盟めい術じゆつ師しの力を底上げするために造り上げたものだという。今は魔王の部下によって改良が施ほどこされ、魔族の魔力を増加させる効果を持っているらしい。


「知ったことか。これは私の──」


「いいから、二個もあんだから、とりあえず一個貸せって」


　言葉の途と中ちゆうで魔王の頭をむんずと摑つかみ、腕輪を片方奪うばい取り、手首に装着する。


　するとその瞬間、身体の奥から何やら力が湧わいてくる気がした。まるで、在紗の祝福の魔力を施されたときのような感覚である。


「へえ！　こりゃすげえや。さすがシュウ」


　魔王が扱あつかえると聞いて、もしやとは思ったのだが、やはり冬香に対してもこの腕輪の効果は有効らしかった。


「かッ、返さんか、貴様……！」


「まあまあ待てって。これが効くってことはだぜ」


　冬香は魔王を手で制すると、大きく息を吸い込むように胸を反らした。


「はぁぁぁぁぁぁぁ──────ッ!!」


　そして口を大きく開け、空エ獣ア群に向けて、紫むらさき色いろの閃せん光こうを吐き出す。


　空を埋うめ尽つくす幾いく体たいもの空エ獣アが、凄すさまじい光の奔ほん流りゆうに覆おおわれていく。


　そしてその光に触ふれた空エ獣アたちは、何故か急に年でも取ったかのように、咆ほう吼こうが弱々しくなっていった。


「こ、これは……」


　アステナが、驚きよう愕がくに染まった声を発する。


「へっへ、どーよ。あたしの魔力は停てい滞たいと退たい廃はい。古来種ほどではねーにしろ、適応種も空エ獣アには変わりねーからな、効果も抜ばつ群ぐんよ。これで随ずい分ぶんと掃そう除じも楽になったろーよ」


「ぐ……た、大したことはないな！　それよりも、終わったのなら早くそれを返せ！」


　魔王が、どこか悔くやしそうに言ってくる。冬香はへへっと笑うと、羽で空を打った。


「あ……っ、貴様！」


「えっへっへ、いーじゃねーかよ。ちょっと貸しとけって。──じゃ、行くぜ」


　冬香は視線を鋭するどくすると、羽を羽ばたかせ、一瞬のうちに空エ獣ア群に肉にく薄はくした。


　そして最前線にいたワイバーン級の首を、片手で捻ひねり取る。


　恐おそらく空エ獣アは、自分の首が飛んだことすら気付かなかったろう。


　無論、自身すら気付かぬほどの出来事に、他の空エ獣アたちが反応できるはずもない。


　冬香は今し方もぎ取った首を空中に放ほうると、すぐ近くに浮ふ遊ゆうしていた空エ獣アの頭ず蓋がいを蹴けり砕くだき、さらにその隣となりの空エ獣アの首を手刀で切断し、尾おを伸のばしてまた別の空エ獣アの眉み間けんに穴を開ける。


　そこでようやく、空エ獣アたちが空気を震わせる咆吼を発する。


「へっ、遅おせーんだよ、ばーか」


　冬香は不敵に笑うと、口から光こう砲ほうを吐はき出した。空エ獣ア群に穴が開き、幾体もの空エ獣アが身体を貫つらぬかれて痛ましい吼ほえ声を響ひびかせた。


　後方を見やると、他のメンバーたちも同じように空エ獣アを掃そう討とうしていることがわかる。


　リサは冬香と同じように凄まじい速度で空を駆かけて次々と空エ獣アを屠ほふり、アステナは手元に編んだ方ほう陣じんから雷かみなりを発して、距きよ離りを取りながら空エ獣アを撃うち殺している。魔王に至っては、ぬいぐるみの形態を変化させ、なにやらおどろおどろしい形になりながら、魔力の砲ほう撃げきを放っていた。


　地宮院姉妹だけは、自分たちに攻こう撃げきをしかけてきた空エ獣アを倒たおしているだけだったが……まあ、彼女らにもいろいろとしがらみがあるのだろう。


「ふふん、やるじゃねーか」


　冬香は唇くちびるの端はしをにッ、と上げた。


　恐らく一万倍以上の兵力差はあるだろうに、今空に舞う面々は、敗北を微み塵じんも匂におわせないほどの勇戦を演じていた。


　これならば、そう時間もかからず、駆真の乗る《言ロゴス》の出しゆつ撃げきハッチを開放することができるだろう。


「──っと」


　そこで冬香は身体を折った。瞬間、頭の上をワイバーン級の爪つめが通り抜ぬけていく。


　どうやら考え事をしている間に距離を詰つめられていたらしい。如い何かに冬香の魔力で弱体化しているとはいえ、もともと凄まじい筋力を有している大型種である。まともに攻撃を喰くらうのは避さけたいところだった。


　冬香は身を捩よじり、件くだんの空エ獣アの首を脚あしでへし折ると、冬香の周囲に群がりつつあった空エ獣アたちを、口から吐いた閃光で一いつ掃そうした。


「っぶねー……やっぱ数だけは揃そろってっからな。気をつけねーと」


　思案を巡めぐらせていたとはいえ、冬香が背後を取られたのである。やはり数の力を侮あなどってはならない。


　と──そこで、冬香は視界の端にアステナの姿を捉とらえ、バッと振ふり向いた。


　その背後に、中型の空エ獣アが静かに忍しのび寄っていたのである。しかもアステナは前方の敵の掃討に気を取られ、気付いていない。


「アステナ！　後ろッ！」


「ふぇ……っ？　わ、わ……ッ！」


　冬香の叫さけびにアステナが肩を揺ゆらし、後ろを振り返る。


「く──」


　冬香は急いで空を蹴り、全速力でアステナのもとに向かった。だが、間に合わない──！


　しかし、空エ獣アの爪がアステナを引き裂さこうとした瞬間、パン、と音をさせて、その空エ獣アの腕が弾はじけ飛んだ。


　次いで、痛々しい咆吼を上げながらも、まだアステナに襲おそいかかろうとする空エ獣アの首が、下方から迫せまってきた影かげによって刈かり取られる。


「──ったく、ボサッとしてんじゃないわよ、アステナ」


　影──全身に天てん駆く機関を纏まとい、手に戦せん斧ぷを携たずさえた槙まき奈なが、やれやれと息を吐きながらアステナの頭を小こ突づく。


「え……っ？　え……っ？」


　アステナは何が何だかわからないといった顔をしてキョロキョロと辺りを見回し──ようやく自分が助けられたことに気付いたらしい。今さら泣きそうな顔をして槙奈にすがりついた。


「ま、マギナざぁん……」


「わっ、ちょッ、やめなさいよ戦せん闘とう中に！」


　そんな緊きん張ちよう感かんのない様子にふうと肩かたを落としながら、そちらに向かっていく。


「よう、槙奈」


　冬香が言うと、槙奈が近くの空エ獣アの首を戦斧で薙なぎながら、冬香の角や羽に目をやってきた。


「ああ……って、なーんか久々に見るわねそのカッコ。やっぱあんま慣れないわ」


「へっへ、まあそう言うなって。またいいタイミングで出てきたモンだな」


「最初の狙そ撃げきは私じゃないわよ。──ほら」


　槙奈があごをしゃくる。そちらに目をやると、小さく、搭とう乗じよう型天駆機関に跨またがって銃じゆうを構える男の姿が見えた。──三み谷や原はらだ。


「あ？　ミヤじゃねーか。あいつも……」


　そこで、冬香は気付いた。三谷原の後方に、数百人の人間たちがいることに。


　搭乗型天駆機関に跨り、あるいは装着型天駆機関を身に纏まとい、その手に、機体に、思い思いの空装を携えた紫し紺こんの軍勢。


　──それは間違いなく、蒼穹園の空を護まもる騎士たちの姿だった。


　と、その軍勢から、一人の男が凄まじい速度で飛行し、冬香たちの前までやってくる。装着型の天駆機関を纏い、双剣型の空装を携えた長身の男である。首元には大尉を示す階級章が光っていた。


　男は見るからに異い形ぎようの姿である冬香に驚く様子もなく、ビシッと敬けい礼れいをしてくる。


「──どうも。話は伺うかがっています。真さな田だ宗そう一いち郎ろう以下五百二十名、加か勢せいさせていただきますよ、〈女王〉」


「あ？　あたしのこと知ってやがんのか？　ていうか、随ずい分ぶん着くのが早ぇじゃねーか。元帥の嬢ちゃんは応援が着くまであと三十分はかかるって言ってたぞ」


「はは……そうですね。中央基地の騎士たちはもう少しかかると思います」


「？　どーいうこった」


「今中央都には、先の〈城〉攻略戦での損害を埋めるため、とある方の指示によって各地から騎士が集められていましてね。僕らはその派は遣けん組です」


　言いながら、真田がちらと後方を見やる。そこには筋肉を誇こ示じしながら斧おのを振り回す禿とく頭とうの大男や、やたらキザったらしく前髪をかき上げる優やさ男おとこ、そして何な故ぜか近くを飛んでいる騎士を誘ゆう惑わくしようとしているフェロモンたっぷりな女騎士なんかが見受けられた。……なんというか、個性的な面子メンツである。


　だが冬香にはもっと気になることがあった。濃い面々を無視して問う。


「とある方？」


「ええ。佐さ間ま岡おか少将です。あなたのことも、少将から伺いました。可能な限り協力をせよ、と」


「……ああ？」


　突然出てきた名前に、冬香は不機嫌そうに眉まゆを歪ゆがめた。


　佐間岡亮りよう禅ぜん少将。蒼穹園騎士団幹部会に名を連ねる大物であり──五年前冬香を蒼穹園から追い出そうとした、根っからの空エ獣ア嫌いである。


「あの空エ獣アアレルギーがどういう風の吹き回しだ？　まーた何か企たくらんでやがんのか？」


　冬香が言うと、真田が可お笑かしそうに苦笑した。


「あんだよ」


「いえ、失敬。あなたの反応が少将の予想の通りだったもので」





　　　　◇




　宗吾と沈音が、格納庫に設しつらえられた装置を操作し始めてからどれくらい経たったろうか。


　タン！　という一ひと際きわ大きなタイプ音がスピーカー越ごしに響いてくると同時に、宗吾の声が聞こえてきた。


『──最終起動承認、完かん了りよう。知ち練れん院いん・宗吾の名に於おいて、汝なんじの目覚めを祝福する！　覚かく醒せいせよ、汝が名は──《言ロゴス》！』


　宗吾がそう言った瞬しゆん間かん、コクピット内にも変化が訪おとずれた。


　画面以外に明かりのなかった薄うす暗ぐらい空間に、光が灯ともっていく。


　それだけではない。足元から微び細さいな震しん動どうと低い駆く動どう音が生まれ、駆真の全身を微かすかに震ふるわせる。まるでそれは、脈動。今の今まで仮死状態にあった《言ロゴス》が息を吹ふき返したかのようだった。


　加え──


「うォほォォォォ──っ！」


　ウタが珍ちん妙みような叫びを上げたかと思うと──その縫ぬいつけられた双そう眸ぼうと額の目が、カッ、と見開かれた。


　金色の、美しい眼め。それらは辺りの様子を窺うかがうようにぐるりと一周すると、つーっと細い血の涙なみだを流した。


「──ウタ。おまえ、その目は」


「うエ？」


　ウタは不思議そうに首を傾かしげると、ポン！　と延えん髄ずいの辺りから『手』を一本生やし、自分の顔をペタペタと触さわった。そして、あからさまに驚いたような声を上げる。


「な、なーンジャーこりゃアー！」


　どうやら、予想外の出来事だったらしい。物もの珍めずらしそうに瞼まぶたを開いたり閉じたりして、そのたびに「ホオー」だの「へエー」だの言っている。


　見やると、それはウタだけに起こった現象ではないらしかった。常に笑え顔がおを作っていたオトも、サングラスで目元を隠かくしていたコエも、ウタと同じように目を見開いている。


『──どうやら成功したようですね、駆真。──沈音さん、上空の様子は？』


『……はい。皆みなさんが頑がん張ばってくださったおかげで、今ならハッチを開けられます』


『聞こえましたか、駆真。今から沈音さんに、《言ロゴス》を射出してもらいます。細かな制せい御ぎよはウタたちに任せ、とにかくいつも自分が天駆機関で飛ぶような感覚で手足に力を入れてみてください』


　宗吾がそう言うと同時、沈音が手元の端たん末まつを操作する。


　すると、格納庫にけたたましいブザーが鳴り響き、ゴゴゴゴゴ……という重い音を伴ともなって、《言ロゴス》が設置されていた台座ごとゆっくりと動き出した。


「おお……!?　なんですかこれ。まだ私たち動かしてないのに動いてるですよ？」


『……それはこちらの設備です。カタパルトに接続して、地上まで射出しますので、その後は天駆機関で成せい層そう圏けんまで昇のぼってください』


　コエがきょろきょろと空間に表示された画面を見ながら言うと、沈音がスピーカー越しに返してきた。


　機体が揺れ、画面の上の方が明るくなっていく。どうやら格納庫の天てん井じように当たる部分が開いていってるらしい。


『……射出準備完了。衝しよう撃げきとＧに備えてください』


「了りよう解かい」


　沈音の声にうなずき、手足を踏ふん張り、奥歯に力を込こめる。と、それに合わせるようにして、座席と、手足を包む装置が一層身体からだに密着してきた。どうやら衝撃に備えているらしい。一体どんな構造になっているのだろうか。


『……カウントを始めます。五、四、三、二、一──』


　沈音が手元の端末のキーをタンっ、と打ち込む。


　と、画面の端に、ハンドサインを送ってくる宗吾の姿が映った。


『グッドラック。頼たのみましたよ、駆真』


　するとその瞬間、機体がガコン、と揺れ、凄すさまじいＧが駆真の身体を襲った。


「────ッ」


　バネ仕じ掛かけの玩具おもちやのように、巨きよ大だいな機械の人形が軽々と上方へと射出される。外部カメラで捉えていると思おぼしき映像が、一瞬にして明るい空の景色に変へん貌ぼうした。


　高速移動していた風景が段々と見えるようになっていく。眼下には無む惨ざんにも破は壊かいされた草薙邸ていが、少し離はなれた場所には夥おびただしい数の空エ獣アの群れが確かく認にんできた。


　そして、駆真たちの乗る《言ロゴス》が射出されたハッチを囲うように、冬香やリサ、アステナに魔ま王おう、いつの間に参戦したのか、槙奈や三谷原をはじめとした騎士団の姿までもが見受けられる。


「駆真、天駆機関を！」


　オトに言われ、駆真はハッと目を見開いた。


「了解……っ」


　周りの風景が見取れるようになったということは、カタパルトの勢いが衰おとろえ始めたということである。機体がバランスを崩くずす前に、自律飛行に切り替かえねばならない。


　駆真は宗吾の言っていたとおり、いつもやっているように天駆機関を駆動させるイメージで手足の指を器用に動かした。


　だが──《言ロゴス》が、上う手まく動いてくれない。


　段々と射出の勢いが失われ、《言ロゴス》の身体が傾かたむいていく。


「な……ッ」


「落ち着いて駆真！　出力不足よ！」


「出力……!?　一体どうすれば……！」


「言ったでしょう、《言ロゴス》の動力源は人の『心の力』！　強い意志を、信念を、目標を、激しい感情の奔ほん流りゆうを！　心の中に思い描えがくの！」


「強い、意志……？」


「何でもいいわ！　あなたがもっとも強く思い描けるものを！」


「…………っ！」


　言われて、駆真は目を閉じた。


　強い意志。信念。目標。感情の奔流。


　思い当たるものは一つしかなかった。





　──駆真は見慣れた家の中を想像した。季節は夏。淡あわい色のワンピースを纏まとった在紗が、恥はずかしそうに頰ほおを赤らめて立っている。


（えっとね……ねえさまにお願いがあるの）


（え……？　な、なぁに？）


　駆真が問うと、在紗はするするとワンピースを脱ぬいでいった。シンプルなデザインの下着に覆おおわれた白くて華きや奢しやな肢し体たいが、駆真の網もう膜まくに晒さらされる。


　在紗は頰を真っ赤にしながら顔を俯うつむけ、スポーツブラの肩かた紐ひもを弄いじりながら言ってきた。


（サイズが……少し、小さくなっちゃったの。測り直してくれないかな。──ねえさまの手で……直じかに）





「ぶほぁ……ッ!!」


　駆真は目をカッと見開いた。


　口元にぬるりとした感かん触しよくが伝う。恐おそらくは鼻血だろう。


　瞬間──《言ロゴス》が駆真の動作に合わせて手足を動かし、その身体に纏った巨大なティアマット級空エ獣アの天駆機関を駆動させた。


「う、ウオオお!?　モ、ものスゴいパワーでス……ッ!?」


「何よ何よ、やればできるじゃないの！」


「……すごい鼻血。何を考えているのやら……って、まあ、大体想像は付くけれど」


　ウタとコエがテンション高く叫さけびを上げ、オトが珍めずらしく辟へき易えきしたように苦く笑しようする。


　駆真は感覚を摑つかむように、妄もう想そうをキープしたまま（ちなみに今は、下着を取り去った在紗の胸に、駆真がそろそろと手を伸のばしているシーンである）幾いく度どか腕うでに密着したマニピュレーターを操作してみた。


　マニピュレーター内部は非常に粘ねん度どの高い液体で満たされているかのような感触で、駆真の動きに合わせて如い何か様ようにも形を変えていく。


　……正直少しばかり気味が悪かったが、この感触を在紗の膨ふくらみかけの胸に触ふれた際の感触に脳内変へん換かんすることで、どうにか妄想を保つ。──あー……これすごい。ちょーやーらかい。うっわ、マジたまんねえ。


　すると、《言ロゴス》が、さらに出力を上げた気がした。


　鼻血を止めどなく溢あふれさせながら、身体を前に傾け、両手の拳こぶしを軽く握にぎる。


「──一気にウロヴォロス級のいる場所まで飛ぶ。誘ゆう導どうを頼むぞ」


「はいハイ、任セテくだサイなー」


「りょかいりょかい。早いとこ終わらせましょ」


「ええ。──行くわよ、駆真」


　駆真が言うと、左右前方から、それぞれ思い思いの返事が返ってきた。


　駆真は手足の指を微かに動かすと、《言ロゴス》の天駆機関を〈翔ソア〉駆動させる。駆真自身が装着している天駆機関からも同様に圧縮空気が噴ふん出しゆつしているはずなのだが、それらは全すべてマニピュレーター内部に吸収されているらしく、駆真の体勢は一いつ切さい変化することがなかった。


《言ロゴス》が駆真の動作に合わせて足を縮め──空を蹴けるように一気に伸ばす。


　瞬間、《言ロゴス》が凄まじいスピードで空に昇っていった。


　基本的に天駆機関は、空エ獣アの死し骸がいを用いて浮ふ遊ゆう、圧縮空気を使用して加速を得るため、飛行にほとんど音を発することはない。少なくとも燃料エンジンで走行する自動車などとは比べものにならない静せい粛しゆく性せいを誇ほこっていた。


　だが、全長五十メートル以上あろうかという巨きよ人じんの装備した装着型天駆機関ともなれば話は別だった。


《言ロゴス》の手足に当たる方向から凄まじい風鳴りの音がし、周囲にハリケーンもかくやという強きよう烈れつな颶ぐ風ふうを巻き起こす。瓦が礫れきが舞まい、木々が薙ながれ、天駆機関でその場に浮遊していた騎士たちがバランスを崩して吹ふき飛ばされていった。──まあ、その騎士たちはすんでのところで冬香や地宮院姉妹に助けられていたりしたようだったが。


「く──」


　先刻のカタパルト並みのＧが全身にのし掛かかってきて、思わず顔をしかめる。


　だがここで天駆機関の操作を誤るわけにはいかなかった。指の位置をどうにかキープしながら、《言ロゴス》を空の彼方かなたへと送っていく。


　通常人間が扱あつかう天駆機関とは、桁けた違ちがいの加速度である。


　数秒で層積雲を突つき抜ぬけ、さらに上へ。


「──高度二千を超こえたわ。空エ獣ア群にぶつからないよう注意して」


　隣となりから、オトの注意が聞こえてくる。


　高度二千メートルは、騎き士し団の定めた空エ獣ア警けい戒かいラインである。この高度よりも空エ獣ア群が下降してくると、その地域に警報が発され、騎士たちの出しゆつ撃げきとなる。


　逆に言えば、高度二千メートル以上の空域には、どこに空エ獣ア群がいてもおかしくないということだった。しかも今は、草薙邸目がけて多量の空エ獣アが集結している状態である。空エ獣ア群と鉢はち合わせてしまう可能性は十分あった。


　無論、最強の魔ま人じんと称しようされる《言ロゴス》が、通常の空エ獣アに後れをとることなどはないだろうが、ウロヴォロス級との戦せん闘とう前に、無用なダメージを負うのは上う手まくない。


　それ以前に、この加速状態で岩のような硬こう度どを誇る空エ獣アの体表にぶつかるのは避さけた方がよいだろう。


「高度一万一千、対たい流りゆう圏けんを抜けて、成層圏に入るわ」


　再び、オトが言ってくる。


「──神様姉し妹まいに示された座標だと、空くう刑けいの鍵かぎがあるのは高度およそ四万メートルよ。もうしばらく耐たえてちょうだい」


「了解──」


　言いながらも、目の前に幾いくつも表示された画面に気を配る。幸いまだ空エ獣ア群とは衝しよう突とつしていないが、画面上には無数の空エ獣アが跋ばつ扈こしていた。


　それもそのはず。対流圏上部から成層圏下部──高度一万メートルから二万メートルの領域は、もっとも空エ獣アが多く生息している空域なのである。


　一部のワイバーン級やティアマット級などの超ちよう大型種の中には高度三万メートル近くまで上じよう昇しようする種もいるという話だが……基本的に空エ獣アは、空刑の鍵があるとされる高度四万メートルまで飛ぶことはない。


　だが、その法則は、規格外の怪かい物ぶつたるウロヴォロス級には通用しないようだった。


「おオ!?」


　と、ウタが驚おどろいたような声を発してくる。


　その理由はすぐにわかった。眼下に、地宮院姉妹に見せてもらった映像と同じ光景が広がっていたのである。


　なだらかな丸みを帯びた空を、自分の足元に置くような感覚。なるほど、今この状じよう況きようでなければ、その美しさに目を奪うばわれていたやもしれない。


　だが──そんな感かん慨がいはすぐに思考の外に放ほうらねばならなくなる。


「高度、四万……！　もう見えてくる頃よ」


「──お？　もしかしてあれです？　空刑の鍵とかいうのは」


　オトが言葉を発すると同時、コエが目を細め、右上側に表示された画面を見ながら言った。


　駆真は天駆機関の速度を緩ゆるめ、駆く動どうを〈浮フロート〉に固定すると、そちらに目をやった。確かにコエの言うとおり、巨大な塊かたまりが浮遊しているのが見える。


　だが。駆真は訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。


　その空刑の鍵とやらの様相が、地宮院姉妹が見せたものと随ずい分ぶん異なっていたのである。


　確か映像で見たときは真しん珠じゆ色の綺き麗れいな球体であったはずなのだが、今画面に映し出されているのは、それよりも歪いびつな灰色の──


「……っ、な」


　短くのどを絞しぼる。


　至し極ごく単純な話だった。美しい球形をした空刑の鍵に、ウロヴォロス級がその蛇へびの如ごとき身体からだを幾いく重えにも巻き付けていたのである。


「オヤおや、ズイブン甘えッコサンですネエ」


「冗じよう談だんを言っている暇ひまはない。──行くぞ」


　ウタの軽口を窘たしなめるように言い、天駆機関を駆動させて方向を転てん換かん、ウロヴォロス級空エ獣アに機体を向ける。


　そこでようやくウロヴォロス級も《言ロゴス》の存在に気付いたらしい。鎌かま首くびを擡もたげるように上半身を傾け、空刑の鍵に組み付いていた下半身を外して駆真たちに顔を向けてきた。





　────ぐるぅううぅぉおぉぉおおおおおぉおぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおぉぉ──





　そして、こちらを威い嚇かくするように、凄すさまじい咆ほう吼こうを響ひびかせてくる。


　だが、その程度で怯ひるむような者は、今この場にいなかった。フンと鼻を鳴らし、軽い前ぜん傾けい姿勢をとる。


「──ようやく会えたな、邪じや魔ま者ものめ。だが、悪いが私はあと一時間でシャワーを浴びて着き替がえをし、化け粧しようをして、小学校に向かわねばならんのだ。──貴様に割さいてやれる時間はそう長くない。さっさと潰つぶれてこの世から去いね」


　駆真の言葉が聞こえているわけでもあるまいに、ウロヴォロス級がそれに応ずるように再び咆吼を轟とどろかせる。


　駆真は細く息を吐はき、再び『心の力』を増ぞう幅ふくさせた。





　──場所は自宅のお風ふ呂ろ場ば。今日は久々に一いつ緒しよにお風呂の日だ。在紗と二人で、湯船に浸つかっている。


　決して広くないバスタブに二人で入っているものだから、自然、肌はだの触れ合う面積は多くなってしまう。ただでさえ在紗の浸かったお湯──要は祝福された聖水とも呼ぶべき命の水に全身を包み込まれてヘブン状態だというのに、在紗のプルンプレッシュな柔やわ肌はだが駆真の触しよつ角かくを刺し激げきしてくるのである。ほぼイキかけました。


（ねえさま、そろそろ身体洗おっか）


　言って、在紗が湯船から出る。駆真もそれを追って湯から上がり、椅い子すに腰こし掛かけた。


（あれ……？　ボディスポンジがないな……そっか、古くなったから捨てちゃったんだっけ。新しいの買ってくるの忘れてたね）


　在紗は困ったように眉を八の字にし──


（そうだ！）


　言って、ボディソープをたっぷり手に取ると、自分の身体に塗ぬりつけていった。


　そして、そのまま駆真に抱だきついてくる。


（ぬぉフ……ッ!?）


　すべすべでぷるぷるでぬるぬるでもうなんかやっべえ。世界の真理が見えた気がした。


（えへへ……こうすれば、ちゃんと洗えるね。洗いっこしよ、ねえさま）





「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおォォ──ッ!!」


《言ロゴス》、最大出力。


　駆真はマニピュレーターを握り、足を軽く縮めると、空を蹴るようにして《言ロゴス》の天てん駆く機関を〈翔ソア〉駆動させ、ウロヴォロス級に肉にく薄はくした。


　そのまま右みぎ腕うでを大きく振ふりかぶり、圧縮空気の加速を得た拳けん打だを、ウロヴォロス級の上半身に叩たたき込んだ。


　機体が震しん動どうし、確かな手て応ごたえを伝えてくる。同時に、頭上から苦く悶もんのようなウロヴォロス級の吼ほえ声が響いてきた。


　駆真は腕を引くと、一いつ旦たん後方に飛び退のいてから小さく息を吐いた。


　と、そんな駆真の様子から思考を推おし量ったのか、オトがはー、と感かん嘆たんじみた息を吐いてきた。


「《言ロゴス》は私たちの可愛かわいい妹だし、おおよその性能は知ってるつもりだったけど……なんていうか、予想以上ね」


「……妹、なのですか」


　駆真は視線はウロヴォロス級から離はなさぬまま、小さく声を発した。……いやまあ、魔人姉妹と言っていたくらいであるし、別におかしなことではないのかもしれないが、なんというか、この巨きよ大だいかつ勇ゆう猛もうで機械的なフォルムを見てしまったあとだと、妙みように違い和わ感かんがあるのだった。


　駆真は気を取り直すように視線をキッと研とぎ澄すますと、苦しげに身を捩よじるウロヴォロス級に再び向かっていった。


　生身で空を舞うときのように身体を捻ねじり、空エ獣アの頭部を蹴けり砕くだくように踵かかとを打ち付ける。


　ウロヴォロス級も負けじと、肩かたから生えた幾本もの腕を伸のばしてくるが、それをすんでのところで避けて、逆に拳打と脚きやく蹴しゆうを叩き込んでいく。


　数分前からは考えられないくらいに、《言ロゴス》の手足が軽く感じた。


　何の冗談でもなく、生身で戦う感覚とほとんど変わらない。今この巨大な機械の人形は、蒼そう穹きゆう園えんの魔ま女じよと呼ばれた女の動きを完かん璧ぺきにトレースしていた。


　だが、それでもウロヴォロス級は沈しずまなかった。幾いく度ど拳こぶしを打ち付けても、幾度蹴けりを放っても、苦しげに吼えはするものの、一向に弱った様子を見せなかったのである。


「く──厄やつ介かいな」


「焦あせらないで駆真。効いていないわけじゃあないわ」


「ソウですよマぁスター、急せいテはコトをナントやらですヨオ」


　オトとウタの注意が鼓こ膜まくを震ふるわせるが、駆真は構わず攻こう撃げきを続けた。単調なウロヴォロス級の攻撃を紙一ひと重えで避けつつ、その胴どう部ぶに、頭部に、天駆機関で包まれた拳を叩き込んでいく。


　何しろ、駆真には時間がないのである。一刻も早くこの邪魔者を打ち倒たおして地上へ帰き還かんし、仲間を全員引き連れて小学校へと向かわねばならないのだ。


　一分でも、一秒でも早く、この空エ獣アを──


　が──そのとき。


「……っ、な、なんだ……っ!?」


　機体が急にガクンと揺ゆれ、駆真は眉をひそめた。


「マぁスター！　左ひだり脚あしをトラれてマス！　振り払はらッテクダさイ！」


　ウタの声が響いたときにはもう遅おそい。後方から伸ばされたウロヴォロス級の下半身に脚を搦からめ捕られた《言ロゴス》は、そのまま凄まじい勢いでその機体を振り回された。


「ぐ──」


　脳がシェイクされる感覚に、思わず顔をしかめる。周りからは、魔人姉妹の素すっ頓とん狂きような悲鳴が響いてきた。


　だが、それで終わりではなかった。ウロヴォロス級は《言ロゴス》の脚に絡ませた下半身をグン、と上昇させると、不自然な体勢でそれに引っ張り上げられた《言ロゴス》の胴部──コクピット目がけて、左右六本の腕を豪ごう速そくで放ってきたのである。


「この……ッ！」


　こんな攻撃をもらってはお終しまいである。駆真は奥歯を嚙かみしめると、マニピュレーターを持ち上げ、腕部でコクピットをガードした。


　次の瞬しゆん間かん、ガードの上から、ウロヴォロス級の拳が六発分、一気に振り下ろされる。


　なんとか直ちよく撃げきは避さけたものの、巨大な鎚つちを振るわれたような衝しよう撃げきに、コクピットが激しい衝撃に見み舞まわれた。


　否いな、それだけではない。どうやら今の攻撃で、腕わん部ぶの天駆機関が破損してしまったらしい。急に浮ふ遊ゆうの感覚が崩くずれ、機体のバランスを保つのが困難になる。


　コクピット内に赤いランプが点灯し、けたたましい緊急事態通告エマージエンシーコールが鳴り響いた。


「ちょ、ちょと、これまずいじゃないの!?」


　コエが焦ったように叫さけび、顔をキョロキョロと左右させる。


　だが、ウロヴォロス級の攻撃はまだ終わっていなかった。


　その長い身体を、《言ロゴス》の機体にぐるぐると巻き付かせてきたのである。


　機体のあちこちから、めりめりという音が響き、コクピット内に表示されていた画面が幾いくつか映らなくなる。


「う、ウワあー！　どッ、ドドドドどゥシマシょコレ……っ！」


「落ち着きなさい、ウタ。──駆真、どう？　手足は動きそう？」


　オトに言われるも、駆真は答えなかった。そんなことは、先ほどからとうにやっている。


「く──」


　仕方ない。駆真はまたも『心の力』を高めた。


　シーンは先ほどの続きである。そう、ウロヴォロス級に絡みつかれているこの状じよう況きようを、在紗の身体スポンジとリンクさせるのだ。ああ……なんかそう考えるととんでもなくイヤラシイしちゅえーしょんになっている気がする。だってもう、泡あわでぬるぬるな在紗が、駆真の全身にぐるぐると絡みついて──


「う、ぁ……っ」


　駆真はガクンと頭部を揺らした。……頭がボーっとして、意識が遠くなる。


　ふと気付くと、ヘルメットの中に夥おびただしい量の鼻血が充じゆう満まんしていた。


　単純な理由だった。『心の力しゆつりよく』の上げすぎによる貧血だオーバーヒート。


「ま、マぁスター！」


　と、駆真はウタの声に正面の画面を見──息を詰つまらせた。


「────」


　ウロヴォロス級が上半身を擡もたげ、六本の手を広げて、コクピットの方に近づいてきていたのである。


　そしてその巨大な異い形ぎようは、大きく口を広げ、軽く身体からだを縮ませた。


　刹せつ那な、オトが戦せん慄りつに満ちた声を発する。


「──っ、光こう砲ほうを吐くつもりだわ。駆真、今すぐ離り脱だつして！」


　だが、貧血によって妄もう想そうを途と中ちゆうで打ち切られた《言ロゴス》は、動かない──！





　　　　◇




「ち……ッ、あんだよこりゃあ。《言ロゴス》が飛び立ったってのに、全然勢いが衰おとろえねーじゃねーか」


　冬香は忌いま々いましげにうめきながら、今日幾体目とも知れない空エ獣アの首を飛ばした。


　しかし空には未まだ無数の空エ獣アが溢あふれており、次々と草薙邸てい目がけて降下してきている。こちらのメンバーに未だ欠損はなかったが、さすがに皆みな疲つかれてしまっていた。


　加え、宙に浮ういたままの空エ獣アの死し骸がいで、視界が塞ふさがれてしまっているのも痛い。


　空エ獣アたちが死骸に隠かくれて近寄ってくる恐おそれがあるうえ、こちらの攻撃──主に冬香、魔ま王おうの光砲やアステナの盟術が、幾体もの死骸に遮さえぎられてしまうケースもあった。


　中央基地からの増ぞう援えんも到とう着ちやくし始めているが、やはり数に差が有りすぎる。このままでは、じわじわと数に圧おされて形勢を逆転されてしまいかねなかった。


「まずいな、どうにかしねえと……」


　と──


「な、何よ、あれ……！」


　後方から戦慄に染まった槙奈の声が聞こえてきて、冬香は周囲に気を張りながらちらとそちらに目をやった。


「な──っ」


　そして、盛せい大だいに眉まゆの間にしわを寄せ、息を詰まらせる。


　東の空が──黒い。


　まるで雨雲のように層を成した大量の空エ獣ア群が、空を覆おおい尽つくしていたのである。


「クソが……！　まだ増えるってのかよ……ッ！」


　冬香は顔をしかめると、周囲で戦せん闘とうを続けるメンバーに向かって声を張り上げた。


「全員、一旦地上に下降しろ！　このままじゃ挟はさみ撃うちになるぞッ！」


　冬香の声に、他ほかの面々も迫せまり来る新たな空エ獣ア群に気付いたらしい。皆、急いで高度を下げていく。


　だが、次の瞬間、冬香は驚きよう愕がくに目を見開くことになった。


「……っ、な……」


　東の空から現れた空エ獣ア群。その最前列を形作るワイバーン級の群れが、もといた空エ獣アたちに襲おそいかかったのである。


　鋭するどい牙きばを突つき立て、首を、腕を、羽を、力任せに食い千切る。辺りに耳をつんざく咆ほう吼こうが轟とどろき、地に落ちることのない血液が玉となって漂ただよった。


「これは……」


　ポカンとした調子でその様を見つめ、冬香は今さらながらあることに気が付いた。


　東の空から現れた空エ獣アは、その全すべてが古来種であり──よく見ると、その体表に、赤く光る文様が見受けられたのである。


　これは。この力は──


「──かあさま！」


　新たに現れた空エ獣ア群の中から、そんな声が聞こえてくる。


　目をやると、そこには背に羽を生やした在紗が、空エ獣ア群に守られるようにしながら浮遊しているのが見えた。








「在紗!?　おまえ、何で……」


　在紗が羽で空を打ち、冬香のもとに飛んでいくと、冬香はあからさまに驚おどろいた顔を作ってそう言ってきた。


　まあ、それも仕方ないだろう。今在紗は、学校で授業を受けているはずなのだ。


「ん……なんだか、来なきゃならない気がして……」


「はは……なんつーか、まあ、正直助かったわ。さすがに皆疲れててよ。──この空エ獣ア群は……在紗が？」


　冬香の問いに、在紗はこくんとうなずいた。


　何かただならぬものを本能的に感じ取った在紗は、道中自分の言うことを聞いてくれそうな古来種の空エ獣アを集めて『祝福』し、いざというときのために控ひかえさせていたのだ。


　ただの漠ばく然ぜんとした不安だったのだが……結果として、冬香たちの窮きゆう地ちを救うことができたらしい。


「大だい丈じよう夫ぶ、かあさま。怪け我がは？」


「ああ──大丈夫だ。在紗のおかげだよ」


　言って、優やさしく在紗の頭を撫なでてくる。在紗は少し照れくさくなって小さく微笑ほほえむと、キョロキョロと辺りを見回した。


　周囲には冬香とともに戦っていた面々が見受けられるのだが、何人か姿の見えない者がいたのである。ウタに、オト、そして──


「かあさま、ねえさまはどうしたの？　まさか……」


「ああ、心配すんな。あいつがそう簡単にくたばるタマかよ」


　冬香はそう言って笑うと、ピンと指を立てて空を指し示した。


「駆真は今、上だ」


「上……？」


　在紗がキョトンとして問うと、冬香が簡単に説明してくれた。


　駆真が──空くう刑けいの鍵かぎを守るために、最後の魔ま人じんを駆かってウロヴォロス級空エ獣アを倒たおしに行ったことを。


　顔を上げ、まばらに雲がかかった空を見上げる。


　だがそのとき、周囲にまたも凄すさまじい咆吼が響ひびき、在紗は視線を戻もどさせられた。


　適応種の空エ獣アと、在紗の力で強化された空エ獣アが戦っているところに、上空から、またも新たなワイバーン級の群れが現れたのである。


　在紗の軍門ではない。適応種の空エ獣ア──つまり、敵の増援だ。


「おいおい……どんだけ出てくるつもりだよ……っと」


　冬香は忌々しげに頭をかくと、大きく息を吸うような仕草を見せ、口から紫むらさき色いろの魔力光を吐はき出した。


　凄まじい光の奔ほん流りゆうが、新たな空エ獣ア群を包み込む。するとその光に触ふれた空エ獣アが、途と端たんだらりと手足を脱だつ力りよくさせた。


「え……？」


　在紗は目を丸くした。いや、起こったこと自体は理解できるのだ。冬香の魔力は停てい滞たいと退たい廃はい。前にも似たような光景は見たことがある。


　だが、在紗の記き憶おくにあるそれとは規模が段だん違ちがいだった。何しろ、新たに現れた空エ獣ア群のほぼ全体を、一気に弱体化させてしまったのである。それどころか、魔力の余波が触れたのだろう、一部在紗の軍勢の強化が解けてしまっていた。


　そんな在紗の視線に気付いたのか、冬香が腕うでに着けたリングを示してくる。


「──ああ、驚いたか？　これのおかげだよ」


「これは……」


　在紗が訊たずねると、冬香はニマニマと笑いながら、『ある人』が作った装置を、魔族が改良したものだと教えてくれた。


　これを装着しているだけで、使用者の魔力が増ぞう幅ふくされるらしいこと。そして、魔王が同じものをもう一つ持っていることを。


「…………っ」


　それを聞いて、在紗はごくりと唾だ液えきを飲み込んだ。


「在紗……？」


「かあさま……一つ、いいかな」


「あ？　ああ、もしかして『ある人』のことか？　えっへっへ、んー、そだなー。教えてやってもいいけど、どうせなら直接会った方が──」


「そうじゃなくって！」


　まあ確かにその『ある人』とやらのことも気にはなったが、今はそれよりももっと重要なことがある。


　冬香に弱体化させられた空エ獣ア群の後ろから、さらに際限なく幾いく体たいもの空エ獣アが降下してくるのを見ながら、在紗は口を開いた。


「その腕うで輪わって……私にも、使えるのかな？」


「あ？　そりゃあ……あたしに使えてんだから、在紗に使えねーこたねーと思うが……」


「…………」


　在紗は頭の中で考えを巡めぐらせると、バッと後ろを向いて声を張り上げた。


「リサさん！　魔王さん！」


　そして、在紗の軍勢とともに空エ獣アを打ち倒していたリサと魔王の名を呼ぶ。


　二人は呼び声に気付くと、近くにいた空エ獣アを手早く処理し、在紗の方に飛んでやってきた。


「──在紗ちゃん。助かったわ。あの空エ獣ア群、在紗ちゃんが連れてきてくれたのよね？」


「おお……アリサ！　なんという機転！　素す晴ばらしいぞ！」


　空エ獣アの返り血で全身真っ赤になった二人が、肩かたで息をしながら言ってくる。


　在紗はそれに応こたえるようにうなずいてから、魔ま王おう（しばらく見ない間に、可愛かわいらしいそうきゅんボディが随ずい分ぶんと怪かい物ぶつじみた姿に変へん貌ぼうしていた）の角を見やった。冬香の言うとおり、そこには冬香と揃そろいの腕輪が塡はめられている。


「リサさん、魔王さん、かあさま。──一つ、試ためしてみたいことがあるの。協力……してくれるかな？」


　在紗が問うと、三人は一いつ瞬しゆん顔を見合わせたあと、もちろんと首しゆ肯こうした。


「じゃあ、かあさま。私にその腕輪を貸して。そして──魔王さんは、リサさんにそれを渡わたしてください」


「あ？」


「ぬ……？　これをか？」


　冬香と魔王が訝いぶかしげに首を捻ひねりながらも、それぞれ在紗とリサに、魔力増ぞう幅ふくのリングを渡す。魔王の姿が、元の可愛らしい姿に戻った。


「……っ、在紗ちゃん、もしかして」


　リサは、その段階で気付いたらしかった。


「はい。上う手まくいくかどうかはわかりませんけど……」


　在紗は首肯しながらリングを腕に塡めた。瞬間──身体からだの奥底から、今まで感じたことのないほどの力が湧わいてくるのがわかった。


「これ……すごい……」


　どうやらリサも同じ感覚を覚えているようで、溢あふれ出る力を押さえるように、腕輪を塡めた方の手をぎゅっと握にぎっている。


「それで、一体どうするのだ？」


　魔王が、腕組みしながら問うてくる。


「私とリサさんの力──覚かく醒せいと祝福の魔力を拡散します。できるだけ、広くに」


「ああ？　そんなことしちまったら、相手だって強……く……」


　言いかけて、冬香がハッと目を見開いた。


　彼女も思いだしたのだろう。先週の出来事──リサが〈女王〉の〈城しろ〉を乗っ取ってしまった事件を。


　あのとき、冬香に絶対の忠誠を誓ちかっていたはずのディアブロ級空エ獣アたちが、全員リサの側に付いてしまっていたのだ。


　理由は一つしかない。リサが、彼らに覚醒と祝福の魔力を送り込んだからだ。


　通常の空エ獣アよりも遥はるかに知能の高いディアブロ級の空エ獣アさえ、直接魔力を送り込めば支配下に置くことができる。


　ならば、たとえ適応種とはいえ、もしかしたら──


　在紗はリサと一瞬視線を交かわすと、どちらからともなく手を取り合った。


　同時に目を伏ふせ、それぞれ、腕輪を塡めた方の手を頭上に掲かかげる。


　そして。


「いくよ──在紗ちゃん」


「はい……っ！」


　二人はうなずき合うと、身体の奥底から湧わき上がる魔力を収束し──放つ。


　在紗とリサを中心に、赤い魔力光が放射状に広がっていった。


　そしてその光は、未いまだ戦せん闘とうを続ける空エ獣アに触れた瞬間、その体表を這はって紋もん様ようとして刻まれていく。


　既すでに在紗に魔力を注ぎ込まれている古来種の空エ獣アたちは、その身に光が触れていなくとも、在紗たちの魔力に呼応するように、より力強く、その身体に這った紋様を輝かがやかせた。


　そして。


「はぁ……っ、はぁ……っ」


「──ふぅ」


　数分のあと。在紗とリサは息を吐き、掲げていた手を下ろした。


　大立ち回りを演じていた戦闘要員たちはすぐに気付いたろう。


　今の今まで辺りに響いていた空を裂さく咆ほう吼こうが、ぴたりと止やんでいることに。





　　　　◇




「────ッ！」


　駆真はぴくりと眉まゆを動かした。


　一瞬、《言ロゴス》の身体を締しめ付けるウロヴォロス級の力が弱くなった気がしたのである。


　いや──気のせいではない。駆真は左手のマニピュレーターを握ってみた。


　僅わずかではあるが、動く……！


「オお？　アレハ……」


　と、ウタが何かに気付いたように声を上げる。


　数瞬あと、駆真もすぐに気が付いた。迫せまり来るウロヴォロス級を映していた正面画面。そこに、異変があったのである。


　ウロヴォロス級の体表に、うっすらと赤い文様が浮うかび上がっている。そう──まるで先週、リサの魔力によって『祝福』されたときのように。


　だが、そのときとは様子が違った。力が増しているどころか、ウロヴォロス級の動きが非常に鈍にぶくなっていたのである。


　そして、駆真たちの方にも変化があった。


　駆真が手足に着けてる天てん駆く機関と、《言ロゴス》に残された天駆機関が、同時に赤く輝きだしたのである。


　ああ──これには覚えがある。


　温かい手に包まれるかのような感覚。


　これは、紛まぎれもなく在紗の力。


「駆真！」


　オトがのどを震ふるわせる。この好機を逃のがしては、恐おそらく駆真たちに生き残る目はない──！


　駆真は、《言ロゴス》の出力を上げるため、『心の力』を高めようとした。


　だが、出血のためか意識が朦もう朧ろうとして、イメージが定まらない。


　幾いく度ども思い描えがいた在紗の天使の笑顔が、清せい廉れんなる声こわ音ねが、頭の中に浮かんでこない。


　段々と視界にも霞かすみがかかり、瞼まぶたが重くなっていって──





【──ねえさま、がんばって】





「……ッ!?」


　不意に聞こえた声音に、駆真は閉じかけていた瞼をカッと見開いた。


「在、紗……？」


　キョロキョロと辺りを見回すが、当然の如ごとく在紗の姿はない。


　と──微かすかに、赤く発光した手足の天駆機関が震えた気がした。小さな鼓こ動どうのように。まるで、その身に祝福の魔力を注ぎ込んだ少女の意志を伝えるように。


　確かに、在紗の声だった。


　幾百幾千幾万幾億妄もう想そうを重ねたとて、一度たりとも完かん璧ぺきな再現が成されることはないであろう、可愛らしい声。


「────」


　駆真は細く息を吐はいた。


　それに応ずるように、《言ロゴス》のコクピットに再び光が満ちていく。


　たった一言の声せい援えん。それは、那な由ゆ多たの妄想にも勝まさる最高の『心の力』だった。


「お、オホォ!?　な、ナンですカこのぱわー！」


「う、うおわ、ま、まぶし……」


「この力は──駆真！」


　三人の声を聞きながら、駆真は左手を力いっぱい握りしめると、渾こん身しんの力を込こめて引っ張り上げた。


「くぅぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ…………ッ！」


　天駆機関が砕くだけ、ボロボロになった《言ロゴス》の左ひだり腕うでが、弛ゆるんだウロヴォロス級の拘こう束そくを抜ぬける。


「──食らえ、化物……ッ！」


　駆真は左手を振ふりかぶると、大きく開かれていたウロヴォロス級の口目がけて、拳こぶしを叩たたき込んだ。


　如い何かに堅かたい体表を持つとはいえ、体内までもが硬こう質しつな皮ひ膚ふでできているわけはない。


　堅けん牢ろうな鎧よろいに守られていた柔やわらかい肉が、魔ま人じんの拳によって裂け、爆はぜ、千切れていく。


　声にならない声が、ウロヴォロス級ののどの奥からひゅうひゅうと鳴った。


　必殺の一いち撃げき。常識的な生物であれば、生きていられるはずがない。


　だが──それでも、まだウロヴォロス級は息絶えなかった。


　体表から徐じよ々じよに赤い文様が薄うすれていくと同時、再び《言ロゴス》を締め付ける力が増していく。


「な……まだこんな力が……」


　駆真は忌いま々いましげにうめいた。


「閣下、この《言ロゴス》には、他ほかに何か武器はないのですか」


　問うが、オトは目を伏せて首を横に振った。


　そうこうしているうちにも、《言ロゴス》を締め上げるウロヴォロス級の力はどんどん強くなっていく。このままでは《言ロゴス》はバラバラに破は壊かいされ、駆真たちは成せい層そう圏けんに投げ出されてしまうだろう。


　そうなればウロヴォロス級を止められる者はいなくなる。彼の異い形ぎようは悠ゆう々ゆうと空くう刑けいの鍵かぎを壊こわしに戻もどるに違いない。


　無数の空エ獣アが落下し、地上は地じ獄ごくと化し──そして、授業参観は、中止に、なる。


　そのフレーズを想像した瞬間、駆真は視界がボロボロと崩くずれていく錯さつ覚かくに襲おそわれた。


「そんなことを……させて──たまるかァァァァァッ！」


　駆真は叫さけび、マニピュレーターをぐにぐにと握った。


　だが、もう《言ロゴス》は微び動どうだにしない。


　左腕も、ウロヴォロス級ののどに深々と突つき立てられたまま動かなかった。


　──誰だれでもいい。何でもいい。この窮きゆう地ちを脱すことのできるものは。この異形を打ち倒たおすことができるものはないか。駆真は、かつてないレベルで思考をフル回転させた。


　異世界の盟術でも、古代の技術でも、神の奇き跡せきでも構わない。この際魔族の魔力だろうと、空エ獣アの力だろうと何でもよかった。何か、何か──


　と。


「──────ぁ」


　駆真は、小さく口を開けていた。


　可能かどうかはわからない。試ためしている時間もない。


　だが、一つだけ──駆真の手に残された可能性があった。


　そう。駆真の手の中には。


　駆真だけの軍勢が、存在した……！


「ウタ！　コクピットを開け！」


　次の瞬しゆん間かん、駆真はそう叫んでいた。


「う、ウエ？　キ、キケンがアブないデスよ、マぁスター」


「いいから、開け！　もうこれしか方法はない！」


　再度駆真が言うと、ウタは勢いに圧おされたようにうなずいた。すぐに、コクピットの壁かべが割れていく。


　しかし機体が破損しているうえ、今はウロヴォロス級に身体からだを締め付けられている状態である。開いたのは、駆真がギリギリ通れるかどうかといったくらいの僅かな隙すき間まだった。


　だが、十分である。駆真はマニピュレーターから手足を抜き、自分の天駆機関を駆く動どうさせて座席から浮き上がると、その隙間を通って空に身を躍おどらせた。


　天駆機関を〈翔ソア〉、《言ロゴス》の左腕に沿うように空を進み、開きっぱなしになったウロヴォロス級の口内へと入っていく。


　そして。駆真は左手を突き出し、その文言を唱えた。





「──飴狂院・駆真の名に於いて、永久の迷宮の扉を開く──！」





　それは。


　神階二十四位に位置する神のみが所有する、試しの宮の扉を開く言葉。


　二十位の神の称しよう号ごうを持つ駆真はかつて一度だけこの扉を開き──『ある者たち』に試練を与あたえた。


　今、その扉が、再度開かれる。


　駆真が言葉を発した瞬間、駆真の手の平のすぐ前──ウロヴォロス級の体内へと連なるその位置に、大きな『孔あな』が出現した。


　そして、そこから一いつ斉せいに。


　何千何百という数の、様々な等級の空エ獣アたちが、凄すさまじい勢いでウロヴォロス級の体内に放たれた。


　そう。およそひと月前、駆真はこの迷めい宮きゆうの扉を開き、空に現れた空エ獣ア群をその中に閉じこめていたのである。──名目上は、神の試練を与えるために。


　その夥おびただしい数の空エ獣アたちを、ウロヴォロス級の体内に、一気に解き放ったのだ。


　如何にウロヴォロス級が巨きよ大だいとはいえ、数千の軍勢を食い尽つくせるはずはない。


　やがて限界が来たのだろう、ウロヴォロス級の身体が《言ロゴス》から離はなれていった。
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　そし長い身体の随ずい所しよが内側からベコベコとうねったかと思うと、次し第だいに異様なほど膨ふくれ上がり──腹を割さいて無数の空エ獣アが飛び出してきた。


「──閉門！」


　その様を見届け、駆真は『孔』を閉じた。


　ウロヴォロス級を食い破った小さな空エ獣アたちは、解き放たれると同時に下へ、下へと下降していった。やはり、普ふ通つうの空エ獣アにはこの空域は居い心地ごこちが悪いらしい。


　駆真はそれを見届けてから、自由になった《言ロゴス》のコクピットに戻るため、くるりと身体の向きを変えた。


　と──その背後に。


【……何な、故ぜ、だ】


　くぐもった奇き妙みような声が、かけられた。


　否いな、背後に、というのには語ご弊へいがあるかもしれない。まるで、頭の中に直接語りかけられるかのような感覚である。


　振り向くと、そこには、もはや残ざん骸がいとなり、ぴくりとも動かなくなったウロヴォロス級空エ獣アの姿があった。


　ディアブロ級以外の空エ獣アが言葉を解するとは思っていなかったが──何故だろうか、駆真にあまり驚おどろきはなかった。


　静かに、言葉を返す。


「何故、とは」


【何故──私が、地上に還かえる、邪じや魔まを、する】


「貴様が地上に降りてきては、私が困るからだ」


　駆真がきっぱりと答えると、声は静かに続けた。


【小さき、者。貴様に、勝ちの、目は、なかった、はず。──貴様は、何故、そこまで、する。何故、その、非力なる力で、我に、挑いどんだ】


「知れたこと」


　駆真はウロヴォロス級の亡なき骸がらに背を向けると、唇くちびるを動かした。


「全ては、授業参観のために」


　それきり、声は、聞こえなくなった。





　　　　◇




《言ロゴス》に戻った駆真は、再び座席に腰こし掛かけ、マニピュレーターに手足を挿そう入にゆうすると、両足に残った天てん駆く機関を駆動させ、ゆっくりと高度を下げていった。


　両手の天駆機関が両方とも大破してしまったため、非常にバランスを取るのが難しい。細心の注意を払はらいながら地表に向かっていく。


「イヤー、しかシ驚きマシた。マサかマぁスターにあんナ奥の手がアッタとハ」


「ねー。凄すごかたね。ちょとあなた、さきの話で一本いぽん自伝的なもの書いてみない？　きと売れるよー。ウハウハよー」


「ふふ──二人とも落ち着きなさいな。駆真だって疲つかれてるんだから」


　ウタ、コエ、オトが、リラックスした調子で笑う。


　だが、そこで再び、コクピット内に緊きん急きゆうアラームが鳴り響ひびいた。


「な……何ね何ね今度は……！　もうあのデカイのは倒したでしょね……！」


　コエが狼狽うろたえた声を発した瞬間、機体の下部から爆ばく発はつ音が二つ響き、《言ロゴス》の機体が激しく揺ゆれた。


　そして──今までゆっくりと下降していた《言ロゴス》が、真っ逆様に急降下を始める。同時に、ウタが間の抜けた叫びを響かせた。


「う、ウホォォォおおおおおおおおおおおお──ッ!?」


「ぐ……やはり限界だったか……ッ！」


　駆真は苦々しげに呟つぶやいた。──そう、先ほど一度機体外に出て戻ってくる際、激しく破損した天駆機関を見て、嫌いやな予感はしていたのだ。


「──コエ、閣下！　二人は天駆機関は……!?」


「ええ、もちろん」


「ああ、一応着けてるけども……！」


　落ち行く機内で駆真が問うと、オトとコエがうなずいてきた。


「……仕方ない。コクピットを開けて緊急脱だつ出しゆつをする。ウタ、おまえは私に摑つかまれ！」


「え……エエっ!?　そ、ソレハ駄だ目めデスヨオ！」


　しかし、ウタはブンブンと首を振ふった。


「この非常時に何を言っている……！」


「だ、ダッテそれジャア、ロドリーはドウなるンですカア！」


「……っ！　仕方があるまい、諦あきらめろ！」


「で、デモ……せっカク動ケタのに……」


　ウタが、あわあわと首を動かし、機体を制せい御ぎよしようとする。


　だが、そもそも天駆機関が分ぶん離りしてしまったのである。ウタの力でどうこうできるような問題ではなかった。


　このままでは、皆みな地表に叩たたきつけられてしまう。


　──と、そのとき。


「え……？」


　駆真は、目を丸くした。


　急にガクン、と機体が揺れたかと思うと、《言ロゴス》の落下が止まったのである。


「なんだ……一体、何が起こった……？」


　地表に着くには早すぎる。というかそれ以前に、地面に激げき突とつしていたなら、この程度の衝しよう撃げきで済むはずがなかった。


　だが、先ほどの衝撃で外部カメラが壊こわれてしまったのだろうか、コクピット内に浮うかび上がっていた画面は全すべて消えてしまい、外の様子が見取れなくなってしまっていた。


　魔ま人じん姉し妹まいも、皆不思議そうな顔をして目を見合わせている。


　駆真は、眉まゆをひそめながら唇を開いた。


「──コクピットを開け」


　その言葉に従い、コクピットがゆっくりと口を開けていく。──眩まぶしい陽光が、駆真たちの目を灼やいた。


　駆真は先刻のようにマニピュレーターから手足を抜ぬくと、天駆機関を〈浮フロート〉駆動させて《言ロゴス》の外に飛んでいった。


　そして、


「────」


　その光景を目にして、一いつ瞬しゆん言葉を失った。


　だが、それはそうだろう。


　何しろ駆真の眼下に広がっていたのは、何千という空エ獣アで構成された空の絨じゆう毯たんだったのである。


　しかもよくよく見ると、信じがたいことに、〈女王〉の命令を聞く古来種のみではなく、適応種の空エ獣アも数多く交じっている。


　それらが、寸分の狂くるい無く等とう間かん隔かくに陣じんを組み、空を飛んでいたのである。


　──まるで、落下する《言ロゴス》を受け止めるクッションを形作るかのように。


「これは……一体……」


「──ねえさま！」


　駆真が呆ぼう然ぜんとしていると、背後からそんな呼び声が聞こえてきた。慌あわててバッと振り返る。


　駆真の鼓こ膜まくが間ま違ちがえるはずがない。この声はまさしく──


「あ、在紗……っ！」


　そう。駆真の最愛の姪めい、鷹崎在紗が、背から大きな羽を現出させ、こちらに向かって飛んできていた。


　駆真は咄とつ嗟さに手を伸のばすと、迫せまってきた在紗をしっかりと抱だき留とめ、勢い余ってその場でくるくると回転した。


　そのままんー！　と在紗を抱きしめたのち、身体からだを離す。


「在紗、なんでこんなところに……？　学校じゃないの？」


「うん……そうなんだけど。えへへ、初めて……サボっちゃった」


　在紗は恥はずかしそうに笑うと、右手を駆真に差し出してきた。


「ねえさま、行こ。せっかくの参観日なのに、ねえさまがいないと……始まらないよ！」


「──う、うんっ！」


　駆真は、もう息が止まりそうになるほどの感情の奔ほん流りゆうをどうにか押さえ込み、その手を取った。
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　ひんやりとした風に吹ふかれて、数枚の落ち葉が視界を横切っていく。


　リサは胸むな元もとに抱かかえた花束が飛ばされぬようきゅっと握にぎり直してから、歩みを再開させた。


「そっか……こっちはそろそろ冬なんだっけ」


　呟つぶやいて、苦く笑しようする。随ずい分ぶんと長い間、別の時間軸じくや並行世界にいたものだから、すっかり忘れてしまっていた。


　駆かる真まが機き甲こう魔ま人じん《言ロゴス》でウロヴォロス級空エ獣アを倒たおし、空くう刑けいの鍵かぎの崩ほう壊かいを阻そ止ししたあと。


　リサは、在あり紗さの授業参観には出ずに、自分の元いた世界に戻もどっていた。


　──五年前に、駆真が死んでしまった世界に。


　自分が否定し、何度もやり直そうとした世界に。


　中ちゆう央おう都との外れにある共同墓地の一角。『鷹たか崎さき駆真』と名が彫ほられた墓石を見下ろし、ふっと唇くちびるを緩ゆるめる。


「……久しぶり。長い間来られなくてごめんね、ねえさま」


　リサはそう呟くと、ゆっくりと膝ひざを折り、抱えていた花束を優やさしく墓前に置いた。そうしてから胸元に手を置いて目を伏ふせ、しばしの間そのままの状態で黙もく禱とうする。


　リサ以外は誰だれもいない、静かな空間である。墓地の周囲に生えた木々の頼りなげな枝葉が風に揺ゆれる音だけが、リサの鼓膜を震ふるわせた。


「ん……」


　リサは瞼まぶたを開けると、滑なめらかで冷たい墓石を、ゆったりとした動作で撫なでた。


「……ねえさま。聞いてくれる？　私、ねえさまに謝らなくちゃいけないことがあるの」


　リサは静かに、ゆっくりと話し始めた。


　五年前に駆真を失ってから、ずっと神の奇き跡せきを求め続けたこと。


　時の神の座に着き、時を越こえる神器を手に入れて──歴史改変は大罪と知りながらも、駆真が死んでしまったという事実を無かったことにしようと暗あん躍やくしたこと。


　しかしそれが全て失敗に終わり……絶望と嫉しつ妬とに狂ったリサは、並行世界上の在紗を自分と同じにしてしまおうと、別の駆真をも殺そうとしたこと。


　そして──並行世界の駆真と在紗に、救われたこと。


「ごめんね、ねえさま。ねえさまが私の中から消えることなんて、あるはずがないのに」


　リサはもう一度優しく墓石を撫でると、小さく息を吐はき、立ち上がった。


　並行世界からこちらに戻ってきてすぐにこの共同墓地に来たものだから、まだ冬ふゆ香かや宗しゆう吾ごにも顔を見せていなかったのだ。


「また来るね、ねえさま」


　そう言って、踵きびすを返そうとしたところで、


「…………え？」


　どこかから妙みような音が聞こえた気がして、リサは眉まゆ根ねを寄せた。


　何かはわからない。だが確かに、ひゅうひゅうという風の音に混じって、くぐもった音が──


「ひ……ッ!?」


　瞬しゆん間かん、何者かに足首を摑つかまれ、リサは肩かたを震わせた。


　バッと顔を下に向ける。地面から生白い手が生え、リサの足首をがっちりとホールドしていた。逃のがれようと足を引くも、もの凄すごい力で押さえつけられ、その場から動くことができない。


「な……っ、なな、何、これ……っ!?」


　様々な修しゆ羅ら場ばをくぐってきたリサも、こんなのは初体験だった。突とつ然ぜんのことに脳の処理が追いつかず、状じよう況きようが理解できない。あたふたと慌てふためき、それでも謎なぞの手から逃れることができず、摑まれた足を軸じくに、その場に尻しり餅もちをついてしまう。


「痛……っ」


　顔をしかめる。だが、今はそれどころではなかった。


　墓地の地面から生えた腕うでが、リサの足首を恐おそろしい力で摑みながら、徐じよ々じよにその全容を見せていったのである。


　肘ひじ、二の腕、肩、そして──


「────」


　リサは、言葉を失った。


　それはそうだ。


　だって、土まみれで地面から這はい出てきたのは──


「……ぷはッ！」


　リサの大好きな『ねえさま』、鷹崎駆真、その人だったのだから。


「ね、え……さま……？」


　呆然と。


　リサは、その言葉を口にした。


　土にまみれた漆しつ黒こくの長い髪かみ。一糸纏まとわぬ裸ら体たいは、漂ひよう白はくされたかのような白い肌はだで構成されている。そして、眩まぶしそうにゆっくりと開かれた瞼の中には、リサと揃そろいの血色の目が鎮ちん座ざしていた。


　見み間ま違ちがえるはずがない。それは、五年前──死んでしまった当時の姿の鷹崎駆真だった。


　駆真は口の中に入った泥どろを吐き出すように何度か咳せき込んでから、未まだ土に埋うまっていた下半身を引っぱり出し、裸体を恥じる様子もなくその場に立ち上がってリサに目を向けてきた。


　そして手の平を合わせ、深々と頭を下げる。


「在紗──ごめん！　本当にごめん……！　冥めい界かいの王を倒すのに五年もかかっちゃった……！」


「…………」


　リサはしばしの間ポカンと口を開け、目を丸くした。


　あまりに突然過ぎて、状況を把は握あくするのに時間がかかってしまったのだ。


「いや、本当、ごめんね……五年も会えなくて。すぐ生き返らせろって言ったんだけど、なかなかわからず屋でさ。しかも困ったことにかなり強かったの。だから少し時間はかかっちゃったけど、冥界の住人たちを少しずつ仲間に引き入れていって、クーデターを起こしたのよ。もう大だい丈じよう夫ぶ。冥界の全権は私が握ったわ。──はッ!?　っていうか在紗かなり育ってるぅぅぅ!?　うわ、うっわ、なにこれ凄い。超ちよう美人さん。は……っ、でもどうしたのその右目！　怪け我が？　怪我なの!?　だとしたら誰のせい!?　大丈夫、言ってごらん！　今の私なら、犯人に冥界地じ獄ごく最下層巡めぐりをお見み舞まいしてやれるよ！」


　駆真が、心配そうにリサの頭を撫でようとし──自分の手が土まみれであることに気付いて手を引っ込める。


　だが、リサはそんなもの構わず、タックルをするような調子で駆真に抱だきついた。


「ぅぁ……ぁぁ……っ、ねえさま……っ、ねえさま、ねえさま……っ！」


「う、うほぉぉぉぉッ!?　や、ちょ、在紗！　お洋服が汚よごれちゃうよ！　っていうか五年ぶりのハグは刺し激げきが強すぎッ！　う、あ、あ、いい匂においするぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！　ああっ、鼻血が！　鼻血が！」


「……ねえさま……っ！」


　リサは涙なみだと鼻水でぐしゃぐしゃになった顔を駆真の胸元に押しつけ、しばしの間泣き続けた。





　　　　◇




　皓こう成せい大付属小学校の体育館には今、幾いくつものパイプ椅い子すが並べられ、そこに六年生とその保護者たちが腰こし掛かけていた。


　そして舞ぶ台たいの上に男子生徒が一人立ち、スタンドマイクの前で原げん稿こう用よう紙しを広げながら、ハキハキした声で作文を読み上げている。


　六年生のクラスから二人ずつ、特に作文の出来がよかった生徒が代表として選ばれ、発表を行っているのである。今壇だん上じように立っているのは五人目。在紗と同じクラスの男子生徒だった。


『──以上で、発表を終わります。ありがとうございました』


　男子生徒が一歩後ろに下がり、ぺこりと礼をする。体育館に並んだ生徒や保護者たちから、大きな拍はく手しゆが送られた。


　男子生徒が舞台袖そでに入っていくのを見届けてから、舞台の脇わきに立っていた進行役の教きよう諭ゆがマイクに口を近づける。


『六年三組、小お佐さ野の涼りよう輔すけくんでした。──では、次で最後の発表となります。六年三組、鷹崎在紗さん』


　マイク越ごしの声で、在紗の名が呼ばれる。


　だが……返事はなかった。生徒や保護者たちが、不思議そうにざわめき出す。


　と、壁かべ際ぎわに並べられた教員たちの席から、六年三組担任の安あ倉くら教諭が立ち上がり、司会進行を務める教諭のもとに歩いていって、二、三言葉を交かわした。


『ええ……鷹崎さんは今、体調不良で保健室に行っているようです。──少し早いですが、これで発表を──』


「ちょっと待ったぁぁぁぁぁぁぁッ────！」


　と。教諭が発表会の終しゆう了りようを宣言しようとしたところで、体育館の上の方から、そんな声が響ひびいてきた。








「よし……！　なんとか間に合った！」


　首から下をパイロットスーツで覆おおい、手足に天てん駆く機関を着けたままの駆真は、在紗をお姫ひめ様さま抱だっこしながら、天窓から体育館に入り込んだ。そのままゆっくりと高度を下げていき、がちゃりという音を響かせて体育館に降り立つ。


　それを見た生徒たちが、一いつ斉せいに色めき立った。


　それはそうだ。蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団の英えい雄ゆう鷹崎駆真が、こんなインパクトのある登場をしたのである。ヒーロー好きの男子たちに、駆真に憧あこがれを抱く女子たちが、歓かん声せいを上げてくる。というか保護者の中にも、自分の子供を撮とるために持ってきていたであろうカメラを使って、駆真の姿を撮さつ影えいしている者がいたりした。


　しかし駆真はそんなものにはまったく構わず、在紗を優しく床ゆかに立たせた。


　本来であれば在紗も自分で飛んで来られるのだが、さすがに生徒たちの前に羽を晒さらすわけにはいかないため、駆真が抱かかえて飛んできたのである。おかげで駆真は、草くさ薙なぎ邸ていから小学校までの間、全身で思うさま在紗のふにふにボディを堪たん能のうすることができた。不ふ可か抗こう力りよくである。繰くり返す、これは不可抗力である。


「じゃあ……ねえさま。行ってくるね」


　在紗がにこりと微笑ほほえみ、舞台の方に走っていく。


　ちなみに在紗の制服には羽が生えた際に穴が開いてしまったため、今在紗が着ているのは、草薙邸で沈しず音ねに借りたものだった。


　と──そこで体育館の扉とびらが開き、新たな闖ちん入にゆう者しやたちが入ってくる。


　冬香、宗吾、槙まき奈な、三み谷や原はら、アステナ、魔王、ウタ、コエ、オト、沈音、天あま由ゆ良ら、霊たま由ゆ良ら。


　皆みな空エ獣アと激しい戦せん闘とうを繰り広げていたため、その衣服はボロボロで、なんともまあみっともない有様だった。──まあ、天由良と霊由良に限っては、妙に綺き麗れいな格好をしていたのだが。


　それと、何故か槙奈はオトに、服がボロボロだからといって、一回りサイズの小さいスクール水着なんぞを着せられていた。顔を真っ赤に染めながら、皆の陰かげに隠かくれるように身を縮こまらせている。




[image: ]


「か、閣下……！　なんで私だけこんな格好なんですか……ッ！」


「ええ、可愛かわいいじゃない。よく似合ってるわよう」


「全ッ然嬉うれしくありません……っ！」


　槙奈が、泣きそうな顔で訴うつたえかけるも、オトは楽しげに微笑むだけだった。ちなみに、ようやく見つけた『先生』を逃がさないようにするためだろうか、コエが槙奈の首に革製の首輪を巻いて、そこから伸びた鎖くさりを握にぎっており、なんというか小学校という場にはあまり相応ふさわしくないビジュアルになってしまっている。


　なんとも愉ゆ快かいな一団である。だが──リサの姿はそこにはなかった。


　ウロヴォロス級を倒たおしたすぐあと、自分の世界へ帰ってしまったのだ。


　残念ではあったのだが……何な故ぜだろうか、リサはきっとそうした方がよいのだろうと、何の根こん拠きよもなく思ってしまった。よくわからないのだが、きっと元の世界で、とても素す敵てきなことが待っている気がしたのだ。


　と、さすがに全身ボロボロの集団にギョッとしたのか、何名かの教職員が冬香たちのところにやってきた。眼鏡をかけた偏へん屈くつそうな男性教諭が、眉まゆ根ねにしわを寄せながら口を開く。


「ちょ、ちょっと、何ですかあなたたちは……」


「あ？　んだよ、娘むすめの授業参観に来ちゃいけねーってのか？」


　喧けん嘩か腰ごしで、冬香が凄すごむ。教員は一瞬怯ひるんだが、ムッとした様子であとを続けた。


「む、娘……？」


「おーよ。ちょっと邪じや魔まだから退どいてくれよ。在紗が見えねーだろ」


「な、なんて失礼なっ！　とにかく！　そんな格好で来るなんて非常識です……っ！　特にそこのあなた！」


　言って、教員がスクール水着姿の槙奈をビシッと指さす。急に会話に引っぱり出された槙奈は面食らって素すっ頓とん狂きような声を発した。


「へ？　わ、私……？」


「そうですよ、あなた一体なんて格好してるんですか！　ここは小学校ですよ！　破は廉れん恥ちな……！」


「わッ、私の趣しゆ味みみたいに言わないでくれる!?」


「いいから、さっさと出て行きなさい！　子供たちに悪あく影えい響きようで──」


　と、そこで。口論を遮さえぎるように、ぱん、ぱん、と手を打つ音が聞こえてきた。


　音の方向に目をやると、玉座のような戦車に腰掛けた、全身金色の御ご婦ふ人じんが、優ゆう雅がな所作で首を振ふっているのがわかる。……彼女には見覚えがあった。確か在紗の友達、橙とう堂どう美み須す々ずの母君である。一学期の頃ころにも増して派手な格好をしていたためすぐにわかった。


「まあまあ先生、落ち着いてくださいな。いいじゃあないですか。確か六時間目は、保護者以外も参観できるのでしょう？」


「そ、そうですが、しかし……」


「せっかく娘さんの晴れ姿を見に来られたお母様をにべもなく追い返してしまうのはどうかと思いますよ。それこそ、子供たちに悪影響なのでは？」


「ぐ……」


　周囲の視線が、教員に突つき刺ささる。数秒のあと、教員は降参を示すように息を吐はいた。


「……くれぐれも、お静かにお願いしますよ」


　そして冬香たちにそう言い残し、元の席へと戻もどっていった。


　冬香がビッと親指を立てると、橙堂夫人はそれに答えるようにゆったりとうなずいた。


『えー、落ち着いてください。はい、皆さん、静かにお願いします』


　と、進行役の教諭が、ざわついた生徒や保護者たちにアナウンスをする。


　まだ駆真や新たな観覧者たちに視線を送ってくるものはいたが、次し第だいに館内は再び静かになっていった。


『ええと……いいんですよね？　はい──では、鷹崎在紗さんの発表です』


　ぱちぱちぱち、という拍手の音に応こたえるように、壇上に上った在紗が深々と礼をする。


　そして制服のポケットから原稿用紙を取り出そうとし……手が止まる。


　それはそうだ。今在紗が着ているのは自分の制服ではなく沈音のものだ。──というかそれ以前に、在紗が教室を出た段階で作文を忍しのばせていたかどうかもわからない。


「あ、在紗……」








「…………」


　在紗は小さく息を吐くと、軽く首を回して、壇上から体育館全体を見み渡わたした。


　右から六年一組、二組、三組の生徒たちが並び、その両りよう脇わきに先生たちが、後方には保護者たちが。


　さらにその後ろに、空エ獣アとの戦闘で随ずい分ぶんとワイルドな装よそおいになってしまった仲間たちがいた。


　槙奈に、三谷原に、アステナに、魔王に、ウタに、オトに、沈音に、天由良に、霊由良。そしてウタとオトの姉し妹まいだというサングラスの編集者。


　それに──冬香と、宗吾。


　宗吾の姿を見たときは本当にびっくりしたけれど、宗吾が今までどんな事件に巻き込まれていたかを聞いたときは、いつの間にか笑ってしまっていた。


　そして。そんなみんなの一番前に、


　在紗の方をジッと見つめてくる最愛の叔お母ば、駆真の姿があった。


「……ああ」


　在紗は、マイクに拾われないくらいの小さな声で、そう言った。


　十余年前に母はいなくなり、


　五年前に父を亡なくし、


　それからずっと、叔母は仕事に追われていた。


　随分とイレギュラーで、不格好で、みっともないすべり込み。


　それでも、今この瞬しゆん間かんは、在紗が望んで、欲ほつして、求めて──しかし、絶対に手には入り得ないはずの時間だった。


　冬香が、


　宗吾が、


　たくさんの仲間たちが、


　そして──駆真が。


　みんなが一いつ緒しよに見に来てくれる授業参観が、本当に現実になるだなんて、夢にも思っていなかった。


　と、そこで在紗は、駆真が心配そうな視線を送ってきているのに気付いた。


　それはそうだろう。何しろ在紗は原げん稿こう用よう紙しを探さぐるような仕草を見せてから黙だまりこくっていたのだから。


　きっと、途と方ほうに暮れていると思わせてしまったに違ちがいない。


　在紗はそんな誤解を解くために、ふっと顔を上げると、にこやかな微笑みを浮うかべてみせた。


　たったそれだけで、体育館の中に満ちていた空気が、柔やわらかくなった気がする。


　在紗は一歩足を踏ふみ出すと、マイクに口を近づけた。


　発表する予定だった作文なんて、ほとんど頭に入っている。原稿用紙がなくてもすらすらと発表することは十分可能だった。


　だけれど──在紗は、それをしなかった。


　そんなものよりもっともっと相応ふさわしい言葉が、今このときにはある気がしたのである。


　在紗は、小さな唇くちびるを開いた。








『──「私の大好きな人」。六年三組、鷹崎在紗』










ＦＩＮ
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　あとがき　　そんな駆真の物語







　たいへん長らくお待たせしました。『蒼穹のカルマ８』をお届けいたします。


　二〇〇九年一月二〇日にデビュー作となる第一巻を出させていただいてからおよそ三年。


　深い深い家族愛（強調）の物語『蒼穹のカルマ』は今巻で一段落となります。


　前々から八巻くらいで区切りを付けようかという話にはなっていたのですが、新作に気を取られてクオリティを落とすことはしたくなかったため、いつもより少しお時間をいただいた形になります。待っていてくださった皆様に心からの感謝を。ペロペロ。





　デビューシリーズの完結巻となると感かん慨がい深いものがありますが、ともあれ今巻でようやく、バラ撒まいていたネタを全部回収しきれたかと思います。正直このままだと放りっぱなしになるネタがいくつか出てきそうだなー……と思っていたので一安心であります。


　特に終章冒ぼう頭とうのシーンは、六巻の骨こつ子しが定まった段階から絶対に入れようと思っていた場面でありました。話の整せい合ごう性せい等から担当氏と検討を重ねましたが、まあ駆真だったらアリじゃね？　という話になり、無事挿そう入にゆうすることができました。他の時間軸じくの在紗たちの物語も、似たような結末を迎むかえたと思っていただいて構いません。





　基本的に自作のキャラが大好きな人間なので、やはりお話が完結してしまうのは少し寂さびしいです。まず駆真。とんでもなく可愛かわいい。変態可愛い。在紗も無む垢く可愛い。槙奈は不ふ憫びん可愛い。ウタ人外可愛い。アステナ弱気可愛い。ゆらゆら不気味可愛い。オトホクロ可愛い。沈音陰いん気き可愛い。冬香惚のろ気け可愛い。宗吾天然可愛い。三谷原髭ひげ煙草やさぐれ可愛い。魔王一いち途ず可愛い。リサ眼帯可愛い。主任ボクっ娘可愛い。シロ健康美可愛い。姫ゴスロリ可愛い。ラビツインテ可愛い。美須々三つ編み可愛い。美須々ママ派手可愛い。コエカタコト可愛い。神無オタク可愛い。《言》ロドリー可愛い。衛二アホ可愛い。美栄地味可愛い。かほる眼鏡可愛い。サキ長身可愛い。佐間岡おっさん可愛い。真田強い可愛い。空エ獣アもなんか可愛い。三馬鹿イメージはジャ○アン・ス○夫・し○かちゃん可愛い。以下ヴァリアルドとかリヴィエラとか王様とかウィスとかバルバラとか椙浦少佐とか四天王とか斎木とか田沼とか千恵子とか安倉先生とか沢村とか麻倉とか七魔衆とか岬大尉とか蔵田とか（略）みんな可愛い。大好きだ！　愛してる！　考えてみると多いなこれ！





　イラストレーターの森もり沢さわ晴はる行ゆきさんにも、長らくお付き合いいただきました。毎巻素晴らしいイラストをありがとうございます！　デザインやラフが届くたびにテンションマックスになっておりました。


　四コマの珠み月づきまやさんも、毎回面白いお話をありがとうございます！　ゲルサは革命と信じてうたがわない。珠月さんには引き続き、『デート・ア・ライブ』の四コマ『デイト・ア・オリガミ』でお世話になっております。こちらもお楽しみいただけると幸いです。


　担当氏をはじめとする関係者様、書店員様、そしてこの本を手にとってくださっている読者様。『蒼穹のカルマ』に関わってくださった全すべての皆様に、最上級の感謝を！


　何かの奇き跡せきが起こって、再び駆真と会うようなことがあったなら、またよろしくお願いします。





　本当にありがとうございます！







橘　公司　　　
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蒼そう穹きゆうのカルマ８





橘たちばな　公こう司し
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